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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　もうすぐ死ぬかもしれないと俺おれは思った。誰だれが死ぬのかというとそれは俺で、なんで死ぬのかというと、死ぬような目にあったからだ。

　俺こと瀬せ能のうナツルは平凡な高校二年生であり、ごく普通に勉強してごく普通に卒業して、全入時代の大学に行って、公務員にでもなるつもりだった。ところが現実はケンプファーという存在にならされて、女として戦うことになってしまった。戦う以上死ぬ危険もあるわけで、これが悩みの種。

　が、本当の「死ぬ思い」というのはこんなことじゃない。俺はどうしたことか、女から告白されてしまったのである。

　……あ、今呆あきれただろう。告白くらいでなに悩んでんだとか思っただろう。だけど俺にとっては天地がひっくり返るほどの事態、人生でもっとも困難な選択肢なのだ。

　まず、俺にとっては告白されるということ自体が信じられない。あんなのは都市伝説か男がするもんだと思っていた。いや、いずれ告白される予定だった女性はいるんだが、それはあとで。

　まあとにかく、俺が女から告白されるなんてないと思っていたんだ。普通そうだろ。女から告白なんて都市伝説だろ。雪男とかと同じでさ。雪男は都市にいないけどさ。

　それがあなた、いきなり告白されちゃいましたよ。しかも二人。

　一人は近こん堂どう水み琴こと。俺の幼なじみ。女子高生なのに世界中を飛び回っている女版インディ・ジョーンズで、山師みたいなことをやっている。幼稚園時代は腕白すぎて際限なく破裂する爆竹みたいな女だったんだが、今はずいぶんと綺き麗れいになった。いやこの綺麗ってのは、俺の主観。

　幼なじみだけあって恋愛感情はなかったんだけど、なんか告白されてしまった。向こうは俺のことが好きだった……らしい。

　どこまで本気なのか俺は知らない。知らないってのも変な話なんだが、告白したと思ったらいきなり走ってどっか行っちゃうんだもん。よく麻薬密売組織の追っ手とチェイスしていたらしいから、俺を勘違いしたのだろうか。

　こっちはこっちでいきなり告白されて驚いてしまい、返す言葉がなかった。水琴も「あとで返事を聞かせて欲しい」みたいなことを言ってたから、とりあえずはいいんだろう。悩みが先送りされただけではあるが。

　そしてもう一人。俺にとってはより深刻なこと。なんと我が星せい鐵てつ学がく院いんの生徒会長である三さん郷ごう雫しずくまでもが、告白してきたのだ。

　知っての通り、俺は雫が苦手である。ぶっちゃけ合わない。美人で頭も良くてスポーツ万能のスーパー生徒会長であるが、まるで心に響かないのだ。なんかＣＧで作られた人形のような気がして、ピンとこない。

　ところが雫しずくは俺おれの都合なんかどうでもいいらしく、「好きだから私を愛せ」と言ってきた。どういうことだ。えらく理不尽な気がするんだが、そう思わないか。恋愛って、互いの気持ちが大事なんじゃないのか。

　でまあ、俺としては大いに慌てていたわけなんだが、やっぱり雫も「返事はあとでいい」とか言ってきた。命拾いしたが、ことがすんだら必ず聞かせろみたいな話なんだから、死刑執行が延びただけにすぎない。恩赦とかないんだろうか。

　どうだ、俺の心が暗くなるのも分かろうというものだろう。幸せ者とか罵ののしってるやつは、俺の立場になってくれ。喜んで代わるぞ。

　そんなわけで、俺はここ数日間、それはそれは暗い気持ちで星せい鐵てつ学がく院いんに通っていた。雫が会長をやってる学校に行くなんて、考えてみたら歌をうたいながら虎とらのねぐらに入るようなもんだ。

　俺はここんとこずっと、男の姿で授業を受けていた。だって女のままだと水み琴こととか雫に会うかもしれないじゃん。

　おかげでクラスメートの東ひがし田だから、「最近のお前は真面目まじめだな」との評価をもらった。いつもなら女子部にも顔を出さなきゃならないので、あんまクラスにいないのだ。どうでもいいがこいつから褒ほめられても嬉うれしくはない。

　男の中にいると少しだけ憂ゆう鬱うつ感がまぎれる。俺、もうホモになろうかなあ。しかしそんな考えは、授業後に東田に声をかけられたことで見事に消えた。

「瀬せ能のう。明日の土曜日、暇ひまか？」

　東田は当人だけが爽さわやかと思っている笑顔を俺に向けていた。うむ、キモい。ホモとかないわ。

　俺が返事をしなかったので、また訊きいてくる。

「土曜だよ」

「なにかあんのか？」

「別にねえよ」

「じゃあ誘うなよ」

「瀬能はどうせ、家でテレビ見るんだろう。半はん澤ざわたちとカラオケでも行こうかって思ってるんだ。来いよ」

「行かねえよ」

　俺は渋い顔をした。

「どうせ美少女研究会とやらの打ち合わせとかを兼ねてるんだろ。俺はお前らのアイドル談義は聞き飽きたんだ」

　東ひがし田だは地下部活動である「美少女研究会」の会長だ。非合法のくせに星せい鐵てつでは結構歴史ある部活動。ただしやってることは女の子の写真を撮って喜ぶのがメインの、害があるんだかないんだかよく分からないところ。

　俺おれはどういうわけか、そこの特別顧問に祭り上げられていた。色々あってその地位も剝はく奪だつされたらしいんだが、会合とか出たことないからこれも不明。で、東田に半はん澤ざわときたら、もうそのあたりの話題に決まっているのだ。

　しかし東田は首を振った。

「いや、クラスの連中で遊ぶつもりなんだ。中なか浜はまや森もりも来る」

　どっちもクラスメートの名である。

「珍しいな。東田はいっつも女の子の話ばかりしてんのに。中浜なんて女の話題は嫌がるだろ」

「そこらへんのことはなしにして遊ぶつもりなんだ。どうだ」

　これはちょっと心を動かされた。美少女研究会のことを抜きにすれば、東田は（多分）いいやつである。抜いちゃうとなにも残らなくなるけど。しかしこいつから、そんな言葉が出てくるとは思わなかった。

　俺は訊きいてみた。

「誰だれかの誕生日なのか？　俺は違うぞ」

「そうじゃねえよ。普通に遊ぶだけだから」

「へー」

「あと半澤が、なんか瀬せ能のうがしんどそうに見えるから、誘おうぜってことになった」

「……そう感じるか？」

「森も言ってたぞ。あいつオカルト狂だろ。瀬能の命の灯ひが小さくなるのが見えたんだって」

「……命の灯ってなんだ？」

「消えると死ぬらしいぞ」

「縁起でもねえこと言うな」

　俺は文句をつけた。東田は続ける。

「森によると瀬能はいつも不景気な顔をしてるが、もっと景気が悪くなるらしい。人生下り坂らしいぞ。近いうちにろくでもない目にあうってさ」

「うちのクラスじゃ俺を馬ば鹿かにするのが流行してるのか？」

「だから、いっちょ励はげましてやろうとみんなで話し合った」

　いい話なんだか悪い話なんだか。とりあえず、わりと東田は真面目まじめな顔だ。

　ここは友情に感謝するべき局面なんだろうか。体よく馬鹿にされた気もする。ちょっとびっくりしたのは確かだ。あんなに女のことしか考えていない東田や、ろくでなしの塊みたいなクラスメートが俺おれを心配するなんて。よっぽど貧相な面つらをしているんだな。

「あー……行きたいけど、やっぱ無理だな」

「なんで」

「先約があるんだ」

　実は明日の土曜日は、重大な用件がすでにあるのだ。だから東ひがし田だたちとのカラオケは、行きたくても行けなかった。

「おいおい。付き合いわりーな」

「すまねえ。今度にしてくれ」

　片手を軽く上げて、謝る。

「じゃあまた今度な」と東田は言っていた。次のカラオケは行くようにするよ。

　俺は帰路につく。なんかこんなに早く帰るのは久しぶりだ。

　一人でぶらぶらと歩く。ふっと息を吐いた。明日の土曜日は我が人生の転機になるかもしれないのだ……ってのは大げさか。それでも吞のん気きにはしていられない。

　この土曜の話っていうのは、我が人生のアイドル、沙さ倉くら楓かえでさんの実家を訪問するのだ。

　沙倉さんというのは雫しずくと違って可か憐れんで、雫と違って口調にトゲがなく、雫と違っておしとやかな天使である。こんな美しい人が雫の幼なじみだなんて、まったく世の中はたちが悪いと言いたくなるが、今は横に置いておく。

　俺たちはこの沙倉さんの実家に招待されたのだ。普通女性の実家に行くんだから、これはもう結婚の申し込みをしろとのサインに違いないはずだが、雫はそう思っていないらしい。そして俺も、ちょっとだけ疑っている。

　最近の沙倉さんは、ときどき人格が変わったような行動を見せる。そのときの俺は、もちろん全判断力をシャットアウトして「美しい沙倉さん像」を維持することに努めるが、ちょっぴりどす黒いのも事実だ。「ちょっぴりどす黒い」ってのも変な表現だが。

　そんな人が「自宅に来てください」と言うなんて、どういうことなのだろうか。

　俺はここ数日、告白のことと沙倉さん宅のことをずっとループさせて考えていた。他にないのかと言われそうだが、ない。あとは現実逃避するためのテレビくらいだ。

　水み琴ことに雫に沙倉さん。なんとまあ、俺の回りの姦かしましいことよ。……って、一人忘れてんじゃん。紅あか音ねはどうした。

　紅音はこの「俺の悩み集団」には加わっていない。当人は知らないが、結果的に唯一ほっとできる存在となっている。男の姿のままだった俺も、図書館にだけは行こうと思っていたくらいだ。行かなかったけど。

　紅音なら、愚ぐ痴ちをこぼす相手になってくれるかなあと考えていたら、いきなり話しかけられた。

「ナツルさん」

　その紅あか音ね……ではない。この澄み渡るような声の持ち主は、一人しかいない。

　振り返る。そこには沙さ倉くらさんがいた。

　沙倉さんはにこりとしていた。相変わらずお綺き麗れいですね。

「捜していたんです。よかった」

「捜していたって、俺おれを？」

「はい」

　実に爽さわやかな笑顔だ。ついこないだの、舌なめずりをしそうな表情はどこにもない。

　星せい鐵てつ学がく院いんは男子部と女子部に分かれているだけあって、男女交際にいい顔しない。これは教師たちの策略というより「私たちが禁止されていたことを後輩に許可するな」という、ＯＢ、ＯＧらの圧力によるものだ。心の狭い先輩たちだ。

　なので、目を盗んで付き合っている生徒たちは、もっぱら校内ではなく校外で逢おう瀬せを楽しんでいる。沙倉さんもそのために外に出るまで自重していた、ではなく、授業が終わるのを待っていたんだろう。

「ナツルさん、もしかしたら忘れているのかもって思ったから」

「えーっと、なんのこと」

「あ、忘れているんですか」

　ぷうっと頰ほおを膨らませる。沙倉さんがやると似合うなあ。












「土曜日、わたしの実家に来てくれるって約束したじゃないですか」

　やはりそうか。もちろん覚えていますとも。

「分かってるって」

「本当ですか？　わたしが言うまで忘れていませんでした？」

「覚えていたよ」

　これは本当。悩んですらいたんだから。

　ようやく彼女はほっとしたような表情を見せた。二人並んで歩く。

　沙さ倉くらさんはにこにこしていた。俺おれはつい横顔を眺める。

「どうしたんですか？」

「……いや、沙倉さん、覚えてないの？」

「なにがでしょう」

「楽しそうだから」

「楽しそう、じゃなくて楽しいです。お客様は大好きですから」

　本心から言ってるのだから、沙倉さんは素晴らしい。

「ナツルさん、他に誰だれか呼びました？」

　にこにこしながら訊きいてくる。あれ？

　雫しずくとかも呼ばれているんだが、沙倉さんが連れてこいと言ったのである。あれはあまり性格のよろしくない方の沙倉さんだったが、もしかして覚えてないんだろうか。

「ナツルさん？」

「えーと、呼んだけど」

　覚えていないっぽい。俺は水み琴ことと紅あか音ねの名をあげた。あと渋々ながら雫。

「大勢来るんですね。お料理の準備しなきゃ。あ、女のナツルさんは呼んでいないんですか？」

　少し戸惑う俺。ええと、沙倉さんは知っているんだっけ知らないんだっけ。

「声かけたけど、来ない……かもしれない」

「そんなあ」

　露骨にがっかりした表情になった。すみません。その代わり、男の俺が相手をします。

「女のナツルさん来るの、楽しみなのに」

　やはり同一人物のことをまだ知らないんだな。でも仕方ない。また女の俺につきまとわれたら大変だ。

「忙しいみたいだよ。受験のこと考えて勉強するんだって」

「三年になってからでいいのに」

「今からやっておくんだって」

「真面目まじめな人なんですね」

　本当はそんなことやりゃしないけどな。自分の実力のちょっと下の大学に入るのが、楽できていいのではと考えている。手を抜けるのなら全力で抜かせてもらいます。

「女のナツルさんがいないのは残念ですけど、皆さんはちゃんと来てくださいね。わたし、寂しくなっちゃいます」

　そんなことはさせませんから、はい。

　俺おれは「もちろん」と答えた。沙さ倉くらさんは嬉うれしそうにしている。

　裏表のない表情だ。天使のような女性。

　しかし、だ。沙倉さんが俺に「実家に来て欲しい」と言ったときは、あの恐ろしい顔をしていたのだ。裏表どころか全部裏。

　二面性に恐れをなしているわけではない。そりゃ怖いけど、紅あか音ねだって変身すると凶暴になる。同じようなものだ。

　だが、ある意味からっとした紅音と違って、沙倉さんの場合は得体が知れないのである。底のない沼を覗のぞき込んでいる気分になる。足を滑らせたら最後。

　それさえなければ、沙倉さんは世界一の美人である。今の彼女は美人の方だった。

　そしてなぜか、俺と約束したときのことを、まったく覚えていないようなのだ。紅音たちを連れてきて構わないと言ったのは、当の沙倉さんなのに。そんであのとき、戦闘まであったんだが。

　まったくもって謎なぞである。あの草むらで起こった、ちょっぴりどころではないエッチなできごとを忘れたんだろうか。俺にはとても無理。

「えーと、沙倉さん」

「はい？」

「怪我大丈夫ですか？」

「え？」

　沙倉さんはきょとんとしていた。

「お腹に怪我をしたはずじゃ……」

「ナツルさん、やだ」

　彼女はくすくす笑った。

「わたし健康ですよ。風邪以外は病気も怪我もしたことありません。気遣ってくれるのは嬉しいですけど」

「そうなんだ」

「他の人と間違えたんじゃないですか」

　と言うが、沙倉さんは負傷したはずなのである。猛犬女の銃弾をぶち込まれ、トランポリン競技みたいに跳ねていた。

　俺は横目で沙倉さんのお腹あたりを観察する。腰からのくびれが実に美しく、胸に至るラインがしっかりとした曲線で素晴らしい。いやあ、ここに顔を埋めたらさぞかし気持ちよく……じゃねえや。怪我してるようには見えない。

　無理してるようにも感じられなかった。もう治ったと解釈するべきなんだろう。

　もっと不思議なのは負傷の記憶もないこと。やはり沙さ倉くらさんは、あのどす黒い性格に変へん貌ぽうしたことすら自覚していないのだ。

「わたしと間違えた人、早く怪我が治るといいですね」と沙倉さんは喋しやべっていた。この親切心が美徳。変貌時の性格の悪さは微み塵じんもなかった。

「わたし、今日から実家に帰っているんです」

　と沙倉さん。

「そうなの？」

「はい。ですから、みなさんとは一緒に行けませんけど」

　残念そうに見えた。俺おれも残念です。できれば二人きりで行きたかったのに。

「お迎えも行けませんけど、待ってますから、必ず来てくださいね」

　とろけるような笑顔を見せる。いいなあ。この表情さえあれば、あのどす黒さなんか、いつでも忘れられるな。

　少し歩いたところでお別れ。沙倉さんは左で俺は右。彼女は手を振ってくれて名な残ごりを惜しんでくれた。多分。

　ちょっと歩くともう俺の家。正確には父親が建てた家。

　俺はうきうきと悩みを半分ずつ脳内で回転させながら、玄関扉を開けた。自室にカバンを放り投げ、着替えることもせずゴロンと横になる。

　沙倉さんによるお誘いは嬉うれしい。それはもう完全な事実で、このことを全男子生徒に発表したいくらいだった。もっともそんなことをすれば、俺は二秒後には男子生徒から選抜された特別暗殺隊に追いかけ回され、誰だれも知らない土地でコンクリ詰めになって捨てられるだろう。逆の立場なら俺もやるからよく分かる。ここは空気を読んで発表しないのが利口というもの。

　問題はそんなことじゃない。沙倉さんの変貌と記憶がないことだ。

　いつもの沙倉さんといつもじゃない沙倉さん。あまりよくない頭で冷静に考えると、いくつかの可能性が考えられる。

　まずはこの二人は別人説。親切な沙倉さんとエッチでどす黒い沙倉さんは、実は他人だった。双子とかよく似た別人とか。

　この説のいいところは、なんといっても俺の心が軽くなること。俺が昔から憧あこがれていて星せい鐵てつ三大美女でもトップの女性は純粋無む垢くで悪いところなんか一つもないのだ。あの悪っぽいやつはいらない。アフリカで傭よう兵へいでもやっててくれ。

　これが俺の一押しだ。都合がいい。みんなもそう思うだろ。

　次が実は沙さ倉くらさんは全てを覚えていて、噓うそをついている説。全て知っていてあんな態度を取っている。すなわち噓をつくだけの理由があって、そのためには俺おれを騙だますこともいとわない。なんらかの計画や陰謀によって行動している。

　これはよろしくない。俺が全力で阻止したい説だ。そもそも天から舞い降りた女神様である沙倉さんが、そんな腹の黒いことをするわけがない。腹黒はどっかの生徒会長だけで十分だ。

　というわけでこの説はなし。理由は沙倉さんだから。

　最後の説は、沙倉さんの肉体は一緒だけど精神が二つあるというものだ。

　どういうことかというと、白い心と黒い心があって、時々入れ替わっているのである。この二つは互いに干渉せず、特に白い方は黒い方を知らない。

　これなら、さっきの会話の流れも納得がいく。天使の沙倉さんは悪魔の沙倉さんを知らんのだ。入れ替わるタイミングまでは不明。なんかあるんじゃねえか。赤い花を見たら変わるとか、午後三時を過ぎたら変わるとか。

　なんかこの説が一番正しいような気がする。ただ、普通の沙倉さんも実家へ行く約束は覚えていても、そのときのシチュエーションまでは覚えていないから、二つの心も緩い繫つながりはあるんだろう。

「とすると」

　誰だれもいない部屋で俺は呟つぶやいた。

「普通の沙倉さんには罪がないから、俺はそっちを守ればいいのか」

　なんで「守る」みたいな発想になったのか自分でも分からないが、そういうことじゃないのか。普通の沙倉さんには罪はない。きっと良りよう妻さい賢けん母ぼになるし、いつまでも綺き麗れいでいてくれる。なんか邪悪な方はキッスみたいなメイクをしそうで嫌だ。

　いっそ医者とかに診みせて悪い方を消せばいいんじゃねえの。そうすりゃ俺の悩みも解決だ。沙倉さんの両親も、「普通の娘をもらってくれ」とか俺に言ってくれるだろう。いやいや、まだ高校生ですから、数年お付き合いしてからじゃないと。

　俺は起きあがる。あぐらをかいた体勢で一人にやにやしていたら、ふいに例の女三人が思い浮かんだ。紅あか音ねと雫しずくと水み琴こと。

「……告白されていたんだった」

　仰向けに倒れた。そうだった。これが終わったら、返事しなきゃならねえんじゃん。雫と水琴だ。どうしよう。いっそ沙倉さんと愛の逃避行に走るか。そうすると……あれ、紅音は？

　そんなことを自室で思案していたら、いきなり電話がかかってきた。

　俺は携帯電話を取り、通話のボタンを押す。バッテリーがいかれているせいで、ほとんど役に立たない電話だが、充電器に差しっぱなしにすればまあ使える。

「はい？」

『瀬せ能のう君？』

　俺おれはげんなりした。こいつか。全校生徒が美人と主張しているんだけど、俺はどうもぴんとこない女。

「なんだよ会長」

『あら、私と電話ができるのがそんなに嬉うれしいの』

「嬉しくねえよ。用件はなんだよ」

『私は嬉しいわ』

　雫しずくは電話の向こうでにやにやしていた。これは俺の思い込みではない。絶対にそうだ。

　この女は神経が太い。これは言いがかりではなくて、全校生徒が知っている事実である。高校生離れしたタフさを誇っていた。

　なにせ学校に納入する機材の業者選定に立ち会ったらしいのだ。向こうは海千山千の社会人営業マンが来るのに、一介の高校生が相手をするんだから驚きだ。そこで値切りを含めた交渉を堂々おこなったというので、さらにびっくり。伝え聞くところによると、その場で某有名メーカーから「卒業したらうちに来ないか」と誘われたとかなんとか。

　しかしだな、あんた俺に告白したんだろ。なのになんでそんなに余裕の態度なわけ。俺の方が緊張してるじゃねえか。

　あえてぶっきらぼうな返事をする。そうしないとこっちの精神がもたん。

「用は？」

『明日のこと』

　と雫は言った。

『念押しに来たの。遅れないようにね』

「分かってるよ」

　素っ気ない声で答える。これは本当に本当。沙さ倉くらさんのことで頭がいっぱいだったのだ。ただしそこからは動かず、下手すると目覚ましもかけずに寝たかもしれない。

『楓かえでの家にいくからって、浮かれていると思ったから』

　なんで人の心を見抜くのが得意なんだこいつは。

『駅前に集合。着替えも忘れずに。あなたの場合は、男物と女物、二つ必要なんだから』

「そんなにいらねえだろ」

　俺はそう返事をした。いまさら言うまでもないだろうが、俺は変身すると女になる。最近はようやく慣れてきたが、服に関してだけは面倒くさいことこの上ない。

『いるわよ』

　と雫は言った。

『どっちの姿でもいいようにするのが、ケンプファーとしての務めよ』

「オーバーだな」

『私はオーバーじゃないと思っている。それだけ今度は厄介なことになりそうよ』

　ならねえよと言いたいところだが、雫しずくの勘は冴さえているからなあ。

　邪悪な沙さ倉くらさんは雫のことを嫌っている。そのあたりは俺おれも同じなんだが、その嫌いっぷりが洒落しやれにならないレベルだ。どっちも「背中を向けたら刺される」と考えているようにしか思えない。

　無論、雫もそんな沙倉さんを警戒している。服を二つ持って行けと言うのも、なにがあってもいいようにしておく意味なんだろう。

「厄介ってなんだ」

『さあ』

「おい、分かんないのか」

『単に行って帰ってきましたではすまないでしょう。でもなにが起こるかは不明。分からないから確かめに行くのよ』

　それこそ、雫は分かったような分からないようなことを言った。

『用意するに越したことはないでしょう。それに瀬せ能のう君の場合、女の身体で男物の下着ですごすのは、ちょっと悪趣味ね』

　そりゃそうだけどな。さすがの俺も想像したくない。

『持ってるの？』

「なにを」

『下着よ』

「……いくつか」

　と伝えたが、妙に恥ずかしかった。

　学校の制服を着てケンプファーに変身すると、下着も女物になる。ただし私服の時はそうもいかなかった。どうしてこうなっているんだかは知らん。きっと俺をケンプファーにしたやつが変態嗜し好こうの持ち主なんだろう。

　なので俺は、あらかじめ女物の下着も用意していた。たいした量ではない。だって買うとき恥ずかしかったから。店員は「死ねよ」みたいな視線を浴びせてくるし。

『じゃあ買いに行きましょうか』

「なにをだよ」

『下着よ』

　なんてこと言いやがる。

「あるって言ったろ！」

『一枚二枚じゃ女の子らしくないわよ。もう少しあった方がいいんじゃない』

「長くて一泊だろ」

『それだけですめばいいわね』

　予言みたいなことを。一泊より長く泊まっててどうするんだ。せいぜい二泊だ。学校あるんだぞ。

「男物の下着も一枚くらいしか持っていかないつもりなんだぞ」

『そっちももっと必要ね』

　そりゃ持ってるけどさ。

『買いましょうか。駅ビルでいいわね。一時間早く来て』

「おい勝手に決めるなよ」

『あら、勝手じゃないわ。ナツルのためになることよ』

　また名前で呼びやがった。最近の雫しずくは、油断するとすぐ「ナツル」って言い出す。

　そんなことより下着だ。買いに行くなんて真ま似ねさせる気か。前に紅あか音ねたちと服を買ったときだって居心地が悪かったのに。

『女と一緒だったら、店員もそれほど変に思わないわよ』

「俺おれが変な気分になるんだよ！」

『我慢することね』

　有無を言わせないとはこういうことだ。雫がこうだと決めたら、覆くつがえすことなんか米軍だって無理だぜ。

　結局下着購入は承諾させられた。俺も弱いなあ。

『それと』

「まだあんのか」

『臓物アニマルも持ってきた方がいいかもね』

「なんで」

『勘よ』

　また雫は言う。それ以上口にしないのは、根拠がないのか、本当に単なる勘なんだろうな。

　彼女は『じゃあ明日。目覚ましをちゃんとかけて寝なさい』と言って電話を切った。口うるさいやつだ。お前は俺のお母さんか。

　俺も通話をオフにした。それから衣装ケースを引っ張り出し、女物の下着を用意する。

　雫に文句は言ったものの、従うつもりだった。あの女の勘は馬ば鹿かにできん。これは水み琴ことに聞いたことなんだが、勘というのは知識や経験の蓄積に左右されるところが大きいらしい。それらが脳のデータベースに収納され、無意識のうちに今までの例として参照され、「勘」として表れるんだそうだ。ほんとかおい。確かに、雫は俺より一歳年上に過ぎないんだけど、色々経験していそうだもんなあ。

　水琴は「だからあたしは、遺跡のありそうなところはジャングルに入っただけでピンとくる」なんて豪語していた。探知機いらずの女だよな。

　それに、というかこっちの理由の方が大きいんだろうが、ケンプファーになるとやっぱり第六感も冴さえるんだそうな。これは俺おれも経験があって、試験勉強のときの山勘がいつもよりも当たった気がした。予想屋ナツルの本領発揮である。

　まあ、こういうときの雫しずくには従っておいた方が得策だ。俺は女物の下着を手に取った。

　それにしても、こんなところ人に見られたら完全に変態扱いだ。東ひがし田だや半はん澤ざわあたりにバレたら、馬ば鹿かにされるだけじゃすまないだろうな。あいつらも変態なくせに。

　旅行用のバッグも取り出して、中に詰める。下着はともかく、女物の服はほとんどないので男物と兼用。水着はいらんよな。まだ泳げるシーズンだけど。

　あとはあれだ、臓物アニマル。

　俺はテーブルの上に手を伸ばした。

「おい」

　一応声をかける。

「明日、遠出をするぞ」

　返事がない。もう一度言った。

「起きろ。お出かけだ」

「……あ、はい」

　ハラキリトラは眠そうな声で返事をした。

　こいつが先ほど雫の言っていた「臓物アニマル」である。ハラキリトラといって、腹部から内臓を露出させているところが特徴。そして何故か、喋しやべる。

　いまさら説明もないだろうが、臓物アニマルというのはあるおもちゃメーカーが起死回生の一打として市場に投入したファンシーグッズである。こんなグロいのがファンシーなわけがなく、オモチャ市場で壮絶な爆死を遂げた。もっともそう思っているのは善良な市民だけのようで、社長は「臓物神社を建こん立りゆうする」とか発表したらしい。資金に乏しいから寄付を募るらしいが、いかにマニアが珍重されるこの国とはいえ、金出すやつなんかいないだろう。

「なんか眠そうだな」

　俺は言った。ぬいぐるみなんていつも寝ているようなものではあるんだが。

「なんか、この前からぼうっとすることが多くなったんですよね。年中ナツルさんの顔を見ていたら、眠気も飛ぶはずなんですけど」

「口が減らなくなったな」

「もう少しナツルさんたちとおつきあいしてもよさそうなんですけど」

　変なことを言う。ぬいぐるみのたわごとは抽象的でよくない。

　まあいいや。俺は旅行バッグを指し示した。

「ほら、入れ」

「あれ、出かけるんでしたっけ」

「明日だよ。沙さ倉くらさんのとこ」

「あれですか」

　こいつには説明しておいたので、あっさり理解していた。

「さっきの電話は会長でしたか」

「俺おれに好きこのんで電話してくる女なんて、そういねえよ」

　沙倉さんなら何度かけてくれてもいいんだが、どうもうまくいかない。これが男となると東ひがし田だくらいで、我ながら交流範囲が狭くてよくない。

「ところで……」

　とハラキリトラが言った。

「会長とのことで、なにかあったんですか」

「なんで分かる」

「ナツルさん、夜中に学校行ったじゃないですか。あんなことするの会長だけですし」

　こいつ、意外と侮れない。というか、なんで俺の周囲には勘のいいやつばかりいるんだ。

　俺はわざとらしくならない程度に手を振った。

「どうだっていいじゃねえか」

「いやいや、そこはメッセンジャーとしてナツルさんの生活を把握しておく義務が」

「そんなこと一度も言ったことねえだろ！」

「いいじゃないですか。教えてくださいよ」

　お前は噂うわさ好きのおばさんか。中身は女なんじゃないだろうな。声が先代のしずかちゃんってとこが怪しい。

「知ってどんないいことがある」

「ナツルさんにアドバイスできるかもしれません」

「本当だろうな」

「多分」

　多分ってなんだ。

　そこまで言うのならと、俺は今まであったことを説明した。ただし告白のことは濁す。水み琴ことと雫しずくに悪い……ではなく、恥ずかしかったから。

　ハラキリトラはけらけら笑っていた。

「それは傑作ですね」

「資源ゴミに出されたいのか」

「それは遠慮します。つまり水琴さんと会長に迫られたと」

「認めたくないけどな」

「で、ナツルさんはどうするんですか」

「どうもこうも……まあ、そのまま」

　一応、女二人もあとでいいと言っているわけだし。

「でもいつかは決めなきゃならないんでしょう」

「そうなる前に地球が爆発するかもしれん。俺おれはまだ核戦争ってやつを信じているんだ」

「現実から逃げてもいいことはありませんよ」

　うわー、ぬいぐるみに説教されたよ。俺の人生はおしまいだ。

　とはいえ、こいつの意見は正しい。なんだかんだ言っても、返事は俺の心にかかっているのだ。彼女たちは返答を求めていて、ボールは俺に投げられたわけで。

　もちろん俺としてはそんな現実が嫌だから人類滅亡しねえかなと考えているんだが、そう都合のいいことがあるとも思えなかった。それに女というやつは非常に自分本位で、たとえ日本国民が全滅しかかっていても告白の返事をせっつくに決まっている。我が国の危機をなんだと思っているんだろう。

　結局は俺の問題である。そして俺は、まだ答えを出していない。

　ふと、ハラキリトラが喋しやべった。

「そういえば、紅あか音ねさんは？」

「ん？」

「紅音さんはなにしているんですか」

　そういやそうだ。紅音はなにしてたんだっけ。雫しずくの電話のせいで、そこで中断していた。

　青のケンプファーである美み嶋しま紅音は、大変気の小さい女の子である。ただしこれは変身前の話で、ケンプファーになるとがさつで口の悪い猛犬女となる。トリガーハッピーでなにかと発砲しようとする。そして実際に撃つ。

　俺は腕を組み、しばし考えた。

「……紅音ちゃんかあ。一緒にアニメショップ行ったな」

「それ、デートじゃないですか」

「そんなことを言ってたような」

「じゃあ紅音さんはナツルさんに告白したんですね」

「そうだったか……？」

　首を傾げる。そんなことあったっけなあ。ただでさえ混乱していたのだ。実はされたと言われれば、信じてしまいそうになる。

「でもデートしたんだったら、紅音さんも十分候補のうちでしょ」

「候補とか言うな。まあ、紅音ちゃんは好みのタイプだけどさ」

「なんだ。じゃあ紅音さんでいいじゃないですか」

　いいってなんだ。

「あれです、ピンチになったら紅あか音ねさんに助けてもらいましょう」

「敵に襲われたら紅音の出番ってことか」

「そっちじゃなくて、水み琴ことさんと会長に迫られたら、紅音さんがなんとかしてくれるってことです」

「……本当か？」

　つい疑ってしまった。だって変身前の紅音は眼鏡めがねの気弱な図書委員で、人と口論するくらいなら、隅っこで本を読んでいる方が好きってタイプだぞ。

「本当ですよ。多分」

「どっちなんだよ」

　文句を言ったら電話がかかってきた。

　また携帯電話だ。番号をろくに見もせず、通話スイッチを押す。

「もしもし？」

『ナツルさん。あたしです』

　なんと紅音だった。ハラキリトラが「ほら」と言わんばかりににやにやしている。笑顔ってほど顔が変化しないけど。

『ナツルさん？』

「ごめん。なに」

『明日、沙さ倉くらさんのところ行くじゃないですか』

「うん」

『そのまえにですね、会えないかなって……』

「は？」

　俺おれはつい疑問の声を発してしまった。だって雫しずくからも同じこと言われたんだぞ。驚くのは当然じゃないか。

『どうしたんですか？』

「出発前だよね？」

『そうですけど……あ、あたしと会うの嫌なんですかあ』

　なんかもう泣きそうになってる。これだけ聞いていると、変身した姿は完全な別人と言っても信じてしまうだろう。

「そんなことないよ」

　と言わざるを得ない。紅音がほっとするのが、携帯電話を通しても伝わった。

『よかった……そ、それでですね、集合の一時間前に、会いませんか』

「いやー、それは」

　雫の時間とぴったり同じだ。俺の身体が二つ無い限り、あり得ない。

　いきなりスピーカーから沈んだ声が流れた。

『やっぱりあたしと会うのは駄目なんですか……』

「そうじゃなくて、先約……あー、用事があるんだ。買い物したりとか」

『あたしもお付き合いしますけど』

「それは悪いから……えーっとね、二時間前に会おう。これならどう？」

『それでもいいです』

　声こわ音ねが元に戻った。早くも機嫌を直したらしい。こっちは大変だ。

「じゃあ、集合場所は同じにして、二時間前に」

『はい』

　うきうき気分の紅あか音ねの声を聞きながら、俺おれは電話を切った。

　それから思う。用件はなんだったんだ。会ってなにするつもりだろう。

「普通に話とかじゃないですかねえ」

　ハラキリトラが言った。このぬいぐるみめ、会話をちゃんときいてやがったな。プライバシーを侵害するのが好きな化学繊維だ。

「ただの話なら、電話で十分じゃないか」

「だから二人で会いたいんですよ」

「面倒だな」

「だからモテないんです。あ、最近は違いましたか」

　なんか上から目線で論評された気がするぞ。俺の周囲にいる人間は、雫しずくから東ひがし田だまでみんな馬ば鹿かにしたような目で見ることがある。しかも揃そろって「鈍感」「気がきかない」などと付け加えるのだ。これは立派な人権侵害である。どこに訴えればいいんだろう。国連？

「なんでただ集合するはずなのに、別々に会わなきゃならねえんだ」

「そういうものです。この分だと、水み琴ことさんからも電話がありそうですね」

　言われてから気づいた。

「……そういえば、ここんとこ水琴と会ってねえな」

「ここんとこって言っても、何ヶ月も会ってないわけじゃないでしょう」

「そりゃそうだけどよ、前にあいつ数日おきに来てカレーを作ったじゃん」

　水琴はカレー大好き少女である。日本人のほとんどがカレーライス好きだと思うが、こいつは尋常じゃない。朝昼晩カレーカレーカレー。たまにラーメン。食品会社から金貰もらってんじゃないかと思えるくらいのカレーマニアだ。

　ハラキリトラも、「なるほど」みたいな表情をした。これまたいつもとあまり変わらない。

「確かに近ちか頃ごろはカレーの香りがしませんね」

「水琴が来ないから、俺が別なの食ってる。このままでもいいんだけどよ」

「やはり寂しいんですか」

「そうじゃねえ」

　そういうことじゃない。朝起きて顔を洗わないと、なんか一日中微妙な気分になるだろう。あれと同じ。

「まあいいんだよ。どうせ明日会うんだから。それより俺おれ、また早起きしなきゃならなくなったぞ」

「会長に言われたんじゃないんですか。目覚ましかけないと」

「早起き嫌いなんだよ」

「早朝ランニングでもすればいいんですよ」

　俺がその手の運動を嫌ってるのを知ってて言ってるな。「早起き＋走る」なんて最悪である。どうも俺は世間的に是とされているものを拒む習性がある。もちろんプロテスト的な意思があるのではなくて、怠け癖ぐせによるもの。

「まず最初に紅あか音ねか。会社の営業回りみたいだな」

「会長とは会わせない方がいいでしょうねえ」

「そうだな」

「ナツルさんと二人きりを望んでいるんでしょう。前に紅音さんと会長、争っていたんじゃないんですか」

　そういえばアニメショップでやってる。その時は雫しずくが自分から引くということがあって、しかもあとで聞いたら悔しくて眠れなくなったとか言ってた。これだけだと、紅音が雫と互角に戦っているようにしか感じられない。精神的にだけどね。

　そしてまた俺は考えた。そこまでして、紅音が俺にかまう原因はなんだろう。

「いやー、本当はナツルさんも分かっているんでしょ」

　いきなりハラキリトラが言い出した。

「紅音さんがここまでナツルさんと一緒にいたがるなんて、理由は一つしかないじゃないですか」

「……」

　もちろん、俺の脳のう裏りにはある一つのことが思い浮かんでいた。

　ただまあ、なんとなく口に出したくない。

「……紅音ちゃんはさあ、好みのタイプだよ」

「ほお」

「そういうこと」

　よく分からないことを言って、俺は話を打ち切った。ハラキリトラは「相変わらずナツルさんは結論の前で足踏みをするのが好きですね」なんて言っている。

　俺はなおも喋しやべろうとするぬいぐるみを、カバンの中にしまった。それから廊下に出して、寝てる間に話しかけられないようにした。












第二章







　翌日。

　天気はよい。残ざん暑しよ厳しいがこれくらいがよかろう。寒いよりよっぽどましだ。風が吹けば気持ちもいいし。

　朝はきちんと目が覚めた。携帯電話のアラーム機能のおかげである。へたっているバッテリーのおかげで役立たずに限りなく近かったが、思わぬところで役に立った。雫しずくが念押しをしたためでもあったが、そこは考えないようにする。

　まずは朝飯。水み琴ことが作ったカレーが山のようにあるので、解凍して食べることにする。昨日ハラキリトラにはああいったけど、まあいいじゃないか。

　しかし久しぶりとはいえ、いざカレーを目の当たりにすると、毎日食べていた気がしてくる。さすがに飽きるというか、修行をしている気分だよな。

　カレールウの味には手をつけられないから、パンにつけて食べるかと思ったが買い置きがない。なんてこった。夏に親が送ってきた冷や麦があったので、ゆでることにする。どうするのかって？　これにカレーかけるんだよ。

　半分やけくその行動だったんだが、わりといけた。俺おれはもしや天才料理人になる素質があるのではなかろうか。カレーをテーマにしたなんとかファイトでも、いいところまで行くんじゃないか。カレーはなんにでも合うという説もある。

　いかん、冷や麦をゆでていたせいで、時間がなくなってしまった。カバンを摑つかんで飛び出す。玄関にはもちろん鍵かぎをかけた。このあたりは周到にしないとな。

　時計を確認しながらダッシュ。やばい、遅刻ぎりぎりかもしれん。

　駅に到着したときはぎりぎりではなくて遅刻していた。やっべえな。

「ええと……」

　ありゃ、紅あか音ねの姿がない。あの娘こは遅刻したりしないんだけどなあ。時間は守るタイプで、特に図書委員の時は絶対に遅れないんだそうだ。「本に失礼じゃないですか」と語っていたが、なんか関係ない気がする。

「どこにいるんだ……？」

「ここだよ」

　真後ろからドスの効いた、だけど間違いなく紅音の声が響いた。

　俺はゆっくりと振り向く。

　そこに紅音は立っていた。ただいつもの弱気眼鏡めがねではなく、ヤクザだろうと喰くい殺しそうな、猛犬女だ。

　俺は唾つばを飲み込んだ。なんで変身してんだ。

「なに九ミリパラ食ったようなツラしてんだ」

「いや……」

「遅れてんじゃねえよ。危うくおめえの家を穴だらけにしてくるところだったぞ」

　女の台詞とは思えない。本当にやりそうだから恐ろしい。そういや日差しで汗かいてるから、待ったんだろうな。

「うるせえな」

　とりあえず俺おれは文句を言った。猛犬バージョンのときに、弱気ではいけない。

「お前のために朝早く起きたんだ。本当はもうちょい寝たかったんだよ」

「あたしだってそうだ。今日は起きたけどな、いつも休みの日には結構寝るんだよ。深夜アニメ見るから寝だめだ」

　なんて駄目な理由だ。せめて照れろ。

「で、どうすんだ」

　俺は訊きく。さすがに俺が誘ったのではないため主導権がとれない。

「話って言ったろ」

「言ったな」

「どっかでしたい。店あんだろ」

「そりゃ駅前だからあるよ」

「どこでもいい。茶を飲む。時間はたくさんある」

　俺は一時間しかないんだけどね。

　この駅にも、それほど大きくはないが駅ビルがあった。駅のすぐ側そばが繁華街だから、遊びたい人間はそっちに流れていってしまうが、買い物したい人は重宝していた。

　俺は紅あか音ねに言う。

「一階に、お茶飲めるところあるぞ」

「ああ、あそこか。一度入ったことがあんな」

「店員もびっくりしたろうな。お前みたいな乱暴者が来るんだから」

「変身前だよ馬ば鹿か」

「そうならそうと言え」

　俺も引かなかった。どうも猛犬女が相手だと、むきになってしまう。

　確かあそこはセルフのカフェだ。犬連れでも入店可なのかは知らん。俺は紅音に、

「今月は金がないから節約するんだ。そこにする」

　と告つげた。こういう時は独自の金かね儲もうけシステムを所有している東ひがし田だが羨うらやましい。

　駅ビルに、喫きつ茶さのコーナーはあった。平日は仕事帰りのサラリーマンやギャルなんぞで埋まることが多い。わりと遅くまで営業しているため、終電を逃した人がギリギリまで粘るのだ。

　俺おれは座席に荷物を置いて座った。紅あか音ねは着席しない。

「なにを飲むんだ」

「自分で決めるよ」

「だったら言えよ」

「うるせえな、いちいち……」

　罵ののしってから、俺ははっとした。

「……お前、買ってきてくれるの？」

　紅音は面倒くさそうにうなずいた。ええっ、猛犬紅音が俺のためになにかしてくれるのか。それってどんな罰ゲームだよ。

「おい、正気か!?」

「ここで穴だらけになりてえのか。いいぞ」

「だってお前が俺のためになんて」

「あたしの気が変わらねえうちに決めろ！」

　なんか怒鳴ると、紅音は手に拳けん銃じゆうを出現させた。おい、他人の目があるぞ。

「止めろ止めろ」

　俺は手を振って、拳銃を消せと合図した。放っておくと遠慮なく俺に向けて撃つ。

「このあたしが、なににするか訊きいているんだ」

　なんで顔が赤いんだ。とりあえず俺はアイスコーヒーを頼んだ。

「分かった」

　紅音は財布だけを持って小走りにカウンターへ。座っている俺は居心地が悪い。女に買って貰もらうのが許されるのは、年季の入った夫婦か女性担当のついた作家だけだろう。俺の場合は猛犬女だぜ。いつもなら絶対俺を蹴け飛とばしながらなにか買わせるはずなのに。ちなみに客が買いに行くのは、セルフサービスの店だから。

　しばらくしてから、紅音はトレーを持って戻ってきた。彼女はグレープフルーツジュースだ。

「いくらだった？」

「二百円」

　セルフならこんなものか。実は入ったことがなかった。

　俺と紅音は向かい合いながら飲み物をすすった。紅音はストローなんか使わずに、氷ごと口に放り込んでいる。

　考えてみたら、カレー食べたときに水飲んだくらいで、喉のどが渇いていたんだった。妙にうまく感じる。

　しかし正面の女が女だけに、緊張が絶えない。

「それで、ええと、話があるんだろ」

「そうだよ」

　紅あか音ねははっきりとした口調だった。変身前と違って強気だもんな。言葉もめんどくさそうか、怒鳴っているかの二種類しかない。

「それ、お前の考えなの？」

「当たり前だろ間抜け。あたしは一人しかいねえぞ」

「そうじゃなくて……いつもの紅音が電話をかけてきたから」

「かけたのがそうでも、あたしはこの姿で会いたかったんだ」

　と紅音は言った。

　なんでだろう。いきなり俺おれに鉛なまり弾だまをぶち込むためか。とりあえずまだ撃たれてはいないから、違うみたいだ。

「今しか言えねえんだよ」

「そうなのか」

　なんか分かりづらくて、合いの手を入れるくらいしかできない。

「ナツル、あのあと会長に会ったか」

「あのあとって……アニメショップ？」

「そうだ」

　だよな。もちろん会いましたよ。ついでに言うとこのあとも会う。

　俺は「夜中に学校で会った」と伝えた。紅音の目つきが険しくなる。

「なんで夜だ？」

「いや、見回りを手伝えって言われて」

「それだけか」

　違うけど、口にしていいのかな。猛犬女のことだ。いきなり発砲するんじゃないのか。喋しやべらなくても撃つ気配は濃厚なので、悩ましいどころか憂ゆう鬱うつだ。あなたなら絞首刑と電でん気き椅い子すのどっちを選びますか。

　目つきがどんどん悪くなっていく。

「いいか」

　ヤクザ顔負けの声こわ音ねが飛ぶ。

「あたしはナメられるのは我慢ならない。相手がお前であってもだ。ネットゲームのＲＭＴ業者よりムカつく。正直に答えろ。雫しずくとなにをした」

「……色々と」

「は!?」

「色々とあったんだよ。そりゃもう」

　すんでのところで俺は喋るのを止めた。眼鏡めがねの時ならともかく、今喋ったら店内が殺さつ戮りく現場になる。こいつ絶対見境なく撃ちまくるぞ。

「てめえ……」

　歯を鳴らす「ギリッ」て音が俺おれのところまで響いてきた。こっちは汗がぶわっ。

　やっぱり撃つかと思ったら、紅あか音ねは自重した。

「……まあ、なんとなくだが分かる」

「じゃあ聞くなよ」

「黙れ。おめえの口から聞きたいんだよ。理解できるか」

　どうだろう。予想できるならそれに越したことはないと思うが。

「このスポンジ頭。あたしをどこまでイライラさせるんだ」

「知るかよ。お前、イライラするためにわざわざ二時間も早く呼び出したのか」

「そんな物好きいるか」

　目の前のお前は違うのか。

　紅音はカバンからポッキーを取り出していた。持ち歩いているのか。くわえたが、すぐにバリバリかじってしまう。意味ねえじゃん。

　それからまた、ぎろっとこちらに目を向ける。

「……あたしはな、伊だ達てや酔狂でお前を呼び出したんじゃないんだ」

「伊達や酔狂に見えるなあ」

「口を閉じろ。おめえ、今日の旅行の意味知ってんのか」

　うなずかず、首も振らなかった。もちろん喋しやべらない。だって口を閉じろって言われたんだもん。

　紅音は二本目のポッキーを取り出した。これもすぐにかじる。

「なにが起こるかはあたしも知らん。きっと雫しずくが回転の速いオツムで考えてるだろう。だけど決着が近いのは分かる」

「そうか？」

「そうだよ。あたしはおめえより早くケンプファーに選ばれた。だから勘もちっとは働くんだ。そろそろ来るぜ、キツいのが」

　確信に満ちた言葉だった。確かに俺には分からない。というか、沙さ倉くらさんの実家に行けるんで浮かれているくらいだ。いや少しは緊張もしてるけどね。

　キツいっていうから、戦いなのだろうか。ううむ、あの邪悪な沙倉さんの魔の手から、普通の沙倉さんを救うのは大変だな。あと向こうの御両親とかもいるはずだから、戦闘じゃなくて花火の最中ですとか言ってごまかすか。

　そういえば雫も「臓物アニマルを持っていくように」と言っていた。俺より長くケンプファーを経験している人間は、独特の予感があるのだろうか。

「でだ、なにが起こったってあたしは構わねえ。みんなぶっ殺せばいいんだ」

「その過激すぎる論法はどうにかならないのか」

「問題はおめえのことだ」

　俺おれの台詞を無視し、紅あか音ねは言い放った。

「俺がどうした」

「おめえ、あたしの気持ちは気づいているんだろ」

　突然なにを言い出す。お前の気持ちって……歩いている人を見るだけでも撃ちたくなるとかあれか。

「もっぱら変身前のあたしだ。今のあたしでもいいけどな」

「……それ、アニメショップのことと関係ないよな」

「大ありだ馬ば鹿か。前からおめえに色々言ってんだろうが」

　紅音はテーブルをばんばん叩たたいた。なにやら刑事に尋問されている気分だった。

　音に気づいた店員がこっちを見るが、紅音は睨にらみつけて黙らせた。

「いいかナツル。おめえはあたしのことをただの乱暴者だと思ってるだろうが、こう見えても女だ。感情だってちゃんとある」

「信じられん」

「デリカシーのない野郎だ。あたしの感情は、間違いなくおめえに向いてる」

「いつも殺すとか言ってるもんなあ」

「そっちじゃねえ！　あたしにこれ以上言わせるつもりか!?」

　いきなり怒鳴られてしまった。なんだよ、怒るのはらしいけれど、内容がらしくないぞ。

　紅音は空腹の野良犬みたいな目つきだった。

「……まあ、あたしからも言わないんだから、度胸に関しては似たり寄ったりかもしれねえ。だがな、わりと今この時が大事なんだ。だから二人で会おうって、変身前に言わせた」

　言わせた？　なんだそりゃ。同一人物だろうに。

「あたしの人生において、おめえはかなり重要な位置を占めてる。変身前も同じだ。だけど今のあたしにとっちゃあ、時間の方がねえんだ」

「紅音は十六……十七歳だろ」

「身体はな。さっきも言ったろう、決着が近いって」

「ああ」

「結末までは分からん。そんなことで悩むのは雫しずくの役目だ。だけどそれが過ぎたら……あたしはあたしじゃなくなるかもしれない」

　首を傾げる俺。どういうこった。

「お前は紅音だろう」

「今のあたしだよ……ま、こんなことをおめえに伝えるのはじめてだから、分からねえかもな。このあたしと眼鏡めがねのあたしは通じ合っていたが、今この瞬間だけは違う。そしてこのあたしは、ことがすんだあとも出るとは限らない」

「……」

　俺おれは口をつぐんでいた。なにか言うべきなのかどうか。

「この瞬間にあたしが存在している。それだけは確かだ。そのことをお前に覚えておいて欲しいんだ」

　真剣だった。いや、狂気という意味で紅あか音ねは常に真面目まじめなんだが、これはきちんとしていた。

　猛犬の紅音なんて、銃を撃つか悪口をいうかのどちらかである。こんなやつが近くにいたら巻き添えを食うのがオチで、なるべくなら変身して欲しくなかった。

　だが今の紅音は、そんな自分を忘れるなと言っていた。

「贅ぜい沢たくは言わねえ。今この瞬間だけを忘れなきゃいい。あとのできごとは犬にでもくれてやれ」

「お前……」

「あたしが言いたかったのはそれだけだ」

「……」

「なんだその面倒そうなツラは!?」

　紅音がまた銃ゲヴエアーを出現させた。うわ、堪こらえるという言葉を知らないのか。

　銃口が額に向けられる。どうか他の客がモデルガンだと思ってくれますように。












「考えていただけだ！　お前のことを」

「ほう、なんて」

「忘れられねえよ！　こうやって銃を突きつけられてんだから」

「銃がなかったらどうなる」

「お前は強烈だから、やっぱり忘れない」

　こいつと同じ性格した女は日本中探したって見あたらない。貴重品とか天然記念物と称してもそんなに間違いじゃない。

　でもそういうことを言いたいんじゃないだろうな。

「……なら、いい」

　紅あか音ねはオートマチック拳けん銃じゆうを引っ込めた。

「あとは変身前のあたしを存分に可愛がってやんな」

「お前はお前だろ」

「ナツルにとっては、そうだろうな」

　紅音は立ち上がった。よく見たら、飲み物が半分ほど残っていた。

「言いたいことはすんだ。おめえは買い物だろ」

「紅音はどうするんだ」

「一人でうろうろしてる。邪魔はすんな」

　それだけ告つげると、彼女は背を向けて店から出て行った。俺おれは何故か、声をかけることができなかった。

　目の前には二つのグラスと、トレーが残されていた。我ながらふざけたことに「これは俺がかたすのか」と考えていた。





　　○






　どうもそれなりに長時間紅音と話していたようで、暇ひまつぶしに困ることはなかった。

　今度は雫しずくと顔を合わせる番だ。そして俺は、ここでも遅刻してしまった。どうもさっきの会話に引きずられてしまったらしい。

「遅いわよ」

　待ち合わせ場所に行くなり、雫は言った。それほど極端に遅れてないつもりなんだけど。

「なんのために昨日電話をかけたと思っているの」

　いきなりお説教ですか。紅音と話をしていたせいです。

「着いたんだからいいだろ」

「大幅に遅れなかったから、まあましって程度ね」

　細かい女だ。男子部二年四組に山やま柴しばってやつがいるが、あいつなんか遅刻大魔王で出席日の五分の四は遅れてくる。夏休み前に一時間目から来たことがあって、そのときは「山やま柴しばがいる！」と大騒ぎになったもんだ。ただしこのときは早退した。なにが言いたいのかというと、俺おれは悪くないってこと。

　そんな理屈を雫しずくが聞いてくれるはずもなく、こいつは「行くわよ」とだけ言った。

　駅ビルの中へ歩いていく。俺は慌ててついていった。

「この中にショップがあんのか」

「たくさんあるわよ」

「知らなかった」

「ナツルは服に興味がないのね。下着を売っているところは、そんなに多くはないけど」

　エスカレーターに乗る。言われてみればカラフルな売り場が多い。あれ全部女性の服飾ブランドか。なんでも雫によると「どんな小さな駅ビルにも、女性用の服は必ず売っている」とのこと。そうかもなあ。それに比べて男物の服の種類の少ないことよ。これは男性差別だ。みんなで訴えよう。

「女性用の下着も、専門店で買えば間違いないわね」

「そんなのあんのか」

「あるわよ。試着もできるから」

「試着すんのか!?」

　衛生上の問題がないか。男物でそんなことしたら暴動起こるんじゃないのか。

　雫は肩ひもをくいくい引っ張る真ま似ねをした。ああ、そっちの方ね。だよなあ、パンツはちょっとなあ。

　三階で下りる。ここのフロアは全てが女性用品で埋まっている。目の前には香水とか化粧品が売っていた。

「こっち」

　雫についていく。広めのエリアへ。

　そこにはいわゆる下着だけではなく、靴下やハンカチなども販売していた。客もそれなりにいる。

　それにしても俺には未知のゾーンだ。どんなメーカーがあるのかすら知らない。そもそも女性用下着売り場に縁がある男子高校生なんているの？

「高いのはないから」

　雫が言う。お前、詳しいな。

「ナツルにも安心して買えるわよ」

「安心とかいう問題じゃねえよ」

　俺は雫に文句をつけた。

「あら、どうして」

「男の俺おれが買ったら、変に思われるじゃないか」

「ああ」

　雫しずくはくすっと笑った。こいつにしては珍しい。

「そういえばそうね。今は男の姿だものね。慣れているから気づかなかったわ」

「気づけよ。なんか客に注目されてるぞ」

　自意識過剰なのかもしれないが、ショップの女性客が俺を睨にらんでいるように感じる。ここは女性の領土で、男は踏み込んではいけないんじゃないのか。最低でもパスポートとビザが必要とか。

　雫は面白そうに俺を見ている、と思う。

「なら私が買いましょうか」

「そうしてくれ」

　怪しまれないし、敵意を向けられることもない。最初からそうすりゃいいんだ。

「じゃ、来て」

「お、おい。なんで俺まで」

「一緒に買うに決まってるじゃない。私、あなたの下着のサイズなんて分からないわ」

「俺が選ぶのかよ!?」

「当然よ」

　雫は俺の反論なんか聞きゃあしない。引きずられるようにしてショップ内に入った。

　中はこれがもう、なんとも淫いん靡びな世界。俺の理解の遥はるか上を行くゾーンだ。下着に囲まれるって経験、普通はしねえぞ。

　色とりどりでカラフル、と思っていたがそうでもなかった。あんまり派手な色はない。地味っていうか白とかべージュが多かった。

「派手な色だと、スカートの上からラインが出たり、形がはっきり分かるからよ」

　また雫が俺の心を読む。

「じろじろ見られるのは嫌じゃない。今みたいな暑い時期は特にそうね」

「だったら最初からスカート履かなきゃいいだろ」

「そこは女心ね」

　雫は言った。

「可愛い格好はしたいの。でも、好きでもない人に見られるのは嫌。好きな人がいて、勝負するつもりの下着だったら話は変わるけど」

「よく分からない」

「理解しておくといいわよ」

「会長はどうなんだよ」

　嫌味のつもりだったんだが、応こたえるような相手ではない。

「見てみる？」

「……いい」

　確か白をつけるタイプだと思った。どっかで泊まったときに見た。

　俺おれたちは下着を選びはじめた。といっても雫しずくがその役。俺はどきどきしているだけ。

　雫は下着と俺を見比べていた。

「胸はどれくらいのサイズ？」

「さあ」

「自分で買ったことあるんでしょう」

　なんで知ってるんだおい。持ってるとは言ったけど、自分で買ったって言ったっけ。

「カップとかよく分からない」

　俺は正直に申告した。

「サイズの見方も知らないから、適当に選んだんだ。カップとかトップとかアンダーとか、なんであんなにデータがいるんだ」

「女には全部必要なものなの」

　なおのこと男の俺に聞かないで欲しい。

　彼女は適当に選択してくれた。

「記憶を頼りにしているから、フィットしないって文句を言わないでね」

「つけないでいた方がいい」

「ノーブラなんて小学生までよ。それかもっと大人になってから」

　こういうのに早い遅いがあるんだろうか。

　雫が選んだブラジャーのタグにはＥサイズとか書かれていた。なんか水色。本当に俺に合うんだろうな。

「こうやって選んでいると、きっと私の下着だと思われているわね」

　妙ちきりんなことを喋しやべり出す。

「そりゃ俺は男だからな」

「カップルが夜のお供のための下着選びだと思ってるわよ」

「夜のお供ってなんだよ」

　確か浜松のウナギパイが「夜のお菓子」ってフレーズだったはずだが。

　カップルとはなにごとだ、なんてことはもう言わない。こいつは当然のように「私とあなた」と言い出すはずだ。俺だって学習している。

　雫はブラジャーを数枚選んでいた。正直、色以外の違いなんて理解できねえ。

　それからパンツのところへ。といっても、一歩横にずれただけだが。

「お尻しりの形は変わらなかったかしら」

「いや、でかくなったと思う」

「スタイルいいわね」

　知らねえよそんなの。

　鏡で女になった自分を見るときでも、胸は分かるが尻しりは見えない。背中に目があるわけじゃないんだ。鏡を二枚合わせにすればいいんだろうが、そこまでして観察するなんて相当なナルシストか変態だ。

　雫しずくは「このあたりかしら」といいながらパンツを選んだ。色はブラジャーと同じカラーである。

「お揃そろいにしないと」

　ははあ、だから横にずれただけなのか。上下揃いで売っているのだな。

　そのまま彼女は、下着をレジに持っていった。

　レジにいるのは若いお姉さんだった。でも俺おれたちよりは、きっと年上。働いて一年足らずだろうか。

　お姉さんは雫のことを眺めていた。

「……こちらでよろしいですか？」

「ええ」

　と雫。

「その……失礼ですが、サイズが少々合わないのではと」

「あら」

「きちんとサイズのあった下着を着けた方がよろしいかと思います。服の上から測ることも可能ですが」

「残念だけど、私のじゃないの。この人の」

　雫は俺をちらりと見る。

　当然だがお姉さんは驚いていた。ただ、さすがは客商売。大声でわめいたりはしない。

「は……こちらの男性の……？」

「必要なの」

「はあ……」

「私なら、もう少し大胆なのを買うわ。勝負下着で。でも彼はまだ下着の初心者だから、このへんでいいの」

「そうですか……」

　お姉さんは絶句している俺に、汚物を見るような視線を飛ばしていた。ちょっと待ってくれ。俺は無実だ。

　急いで口を挟んだ。

「いやあのですね。これは俺とは……」

「お客様のではないのですか？」

「俺おれのなんだけど……」

　でもなんか違う。そんな軽けい蔑べつした口調にならないで下さいませんか。

　お姉さんは無言でバーコードを読み取り、料金を表示させた。

　俺は財布を取り出す。自分の下着なんだから払うんだけど、これも誤解を助長させるよなあ。

　お姉さんの気持ちのこもっていない「ありがとうございました」の台詞を背に、俺と雫しずくはショップから出た。

　雫が手首を返して時計を見る。

「まだ時間あるわね」

「……」

「どこかで軽くお茶しましょうか」

「……会長」

「なあに」

「なんで俺のだなんて言うんだよ！」

「ナツルのじゃないの？」

「いやそうだけど……まるで男の俺が使うみたいじゃないか」

　俺はわめいた。これで変態確定だ。下着を着用するために、女連れでどうどうと買う男。どんだけ属性がついてんだよ。この駅ビルにはもう立ち寄れない。












　そして予想された事態だが、雫しずくは気にもかけていない。

「女になったあなたが使うことくらい、知ってるわ」

「あの店員は知らないぞ……」

「私が知っているからいいのよ」

　そんな理不尽な話があるか。

「必要だったものが買えたんだから、感謝して欲しいくらい」

「俺おれは生まれてこの方、会長って役職の人間にだけは感謝したことがない」

「じゃあ私がはじめてね」

　どんな抗議も受け流すこの姿勢。鉄面皮なんてもんじゃない。なに食ったらこんな女に育つんだろう。政府は早急に生体解剖に回して、秘密を突き止めるべきである。

　雫はエスカレーターで一階に下りようとしていた。俺は抵抗のためにここに立ち止まっていようかと考えたが、店員が睨にらんでいるのですぐに止めた。変態に居座られちゃ営業妨害だよな。

　一階は駅通路と兼用なのであまり広くはない。ただ、端の方にセルフサービスの喫きつ茶さコーナーがあった。紅あか音ねと飲んだところ。

「おい、そこにするのか」

「いいでしょう」

「そりゃいいけど……」

「まるで、さっきも来たみたいな言い方ね」

　そうだけど、これは言わない方がいいよな。

　俺にとっては二度目の喫茶コーナー。まず座席を確保し、俺たちは飲み物を買いに行った。

　カウンターの向こうにあるメニューを見上げる。なんでもいいや。あんま喉のど渇いてないから。さっき飲んだんだよ。

「ナツルはなににするの？」

「んー……アイスコーヒー」

「じゃあ私もそれで」

　二人仲良くトレーに飲み物を乗せる。仲良くってのは雫の主観です。

　丸い座席に向かい合わせで座った。この手の席って、足がぐらぐらしたりして落ち着かないものだが、ここはしっかりしていた。座り心地もわりといい。

　まだ時間はある。それにしても、これから沙さ倉くらさんの家に行こうってときに、なんでこんなとこでくつろいでんだ。

「会長、ここでこんなことしてていいのか」

「構わないじゃない」

　雫しずくはさらりと返事。

「ずっと外で立っていることもないわ」

「そうだけど、こうしてると二人きりみたいだ」

「二人きりよ」

　当然のように答える。

「一種のデートね」

　またそんなことを。

　なんかこのところ、「雫と二人でなんかする」のが多い気がする。こいつの家で泊まったり（未遂）、夜の学校に行ったり。そんなことを雫のファンに知られたら大変である。ファナティックなやつが多いんだ。

　俺おれも「沙さ倉くらさんが誰だれそれとデートした」なんて噂うわさを聞いたら、そいつを抹まつ殺さつしようと思うから気持ちは分かるが、命は狙ねらわれたくない。というわけで、こんなところで向かい合ってるなんてのは、全て幻です。

「でも……なんかおかしくないか？」

「どんなところが？」

「ほら、会長って……俺に告白しただろ」

「したわよ」

「なのになんで、こうやってのんびりしてんだろう」

「さあ、なんでかしらねえ」

　雫はあまり不思議そうに見えない。ポーカーフェイスかはたまた鈍いのか。

「多分、こうしていたいのよ」

「俺は別に」

「私が、よ」

　そうだろうな。俺じゃなかったらあんただよ。

「告白したのに返事がない。だったらせめて、少しでもいい思いをしておかないと」

「これがいい思いなのか？」

「ええ、とても楽しいわ」

　雫はにこりとする。こいつに笑顔は似合わないが、今はなんか綺き麗れいだった。

「好きな男性と二人きりで買い物をして、こうして向き合って他愛もない話をしている。素敵じゃない？」

　俺が買ったのはブラジャーとパンツなんだけど。

「ナツルとこういうことができるなら、私はどんな代償でも払うわ」

「会長はいつも、なんやかんやで俺を連れ出すだろ」

「そういうことも、これで最後になるかも」

「え？」

　意外な台詞だった。俺おれはつい声を上げてしまった。

「別に、これが終わったらみんな死んじゃうとかじゃないわよ」

「会長は核戦争が起こっても死にそうにないけどな」

「あなたに告白したわ。それで、終わったら返事をもらうことになってる」

「まあな」

「でもその告白って、必ずイエスだとは限らないわよね」

「……」

　そりゃまあ、そうでございますよ。そりゃ雫しずくは美人でスタイルも良くて頭もいいが、俺の好みってわけじゃない。

　俺は告白の返事は決めていない。自分の名誉に関係するからだ、というのはたった今考えた言い訳で、先送りしているだけ。だからイエスでもなけりゃノーでもなく、必ずってこともない。だって水み琴ことのこともあるしねえ。雫の意見はもっともだ。

「私はナツルにイエスって言わせるつもりよ」

　わあ、すげえ自信だ。痛い台詞に聞こえないところが恐ろしい。

「だけど同時に、逆のことも考えておきたいの。ノーだったらもうあなたとこんなことできないでしょう。だったら、少しでも楽しんでおかないと」

「なんか試験勉強前にたくさんマンガ読むみたいだな」

　俺はよくやる。そして「あと少し」が積み重なり、眠くなって寝ることも多い。

「そういうのはほどほどにしなさい……でも、そんな感じかしらね」

「負けたときのことも考えるんだな」

「負けるのは嫌いよ。でも相手が水琴に紅あか音ねじゃ、私だって慎重になるわ」

　そこに沙さ倉くらさんも加えるべきじゃないのか。だってあの人の実家に行くんだから。

　雫が沙倉さんのことを考慮したことはほとんどない。なぜならあの人が俺のことを「大勢の男友達の一人」としか認識してないことを知っているからだ。俺と沙倉さんが付き合うことなんか絶対ないって考えているんだろう。

　そうはいかないぞ。たとえばこんなのはどうだ。普通の沙倉さんと邪悪な沙倉さんが別人格である（可能性がある）以上、俺のことを好きな沙倉さんと、なんとも思っていない沙倉さんに分かれている可能性だってあるのだ。今受信した電波なんだけど、この理屈なかなかいいな。

　雫は俺をじっと観察している。

「私は楓かえでのことも考えているわ。告白とは別のラインでね。私や水琴、紅音には割って入らない」

「そうとは限らないぞ。慎重になるんだろ」

「可能性はあるわ。でももっと別のことでしょうね。それこそケンプファーに拘ること」

　俺おれは黙った。雫しずくがエスパーで予言もできるとは思えない。近いことはやるけど。だけどこいつは色々な証拠から可能性を集め、ジグソーパズルを完成させようとしているのだ。ピースの足りない部分でも大ざっぱな形と色は分かるから、こうやって予想となる。

　つくづく頭のいい女だよなあ。これで俺に告白とかしなきゃもっといいんだけど。

　しかし雫も紅あか音ねも、なんだかこれで全てが終わるみたいな言い方だよなあ。やっぱりケンプファーも経験なのか。

「それが、沙さ倉くらさんの実家で起こるのか」

「確証はないわよ」

「沙倉さんの御両親が『娘をもらって欲しい』と頼んでくる可能性は」

「そっちはないわ」

「あったっていいだろ」

「ないものはないのよ」

　あっさり言いやがる。もちろん俺は信じない。実家に行く以上、可能性は絶対ある。そうに決めた。

　雫が時計を見た。俺も見る。わ、もう時間だ。くだらないことを話していたらこうなった。

　俺たちはアイスコーヒーを飲み干すと、プラスチックのカップを捨ててトレーを戻した。早歩きで集合場所へ。

　紅音と水み琴ことはもう到着していた。なんか俺と雫が待ち合わせて一緒に来たみたいだ。実際そうなんだけど。

　女性陣はそれぞれ私服だった。当たり前だな。紅音はスカートに可愛らしいジャケット。甘ロリってやつか。水琴と雫はデニムである。水琴は未開の地を走り回ることが多いからパンツルックは慣れているはずだが、雫も同じような格好をするとは思わなかった。もっともこの女は、なにを着せても似合う。女優にしか見えないところも恐ろしい。

「おはようございます」

　明るく挨あい拶さつしたのは紅音だった。さっきまでの猛犬の気配は微み塵じんもない。今はじめて会ったみたいな言い方だな。俺は「おはよう」と返事をする。

「ナツルさん、朝起きられたんですね。寝坊するって思っちゃいました」

「起きたよ」

　確かに寝るの好きだけどね。でも紅音とは雫よりも前に会っているんだが。

　雫がそんな俺たちを眺めながら、

「私が昨日電話をしておいたから、起きられたのよ」

「会長、ナツルさんに電話したんですか？」

　紅あか音ねが訊きいた。

「したわ」

「それでもナツルさん、あたしたちよりも遅れちゃったんですね、あたしがかければよかったかも」

　にこにこしながら言った。ほんの一瞬だけ、雫しずくが渋い顔をする。

「私がかけたからよかったのよ」

「そうでしょうか」

「そうよ」

　雫は結論づけるように言った。なんとなくだけど台詞に余裕がない気がするな。珍しい。

　カレーの提供者である水み琴ことは、なんか余よ所そ見みをしていた。正確には、俺おれのことを見ようとしない。

　さりげなく近寄ると、ちょこっとだけ離れる。視線は完全に別方向を向いていた。

　これも珍しいな。こいつは会うなりキックだのパンチだのを繰り出して、カレーを食わせるのを常としていたのに。なにやら動きもぎくしゃくしているように見える。

「水琴、おは……」

「あ、紅音ちゃん。電車はまだ乗らなくていいのかな」

　せっかく挨あい拶さつしようとしたのに、水琴は俺を無視して紅音に話しかけた。

　紅音は腕時計ではなく、駅にある大きな電光掲示板を見上げた。

「まだ大丈夫です。余裕あるはずですから」

「そっか。じゃあいいや」

　一人で納得する水琴。

「えーっと、紅音ちゃんは用意してきたの？」

「着替えなら……」

「それもそうだけど、臓物アニマルとか」

「持ってきました」

　紅音は水琴の質問に、律儀に答えている。なんとなく疎外感を感じて、俺は雫に訊いた。

「臓物アニマルのことって、会長が連絡回したのか」

「そうよ」

　と雫。なんだ、じゃあ俺だけじゃなくて全員に電話をしたんじゃないか。

「持ってくるようにって言ったわ。みんな納得してくれた」

　それから余計なことを付け加える。

「ちゃんと起きるようにって付け加える必要はなかったわね」

　悪うございました。

　ところで沙さ倉くらさんがいないが、これは当然で、実家で待っていてくれるのである。すなわち俺おれを歓迎してくれるということだ。行くのは俺だけでいいんじゃないかな。雫しずくとか色んな意味で邪魔じゃね。

「じゃあ電車乗ろうぜ」

　俺は皆をうながした。

　しかし雫は何故か余よ所そを見ている。この場から動かない。

「おい、会長。乗らないのか」

「乗るわよ」

「なに見てんだ」

　俺は雫と同じ方角を眺めた。特に変わったところはない。バスが走っていて人が歩いていてその他は略。

　雫はもう視線を外していた。

「知ってる顔がいた気がしたの」

「学校の先生か？」

「違うわ」

　それだけ答えると、彼女は率先して歩き出した。

　そんなわけで、俺たちは電車に乗ることになった。切符を買って改札の中に。水み琴ことはここでもぎくしゃくしっぱなし。そんなに俺を無視したいのか。

　沙倉さんの実家は神か奈な川がわにある。電車は何度か乗り換えねばならぬ。車内は休日なのに背広姿の男性が多かった。お仕事ご苦労様です。

　神奈川と言っても広い。横よこ浜はまよりもっと先だった。住所を知っているのは俺と雫。俺は彼女に訊きいてみた。

「会長、沙倉さんの家ってどこなんだっけ」

「ナツルも聞いたんじゃないの？」

「土地勘ないからピンとこない」

「ここね」

　雫は携帯電話のメモ欄を見せてくれた。なんと小お田だ原わらのあたり。

「沙倉さんに訊いたのか？」

「ええ」

「どうやって」

「電話」

　普通だ。当たり前か。

「楓かえでは『ナツルさん、わたしの住所を聞かなくて大丈夫かしら』って言ってたわよ」

「いや、俺にも教えてくれて……」

「あの娘こ、覚えてないようね」

　むむ、ここでも傍証が。そして雫しずくもそのことに感づいている。なんかぞくぞくするな、無事に終わるのかこの旅行。

「それにしても、ずいぶん遠いな」

「熱海あたみまでは行かないわよ」

　当たり前だ。ありゃ静しず岡おか県けんだ。

　そうなってくると立っているのが辛い。若いんだから文句言っちゃいけないけどね。

　川かわ崎さきあたりで人が降り、四人がけのボックスシートが空いた。

「ナツルさん、座りましょう」

　紅あか音ねが言う。俺おれたちは腰かけた。

「あたし、ナツルさんの隣がいいです」

　紅音はさっさと着席した。これがまた、雫がなにも言う間もない早はや業わざ。最近の彼女は大胆である。

　そしてここでも水み琴ことは俺と視線を合わせなかった。しかも斜向かいに着席している。

「泊まりになるって思いませんでしたね」

　紅音はバッグを両手で抱えながら言った。

「遠いから、そうなっちゃうよなあ」

「沙さ倉くらさん、ずっと一人暮らしなんでしょうか」

「どうなんだろう」

　雫を見る。沙倉さんに関しては、彼女の方がずっと詳しい。

　視線を感じて、雫は話し出した。

「小さいころは東京に両親がいたはずよ。私も見たことはないけど」

「へー」

「あちこちに家を持っているみたい。東京の学校に通っているのは、たまたまかもね」

「沙倉さんの家って、金持ちなのか」

「一般より生活水準高いのは、確かでしょうね」

　雫は難しい言い回しをした。

　考えてみたら、俺は沙倉さんの私生活をあんまり知らなかった。美少女研究会発行のデータブックには、家族構成の項目あったっけ。

　それは「知らなくても愛があればなんとかなる」という信者根性による。これは俺だけではなくて、沙倉さん好きの男子生徒の多くが持っている感情のはずだ。そんな沙倉さんも最近ちょっと怖い面を見せたりするので、どきどきではあるんだが。

　ちなみにこの手の狂信的な信者は雫が一番多い。なにしろこの女の髪の毛を一本拾っただけで、狂喜乱舞する連中である。俺が知っている中では足跡ばかりを写真にしているやつがいて、執しつ拗ように地面の窪くぼみとか雨の日に歩いて濡ぬれた廊下などを撮影していた。ちょっと前にアルバムにして販売をはじめ、さすがに呆あきれたものだが、これが結構売れたらしい。もしかしたら世の中って変態しかいないの？

　しかし沙さ倉くらさんの実家は金持ちなのか。本人は育ちのよさをうかがわせることはあっても、嫌味なところはどこにもない。

「ご両親はなにしてんだ」

「忙しい人たちみたいね」

　と雫しずく。こいつの両親も仕事人間らしいけど。

「ご両親に会うのかな」

「会いたいの？」

「やっぱ挨あい拶さつくらいは必要だろ」

　俺おれが言う。もちろん挨拶にも色々ある。結婚の話とかね。

　もし沙倉さんと結婚するとしたら、神か奈な川がわに引っ越さなきゃならなくなるんだろうか。いや、学校近くにマンションがあったな。あそこで許してもらおう。あるいは俺の家。我が両親には九州に骨を埋めてもらうということで。

　なんか雫が睨にらんでいる。「また馬ば鹿かなことを考えて」と言いたげな視線だ。どうしてこいつは鋭いんだ。正解だからたちが悪い。

　気づいていないふりをした。健康のためにもその方がいい。

「両親といやあ」

　俺は紅あか音ねの方を向いた。

「紅音ちゃんの実家も、沙倉さんの家の近くじゃなかったっけ？」

「ええ、そうです」

　彼女は「ようやく聞いてくれましたか」みたいな表情をしていた。

「あのあたりですよ。あたしの両親は、あたしが生まれる直前に越してきたんです。お父さん、それまでメーカーで企画開発やってたんですけど、あたしが生まれてからしばらくして、転職したんですって」

「へー、引き抜かれたの？」

「いえ、大工さんになりました」

　なんじゃそら。悪いことじゃないけど、変わってるな。

「でもお父さん、すごく腕がいいんですよ。腕一本で、あたしを東京の高校まで通わせてるんですから」

　確かに素晴らしい。俺の両親も九州で楽しそうだけど。あれは俺のために働いているというより、向こうの水が合ってるから帰りたくないとしか思えない。

「だからあたし、小学校とかは全部向こうだったんです」

「ふーん」

　なんとなく俺おれは訊きいてみた。

「小さいとき、沙さ倉くらさんのことを聞いたことは？」

　紅あか音ねは首を傾げた。

「……ないですね。でも、沙倉さんは東京にいたんじゃ」

「沙倉さんの両親のこととか聞いたことなかった？」

「……ない、と思います」

　むむ、小学生だったからしょうがないのかな。ここで沙倉さんの御両親の情報を仕入れておけば、いい印象を与えられるんだが。

「ナツルさん、どうしてそんなこと知りたいんです」

「いやまあ」

　適当にごまかした。我が遠大な計画をここでバラすこともあるまい。例によって雫しずくは冷ややかに俺を見ているが、もうこいつ相手に隠すのは諦あきらめた。そして水み琴ことはそっぽを向いたまま。

　電車はがたごと揺れていた。いつの間にか、山間を進んでいる。ここまで来ると東京とは景色が変わるよな。

　一度乗り換え。もっと車両数の少ない電車に乗る。

　小腹が空いてきた。

「駅弁買った方がいいか？」

「まだいいでしょう」

　雫が時刻を確認しながら言う。

「結構長く乗ることになるから、次の乗り換えで買ってもいいわよ。食べないでいて、向こうに着いてからでもいいけれど」

　どうしようかな。腹の具合と相談か。

「それとも、楓かえでと一緒に食事をしたい？」

　そういえば、沙倉さんは料理得意なんだよな。俺のために用意してくれるだろうか。

「私も得意だけど」

　あんたのはいらん。

　電車は畑の間を縫うようにして走る。このあたりまでくると、電化してあるだけで、あとはローカル線と変わらない。

　さらに乗り換え。ここまでくるとＪＲじゃなくて中央アジアにあるローカル鉄道と言われても分からん。マニアなら一発でどこか答えるのだろうが、俺には無理。

　ホームに降りて、歩道橋を渡って向こう側のホームへ。空腹に耐えかねたのでやっぱり駅弁を買った。もちろん全員分。

　次の電車も四人がけのボックスシートがあったので、そこに座る。走り出すと同時に駅弁の封を開けた。

　これが昼食になる。俺おれは箸はしをつけつつ、正面を眺めていた。

「……」

「なにを見てるの？」

　雫しずくがこっちを向く。

「瀬せ能のう君は、女の食事シーンが好きなのね」

「そうじゃなくて、その……会長って食べるの早いな」

　雫の駅弁は、もうほとんど空だった。

　早いってのはお世辞でも皮肉でもない。本当に早いのだ。箸の動かし方なんかビデオの早回しを見ているみたいだ。おまけにほとんど嚙かんでいない。こいつとは何度も食事したけど、こんなに急いで食べたっけ。

「女の早食いって、あまりいいものじゃないわよね」

「そう……かな」

「みんなが生徒会に仕事を持ってくるから、早食いの癖くせがついたの。食事の時間も惜しいってことが、自分に降りかかるなんて思ってなかったわ」

　雫は一般的な高校生に比べて、驚くほど忙しいことくらい誰だれでも知っている。生徒が自由に馬ば鹿かなことをやれているのは、ひとえに彼女のおかげである。でも、俺と一緒に昼飯食べたよなあ。屋上でさ。

「あれはナツルと一緒に食べたかったから、仕事を早めに終えたの」

　ああそうなんだ……ておい。「一緒」ってあたりで紅あか音ねがぴくっとしたんだけど。

「今はちょっと癖が出た」

　生徒会長様は駅弁の蓋ふたを閉じて、元のように包装紙を巻いた。ただし箸はしまわない。

　俺はちょうど昆こ布ぶ巻まきを食べようとしていた。そこにいきなり雫が箸を伸ばし、取ってしまう。

「おい……」

　なにをすると言おうとしたら、目の前に突きつけられた。

「はい。あーん」

　俺は動きを止めてしまった。おい、それをここでやるのか。

　紅音と水み琴ことは絶句し、俺たちを凝視している。間近で見られているぞ。雫は平然というか、当たり前としか思っていなさそうだ。そしてわたくしめは、ここにある昆布巻きをどうすればよろしいので。

「食べないの？」

「いや……」

「瀬せ能のうくんのよ」

　そうだけど、お前が勝手に持っていったんだから、お前食えよ。

　とか言っても聞いてくれる人間ではない。だいたいみんなの見てるところでやるってなんだ。俺おれはいまだにこういうの慣れないんだぞ。

　何故か頭の中でキスのわんこそばだった出来事を思い出す。あれより恥ずかしい。

　しかしもう逃れようがない。食べるかと考えていたら、横から手がにゅっと伸びた。

「あたしがもらいます」

　紅あか音ねは昆こ布ぶ巻まきを指で摘むと、口の中に入れた。そしてわずかにそっぽを向く。

「会長はナツルさんにいたずらしすぎです」

「美み嶋しまさんこそ、最近大胆じゃない？」

「あたしは普通です」

　若干緊張感のある車内となる。俺は頭を低くしつつ、自分の駅弁を早く食べ終わることに力を注そそいだ。ぴりぴりとした空気が紅音と雫しずくの間に立ちこめているのが分かる。四人がけの席を考えたやつは誰だれなんだ。こういうのは国連で禁止しろ。

　緊張は駅弁を食べ終わってもまだ続いていた。なにか場をリラックスさせる話芸が必要なんだろうか。男子部の二年四組には、こういうときにつまらないことを言って、軽けい蔑べつを一身に浴びるやつがいる。俺がやっても似たようなもんで、視線だけで殺されそうだ。ちなみに女子部ではこの手の空気が読めない人間はあまりいない。一見副委員長さんが怪しいのだが、彼女は本気で笑わすのが得意である。

　車内にアナウンス。間延びした声で停車駅を告つげていた。雫が顔を上げる。

「次ね」

　俺たちは降りる用意をした。

　降りた駅は、典型的な地方駅だった……と表現してしまったら神か奈な川がわの人に悪いな。観光と通勤がごっちゃになったところではある。東京への通勤圏内ではあるんだけど、地元の名産が置いてあったり観光案内所があったりする駅だ。

　外に出た。日差しは結構強い。ぼさっとしてると汗ばんでくる。

「アイス食べたいな……」

　水み琴ことが呟つぶやいたので俺はつい言った。

「買ってこようか？」

　それだけのことだったのに、水琴は背中に虫を入れられた少女みたいに跳び上がった。こいつ自身は、虫への耐性は強いのだが。

「いっ、いいわよ！　そんなことしなくて……」

「別に買ってきたっていいぞ」

「いいから、そんなに気を遣わなくて……」

「なにうろたえてんだ」

「うろたえて……ない……」

　水み琴ことの声が小さくなっていた。

　今までの水琴とはまったく違う対応だ。雫しずくとは違った意味で度胸が据わっていて、天変地異大歓迎な女とは思えない。

　考えてみたら、今日になってはじめてした会話じゃなかろうか。なにしろ目すら合わせてくれなかった。

「別に……その……なんでもない……から」

　穴があったら潜り込みそうだな。

「アイスどうする？」

「……」

　答えてくれなくなった。どうすんだと思っていたら、横から雫が口を出した。

「私も食べたいから、全員分買ってきてくれる？」

　水琴がほっとしたように「ありがと、会長……」なんて言っていたが、俺おれはそれどころじゃない。

「それって会長の分もか？」

「もちろん」

「自分で買いに行ってくれ」

「あなた、女に働かせる気？」

「古代日本じゃ女も肉体労働したって話だぜ」

「ここは現代よ」

　そんなことは知ってるが、おれが言いたいのはそういうことではなくてね。

　雫はもちろん女なんだけど、スポーツが男顔負けなのだ。そりゃ野球が得意な半はん澤ざわあたりに比べれば見劣りもするけど、持久走なんか十分対抗できる。きっと俺より速い。短距離なんか女子で一番である。これも多分俺より速い。

　つまり俺より身体を動かすのが得意なのだ。なのになんで俺が買いに行かなきゃならん。むしろ俺の分を買ってきてくれ。

　しかし、そんなことを考慮してくれる女ではない。

「お金は私が出すから」

「そりゃ会長が年上だからだろ」

「なら、店まで走るのは年下の役目ね」

　ごもっとも、と言わざるを得ないんだろうなあ。

　俺は雫から金を受け取ると、改札横のコンビニまでアイスを買いに行った。近ちか頃ごろは駅内にも便利な店がある。

　嫌がらせでカップアイスを買おうかと思ったがやめた。両手が塞ふさがるのは好ましくないよな。

　棒アイスを人数分購入。驚いたことに雫しずくから渡された金は釣り銭なしのぴったりだった。もしかして計算したんじゃあるまいな。

　バイトの女の子が「キャンペーンで抽選やってます」と言うので引いたら全部外れだったので、落胆しつつ戻る。バイトの子には落ち込まないでくださいと心配されてしまった。そんなにがっかりしているように見えたのか。

　アイスを全員に渡す。水み琴ことはまた視線を合わさずに受け取った。

「ありがとう。はいこれお礼」

　雫は俺おれに荷物を渡しやがった。

「おい、これはあんたの荷物だろ！」

「男が持つとモテるわよ」

「今モテてどうする」

「それは、ナツルはこんなことしなくてもモテモテだものねえ」

　またナツルって言いやがった。それに俺がモテモテだって証拠でもあるのか。

　俺の基準でモテモテと言うのは、道を歩いているだけで女の子が失神して、ドラマで人気の美人女優が「抱いて」と迫ってくるというものだ。それか親の遺産を相続したばかりの美少女が結婚を申し込んでくるとか。どっかの生徒会長にモテたってしょうがないんだよ。

「ナツルさんは素敵です」

　紅あか音ねがなんかちょっとずれたことを言った。

「モテてなくても、格好いいと思います」

　微妙な意見だなおい。

　アイスの袋を破って口にくわえる。と、紅音のカバンが妙に大きいことに気づいた。身体が小柄だからかな。手で摑つかんでいる紐ひもの部分が妙なところにあるので、辛そうだった。

　俺は手を伸ばした。

「紅音ちゃん、持つよ」

「え……いいです、そんな」

「持ちにくそうだから」

「そうですか、じゃあ……」

　彼女はカバンを渡してきた。

　ずしっと来た。げっ、重い。女の荷物ってどうなってんだ。化粧品でも入っているのか。あれ瓶とかに詰まっているし。

　俺はもちろん化粧品なんか持ってきていない。下着は買っても、こういうところは気が回らないのだ。

　親切心を出したのを、ちょっぴり後悔する。いまさらやめたとは言えない。

「大変なら、私が持つ？」

　雫しずくが言う。確かにこの女の方が、俺おれより力は強そうなんだよな。握力はわりとあると聞いた。そもそも女子の中では一番運動神経がいいのだ。体力もあるはず。

　一応断った。

「いいよ」

「男らしいわね」

「そんなに重くない」

「じゃあ、近こん堂どうさんのも持ってあげたら？」

　この野郎。余計なこと言いやがって。

　無視するわけにはいかず、俺は水み琴ことにも同じことを言った。

「水琴、持つよ」

「……い、いいから」

　水琴はびくっとすると、両手でバッグを抱えた。俺がひったくるみたいじゃないか。

「貸せよ」

「いいよ。本当に……いいから」

　結局、彼女は頑として渡そうとしなかった。

　沙さ倉くらさんは家で待っているので、俺たちは駅から歩くことになった。先頭は住所を知っている雫。荷物係の俺は最後尾。

　歩こうとして思い出す。

「そうだ、紅あか音ねちゃんは実家に行かなくていいの？」

「あ……そうでした」

　彼女は急いで携帯電話を取り出した。相変わらず抜けたところがある娘こだな。ボタンをぴっぴっ。

　紅音は送話口を手で覆おおい、「はい、はい」と喋しやべっていた。なんか取引先と電話しているみたいだ。

　友達といるときはタメ口なのに、両親とは敬語になるという変なタイプは、男子部にもいる。なんでも父母共にレスリングの選手で、ちょっとでもふざけた口を利くとどんな目に合わされるか分からないんだそうだ。「敬語は自分を守る手段」とのこと。半はん澤ざわなんだけどね。

　彼女は電話を切った。

「あの……まだ家にいないみたいです」

「は？」

「出かけてるから、先にお友達のところへ行ってらっしゃいって」

　そりゃまたずいぶんフリーダムな御両親だな。

　紅あか音ねは「せっかくナツルさんを紹介したかったのに」なんて言っている。俺おれは逆によかった。まず沙さ倉くらさんが先。

　皆でぶらぶら歩いていく。天気がいいからピクニック気分だった。風が吹いてきたので汗もかかない。俺はポーター同然なので、風景を楽しんでいる余裕がないが。

　駅からちょっと歩いただけで、背の高いビルがなくなった。あとは家と畑ばかり。わりと近いところに山がある。

「静かなところだな」

　俺は呟つぶやいた。さすがに車は走っているが、団地のような極端な生活臭がない。夜中なんか怖いくらいじゃないだろうか。

「ここ、別荘地よ」

　先頭の雫しずくは俺の言葉を聞き逃さなかった。

「は？」

「戦前は別荘地として栄えたところ。今はそうでもないけど、なごりはあるわね」

　なるほど、言われてみれば、家と家の間隔が広いところが多い。貸別荘ではなくて、本格的なとこだな。静かなのは、留守にしている家が多いからだろう。

「紅音ちゃんの実家も、このあたりだよね」

「はい。あっちですけど」

　紅音は斜め左方向を指さした。

「別荘地……じゃないのか」

「建て売りのはずです。あそこのあたりは戦後開発されたところですから」

「まだ家に帰らなくて大丈夫？」

「いっぱい余裕があります」

　紅音の両親はどんなところを飛び回っているんだ。

　雫は何度か角を曲がった。携帯電話のメモは確認していない。頭の中に住所が入っているんだな。カーナビみたいな女だ。

　だんだんと樹木の数が多くなってくる。それにつれて、家もまばらになってきた。

　ひときわ大きな家の前に出た。

「ここかしら」

　雫が見上げる。俺は仰天した。

　眼前にあるのは、家と言うよりは館だった。それも洋館。壁がどーんとそびえていて、白しら樺かばみたいな色で塗られている。前庭は広く、恐らくは駐車スペース兼用となっていた。あ、車庫もちゃんとある。

　玄関がまた大きい。両開きの扉である。俺おれは気き後おくれした。

「これ……豪邸なんじゃないのか」

「そうみたいねえ」

　雫しずくは平然としている。紅あか音ねと水み琴ことは絶句したまんま。

「入りましょうか」

「え、行くの？」

「なにしに来たのよ」

　それはそうなんですが。

　だってこれ、どう見てもドラマとか映画に出てくる館だろ。わりと現代風だから、大きなペンションっぽい。個人で所有するようなものか？　会計さんに持たせたら、転売して差額をポッケに入れようとするレベルだ。

　雫はすたすた歩くと、呼び鈴らしき紐ひもを引っ張った。鳴らすんじゃなくて引っ張るのか。

　しばらくして、ばかでかい扉が開く。

「いらっしゃいませ」

　沙さ倉くらさんが出てきた。にこにこしながら。

「ごめんなさい、駅から歩かせちゃって。迎えに行ければよかったんだけど」

「いいのよ。景色もよかったから、歩くのも面白かったわ」

　そうかなあ。雫はあんまり風景を見てなかったと思うんだけど。ひょっとして、しれっとした顔で話を合わせているのか。

「近こん堂どうさんも美み嶋しまさんも、よく来てくださいました。嬉うれしいです」

　紅音は「い、いえ……びっくりしました」と言い、水琴は「ペルーにあった遺跡みたいな広さ」なんて喋しやべっている。二人ともちょっとおかしいぞ。

「緊張しないでいいです。歓迎します」

　沙倉さんは二人と握手したりしてる。前から思ってるんだけど、この人女にはべたべたするんだよな。

　それから沙倉さんは、ようやく俺の方を向いた。

「ナツルさんもいらっしゃい」

　で、終わり。俺は最後ですか。

　沙倉さんは「お部屋に案内しますね」と言った。そして、

「あ、ナツルさんはどうしたんですか？」

「俺はここにいるけど？」

「女のナツルさんですよ」

　ああそっか。来るか来ないか曖あい昧まいなこと言ったんだった。

　沙倉さんは女の俺に好意を抱いているけれど、やはり素のままの俺を見てもらいたい。飾らない姿の方がいいと思いませんか。女の俺おれなんか忘れて。

　横から雫しずくが口を挟んだ。

「あとで来ると思うわよ」

「そうなの？」

「ええ。あまり朝は強くないみたい。学校も、結構遅刻しているから」

　雫は一度だけ俺に目配せをした。なに今のまばたき。目にゴミでも入ったの。

　沙さ倉くらさんは残念そうな顔から、元に戻った。それから俺たちを案内する。

　手すりの付いた鉄製の階段を上る。客間は二階にあるらしい。扉がいくつもあるから、泊めるところに不自由はないんだろうな。

　俺はさりげなく、雫に近寄った。

「会長」

「なに。内緒話なら、もっと声を小さくしなさい」

「分かったよ……なんであんなこと沙倉さんに言ったんだ」

「女のナツルのこと？」

「そうだよ」

「来ないより来る方がいいわよ」

「俺はよくない」

「いいの。ここに誰だれが招待したのか忘れたの？」

「沙倉さんだろうが」

「心が黒い方の楓かえでよ。いずれケンプファーになって戦うかもしれない。でもあなたが変身したときは、今の楓のままかもしれない。そんなときに見られたら困るでしょう」

　はー、だからか。確かにそうすれば、万が一目撃されても言い訳がきく。あの一瞬のやりとりでそこまで考えるんだから、この女は本当に頭の回転が速いなあ。

　でも気になることもあるぞ。

「そしたら俺は、変身したり戻ったりを繰り返さなきゃならないじゃんか」

「そうね」

「あれ、大変なんだよ！」

　前に委員長さんのお姉さんの家でやったことがあるが、目が回った。ぶっちゃけ死ぬかと思った。

「いないはずの人がいる言い訳をするよりは、負担が少ないでしょう。できるだけ不自然にならないようにするのね」

　それはそうなんだが、俺が一方的に苦労するんじゃないか。

　雫は話を打ち切った。文句は聞き入れてくれそうにない。生徒会長というのは頑固であらねばならんのか。

「ここです」

　いつの間にか部屋に着いた。これまたでかい扉である。

「この中がみんなで遊べる部屋です。元は談話室でした」

「元？」

「ここ、ペンションを買い取ったんです」

　俺おれの疑問に沙さ倉くらさんが答えてくれた。やっぱりか。ペンションにしては豪華で広いから、維持費がかさんで持ち主が売りに出したんだろうな。

「だから広いんです。天井も高いですし。お庭にはプールもあるんですよ」

「すごいな……」

「プールは小さかったんですけど、買い取ったときに工事の人を呼んで、広くして深くもしました。あとちょっと、秘密のことも」

　彼女はふふと微笑んだ。秘密ってなんかいいな。俺との新居を予想して造ったものならなおいい。きっとボタンを押したらプールサイドにダブルベッドが出現して、泳ぐのと寝るのを同時にすませるシステムに違いない。

「それで、あそこが雫しずくちゃんの部屋です」

　沙倉さんは手前の部屋を示した。

「あそこが近こん堂どうさんで、あそこが美み嶋しまさん。ナツルさんはそこです」

　つまり、元の談話室が一番奥で、そこから雫、水み琴こと、紅あか音ね、俺というわけだ。全員に個室があてがわれるってのがすげえわ。

「ナツルさんと雫ちゃんは一緒のお部屋じゃありませんけど、我慢してくださいね。変なことしちゃ駄目ですよ」

　まるで俺と雫が付き合ってるみたいなことを。確かにそんな噂うわさは流れているが、雫と一緒なんてお断りである。

「沙倉さんは？」

「わたしは下にお部屋があります。みなさんとは離れちゃいますけど、小さい頃ころからそこですから」

　離れがたいのだろう。それは分かる。俺も幼い頃は、お気に入りの毛布でしか寝たくないとぐずついたもんだ。ビーグル犬が出てくるマンガの、なんとかってキャラそっくりだと母親は言ってた。

「じゃ、お部屋の前にお荷物置いてくださいね。鍵かぎはあとで渡します」

　そう言い残して、沙倉さんは下に降りていった。なんとなくだが、俺たちは放置された気分。

「……とりあえず、部屋に行きましょう」

　雫が言う。

「そのあと、談話室に集まらない？　話をしておいた方がいいかも」

「なんのだよ」

「楓かえでのことよ、もちろん」

　俺おれの言葉に、雫しずくはあっさりと答えた。












第三章







　俺おれはあてがわれた部屋に入って荷物を置いた。洋間で、中にはベッドと簡素な机。サイドテーブルに読書灯がある。おお、クローゼットにトイレまであるな。このあたりが元ペンションっぽい。シャワーはないけど。

　とりあえずベッドの上にバッグを置いた。談話室に行こうと思ったが、ふと思い出し、バッグを開ける。

　中からぬいぐるみを出した。

「おい、元気か」

「……あまり元気じゃないですねえ」

「喋しやべれるじゃねえか」

　ハラキリトラは愚ぐ痴ちを言いたそうであった。

「狭いところに閉じこめられて、じっとしていたんですよ。人間だったら訴えているところです」

「化学繊維に訴訟の権利はねえよ」

　それに臓物アニマルが訴えるとしたら、産みの親であるメーカーだろ。

「とりあえず出しておくから、おとなしくしてろ」

「そりゃ構いませんが……ここが沙さ倉くらさんの家ですか」

「そうだよ。元ペンションらしいぜ」

「へーえ。なんか来たことがあるようなないような」

「ぬいぐるみが旅行すんのか」

　だとしたら世も末だ。俺は枕まくらの側そばにハラキリトラを移動させると、部屋から出た。

　元の談話室へ行く。中にはもう女性たちがいた。

　室内はなんかシャンデリアが下がっていて、談話室というよりは貴族のサロンみたいだ。前のオーナーの趣味なんだろうか。豪華そうな椅い子すとテーブルに何故かソファ。液晶テレビ。あとビリヤードの台。

「ビリヤード？」

　思わず俺は口にした。確かに金持ちの家にあるアイテムって感じだが、この家にはこういう趣味もあるのか。卓球台だと温泉宿になっちゃうけど。

「ナツルはビリヤード、できるの？」

　雫しずくの言葉に首を振る。

「全然」

「あとで教えてあげるから、今は座りなさい」

　できんのかこの女。苦手なものってないの？

　テーブルが丸かったので、二人ずつ向かい合うようになった。俺おれの正面は水み琴ことだが、まだそっぽを向いている。なにを緊張しているのやら。

　雫しずくが口を開いた。年上なので、自然とそういう役。

「今のうちに話をしておきましょう。楓かえでがいないうちに打ち合わせておかないと」

　俺はおずおずと質問する。

「沙さ倉くらさんがいちゃ駄目なのか」

「そうよ」

「それ、沙倉さんがなにか企たくらんでいるかもしれないからってことだよな」

「もちろん」

　返答は実に簡潔なものだ。やはり雫はここに来たときから警戒してるのだ。

　雫は沙倉さんと幼なじみのはずなのだが、考え方が実にドライだ。友情と状況判断を完全に切り離している。俺が沙倉さんへの愛をいつまでたっても捨てないのとは、えらい違いだ。これは他人を愛するという点では俺が上である証明にもなるのだが。

　このあたりが、こいつをＣＧくさいと思う理由の一つ。仮にも友達だろ。軍隊の上下関係じゃねえんだからよ。だが本人は当然のことのようにとらえているらしい。

「疑わしい要素は、なるべく取り除きたいのよ」

　こんなのが友人なんだから、沙倉さんも大変である。今の俺たちには助けとなっているけれども。

「楓はまるで、私たちとなにもなかったかのように振る舞っている。あんなに戦ったのにね。美み嶋しまさんなんか胸に発砲していたわ」

「命中……させちゃいました」

　紅あか音ねが小さくなる。猛犬モードのことを思い出すと、自己嫌悪に陥おちいるらしい。

「でも、傷もないみたいですね……」

「そうなの。だけどあれは楓よ。美嶋さんが撃ったのも楓なら、私たちを出迎えてくれたのも楓」

「分かるんですか……？」

「ええ、幼なじみだから。同一人物で間違いない」

　このあたりは俺の推理と一緒だ。俺が分かるくらいなんだから、雫にもあっさり分かるんだろうな。

「人格だけが完全に変わっていると考えた方が妥だ当とうね。肉体もそれに連れて強化されるんじゃないかしら」

「でも、あたしたちがケンプファーになるときは、記憶も一緒ですよ。性格は……ですけど……」

　声が小さくなったのは、自分のことを考えたからだろう。猛犬モードの紅あか音ねは、ヤクザもびっくりの乱暴者となる。

　俺おれは口を出さなかったが、紅音の台詞に異議を唱えたかった。記憶も一緒ってとこ。

「楓かえではケンプファーとは違う存在だと、私は思う」

　断定的ではないが、口調ははっきりしていた。

　雫しずくの勘が外れることはまずない。前にも言ったけど、こいつの勘はデータの蓄積から導き出された結論だからだ。そのことはここにいる全員が知っていた。

　しかしだな、もう少し加減してくれてもよさそうなものなんだが。普通の沙さ倉くらさんは俺を愛してるってことがデータから導き出されたとかあるだろう。

　ま、そんなことを口に出しても軽けい蔑べつされるだけなので黙っていた。紅音は訊ききたいことがあるみたいだけど。

「ケンプファーじゃないなら、どんな人なんでしょう……」

「それは分からないわよ。でも、傷が治るんだから、特殊な力はありそうね」

「そんなのありですか!?」

「私たちだってケンプファーになるのよ。身体だって頑丈になる。そう考えればおかしくないわよ」

　その通りで、ケンプファーに変身すると怪我をしにくくなるし、治りも早い。幸い骨折にまで至ったことはなく、そもそもそういう目にあわなかった。病気はさすがに分からない。

「でも銃じゆう創そうが消えるとなると、私たちより代謝が活発なのかもね」

「どういうこった」

　これは俺。

「力も強いんじゃないかってこと」

「……」

　室内に、ちょっとした沈黙がやってきた。ケンプファーの身体能力は人間離れしてるのだが、沙倉さんはその上をいっていた。武器だって剣シユヴエアトと銃ゲヴエアーの二つである。これが変わっていた。

　二つの武器を持ってるケンプファーはいて、雫がそうだ。鎖のついた短剣を二本操る。あと前に戦ったなんとかって女の子も二丁拳けん銃じゆうだった。沙倉さんは二つではなく二種類。聞いたことがない。単純に二倍の力を持っているんだろうか。

「場数も踏んでいるように見えたわ。二倍くらいならまだこっちが有利だけど、経験積んでいるのは厄介ね」

「どこで経験なんか積むんだ？」

「さあ、そこまでは。もしかしたら、私たちの知らないところで戦っていたのかもしれない。ベテランが相手だから、大変よ」

　こいつだけはちっとも大変そうに見えないけどな。

　とりあえず、ややこしいことが起こりそうだってのは分かった。沙さ倉くらさんが不気味すぎるということも。ケンプファー祭で銃弾や刀が飛び交うかもしれん。タランティーノの映画だ。

　わあ、俺おれはなんで他ひ人と事ごとなんだ。当事者なんだからもっとはっきりしようぜ。どうも実感がわかねえ。ボケてんのか。

「……お茶、飲みましょうか」

　紅あか音ねは立ち上がって、ティーセットを持ってきた。ここにそんなのあったのか。考えてみたら喉のどが渇いていた。なにも飲まずに喋しやべっていたもんな。

　紅音は紅茶を用意した。いい香りが室内に広がる。ティーバッグじゃなくてちゃんとした葉っぱだ。すげえ。

　全員の前に置く。

「ありがと」

　雫しずくがゆっくりと飲む。この女は音を立てずに飲むのが得意だ。ちなみに音を立てずに歩くこともできるらしい。「そんなことがなんの得になるの」とは言うけれど、特技にして生かせばいいんじゃないか。お化け屋敷でバイトとか。

「……さっき、みんなの不安になるようなことを言ったけど」

　雫はカップをソーサーに置く。

「まだあるのよ」

　あるのか。

「白のケンプファーのこと」

「あ……」

　間抜けな声を上げたのは俺。そういや邪悪な沙倉さんに「白も連れてくる」って言われていたんだ。

「もう到着してるのかしらね」

「見てないから、まだじゃないかな」

　俺は言った。

「玄関に他の人がいる気配なかったし」

「この家にいるとは限らないわよ」

　雫があっさり俺の説を覆くつがえす。

「近くにはいるでしょうけど。あまり離れていても意味はないから」

「ひょっとして、そいつらとも戦うのか」

「決まってるわ」

「沙さ倉くらさん……悪い方の沙倉さんと合わせて？」

「そうね」

　一瞬にして、重苦しい雰囲気になった。

　いくらなんでもそれはなしだぜ。ただでさえ荷が重い人がいるんだ。あっちも四人いるし、人数でも不利じゃないか。

「……なんか、もっと明るい話題はないのかよ」

「ないけど、悪い話題もこれくらいよ」

「俺おれは明るい話が欲しいの！」

「落語でも聞く？　よければ演やるけど」

　驚いたが、考えてみれば意外でもない。こいつの夢は噺はなし家かだったのだ。もしかしたら、夜中一人で練習してるのかもしれない。黒魔術が似合う女が落語の特訓なんて違う意味で不気味である。

「いや、それはいい」

　と俺は言った。雫しずくはわずかだが残念そうにする。あ、もしかしてやりたかったのか。

「笑ってる場合じゃねえや」

「笑いはいいものよ」

「それよりも……俺たちの将来に希望はないのか。不利な状況が分かっただけじゃねえか」

「そうなのよね、考えてみたら、ほいほいやってきたのは迂闊だったのかも」

　いまさらそんなこと言っても困る。沙倉さんに呼ばれたのは俺だけど。

　俺はじっと雫を見つめた。

「会長は、こんなこと予想していたと思うけど」

「してたわよ」

「じゃあなんで来たんだよ」

「どうせいつか起こることなんだもの。だったら早い方がいいわ」

　この割り切り方が凄すごい。悪いことは先送りにしたいのが人間だと思うのだが、こいつはさっさと片付けたがる。夏休みの宿題をすぐに終わらせて、別の勉強までするタイプだ。ああいうのはぎりぎりまで引っ張って、他人の力を借りるものだろうに。俺なら友達を回って写させてもらう。

「じゃあ、会長は……」

　聞く一方だった紅あか音ねが、口を開く。

「ここで全部終わらせるつもりなんですか」

「もちろん」

　間髪入れない。わあ。

「さっさと幕を引いとくものよ、こういうのは」

　それだけを言った。

　そして少しの間、無言タイム。全員黙ってお茶を飲んだ。

　様々な思いが去来する……なんて表現すればいいのだろうか。しかし残念ながら俺おれが考えていたのは「トイレ行きたい」であった。

　トイレはもう少し我慢するとして、沙さ倉くらさんをどうするのかというのも、わりと考えていた。一応彼女は俺の憧あこがれの人で、最近とみに関係がねじれてしまったんだけど、「普通の沙倉さん」とはまだ破は綻たんしていない、と思っている。

　あの人が俺をどう思っているかというと、男友達の一人である。何度も説明しているか。ではこっちからその距離感をどうするかというと、これが悩ましい。邪悪な方をなんとかしていなくなってもらい、普通な方だけに残ってもらえばいい。でもそうすると、やっぱ関係性はこれまでと変わらないわけで。なんつーか今までのことが全て無駄。

　じゃあ諦あきらめるか。うーん、それもなあ。だって沙倉さんはおしとやかな美少女だし。俺、女には他に縁がないし。

　ん？　縁？　ここで思い返す。いけね、告白されていたんだ。縁あるな。

　ああ、そうなると頭痛えや。沙倉さんは振り向いてくれねえし、幼なじみは迫ってくるし、生徒会長はコンピューターグラフィックスだし。

　もっとこう、トゲドゲしくない人はいないんだろうか。できれば好みの女で。

　好み……一人いるか。

　そんなことを考えていたら、いつの間にかカップの中身が空になっていた。気づかないうちに飲み干していたのか。

「黙って考えていてもはじまらないわ」

　いきなり雫しずくが発言する。ぎく。もしかしたら、今の俺の思考も読み取ったのか。いくらこいつでもそれは……できるかも。

「今できることをしましょう。こうやって話しあって、意思を統一するだけだってずいぶん違うわよ。それと、近こん堂どうさん」

　雫はちょっと硬い口調で呼びかけた。水み琴ことはびっくりしている。

「なっ、なに!?」

「あなた、瀬せ能のう君のことを意識するのはやめなさい」

「いっ、意識してない……わよ……」

　水琴は俺の方を見ようとせず、そのくせ身体は小さくなった。

　雫の喋しやべり方は、失敗した部下を叱しかっている上司のようだ。まさに「生徒会長」という感じ。

「してるわよ。あなたここの部屋に来てから、喋った？」

「喋しやべったと……思うけど……」

「喋ってないわ。これからなにが起こるか分からないの。楓かえでが豹ひよう変へんするかもしれない。白のケンプファーが襲ってくるかもしれない。私たちの意思疎通はとても重要なの。ぎくしゃくしているのは困るわ」

「そっ……そんなことはないわよ！　話すことがないから、話してないだけで……」

「噓うそ言わないで」

　ぴしゃりと言い放つ。

「瀬せ能のう君とのわだかまりを解消しろとは言わないけど、今は忘れて」

「別に……」

「告白したのが、そんなに大変なことだったの？」

　この台詞に水み琴ことは顔を真っ赤にし、紅あか音ねは椅い子すから跳び上がった。

「なっ……なっ……」

「こここここ近こん堂どうさん、ナツルさんに……告白!?　ほんとですか!?」

　紅音の問いかけに返答はない。ただ、表情を見るだけで、全てを悟ったようであった。

「ナ、ナツルさんに、いっ、いきなり告白なんて……」

「そう驚くようなことじゃないでしょう」

　雫しずくはあっさりと続けた。

「私もしたわ」

　これには紅音だけではなく水琴、ついでに俺おれまで仰天した。

「かかかかかかいちょお!?」

　紅音の「会長」の発音が変だ。もっとも、俺が喋っても同じようになるだろうな。

「こくっ、こくっ、告白したんですか!?」

「したわよ。瀬能君に、愛しているから付き合ってって、言ったわ」

　なんでこいつは「ちょっとコンビニ行ってくる」みたいな口調なんだ。お前の告白って、道に落ちてる十円拾うのと同じ感覚なのか。

　紅音はもの凄すごいスピードで俺と雫を見比べていた。首を振る速さが尋常じゃない。

「そそそそそれで、ナツルさんの返事は……！」

「まだよ」

　これまたあっさり言う雫。

「この件が終わったら、返事をもらう約束をしてるの。近堂さんも同じはず。だからあんな意識しちゃってるのよ」

　水琴はいっそう真っ赤になってうつむいている。紅音は「そうですよね……」と呟つぶやいていた。

「……なんで会長は意識してないんですか……」

「してるわよ」

　どこがだよ。

「瀬せ能のう君と話すたびにどきどきしてるわ。眼も合わせられない」

　そんなことあるか。お前いつもひとの目を見て話すじゃねえか。緊張とか一生縁がないだろ。

　この噓うそつきめという顔を、俺おれだけではなく紅あか音ねもしていた。

「でっ、でも、ナツルさんはあたしと約束してるんです。本当はうちの両親にだって挨あい拶さつしてもらうつもりだったんですから。付き合ってるって、紹介しようかと……」

　え。いやあ、俺たちはそんな……付き合ってるの？

　紅音は顔を赤くしているが、水み琴ことと違ってしっかりと雫しずくのことを見つめていた。このあたり、弱気な眼鏡めがね少女とは思えない。

「アニメショップで私が負けただけじゃない。あんなのもう過去よ」

「ナツルさんとキスもしました」

「私だってしたわ。近こん堂どうさんも」

「胸だって……」

「私は押し倒されて、犯されそうになったこともあるの」

「じゃああたしは、ナツルさんともっとすごいことしちゃいます」












　何故か自信満々に紅あか音ねは言う。なんか最近の彼女は、雫しずく相手でもあまりたじろがないんだよなあ。

「ナツルさんとの関係を、もっと進めちゃいますから」

「……そう」

　そして先に折れるのが雫ってのもまた凄すさまじい光景だ。生徒会の人間が見たら腰を抜かすぞ。

「それはいいわ。これが終わったら、ナツルから答えはもらうんだから──」

「そうとは限らないです」

　紅音はやはり自信に満ちた声。

「ここにいるうちに、関係深めるかもしれません」

「うえ!?」

　俺おれは仰天した。紅音があえて曖あい昧まいな言い方をしたのは、遠慮があったのだろうか。

　いやそんなことはどうでもいい。関係深めるってなに。もしかして、あれのこと？　俺は正真正銘のはじめてさんなんだけれども。

「あっ、紅音ちゃん……！」

　そう叫んだのは雫ではなくて水み琴ことだった。もうどうなってんだ。

「ナツルとなにするつもり!?」

「大声では、言えません」

「そりゃそうだけど……じゃなくて！」

　水琴は気を取り直す。

「あた、あたしだって……」

「こういうのって、早いもの勝ちなんじゃないんですか？」

「あたしだって、会長と一緒にナツルを押し倒したんだから！」

「えっ……なんてことするんですか！」

「いいじゃん」

「よくありません！　ナツルさんはあたしと付き合うんですから！」

「あたしなの！　告白したの！」

　水琴はすっかり元気になって、紅音に向かっていった。そして眼鏡めがねの弱気バージョンとはいえ、紅音も一歩も引こうとしない。俺はこの台風がなんとか過ぎ去ってくれるよう祈るしかなかった。

　雫はというと、ここでは話に加わっていなかった。じっと扉を注視している。

「そのへんにして。静かに、いつものように」

　小さい声だったが、言葉に圧力があった。紅音と水琴だけではなく、俺まで姿勢を正してしまう。

　扉が開いた。沙さ倉くらさんが入ってきた。

「お待たせしました。宅配便とかでバタバタしちゃって……これ、お菓子です」

　ケーキを載せたトレーを持っていた。ショートケーキやらチーズケーキやら果物がたくさん載った知らない菓子やら、色とりどり。

「ど、どうも」

　俺おれはぎくしゃくと礼を言う。

「ありがとう、楓かえで」

　雫しずくは余裕。いつものこととはいえ、こいつの神経はどうなっているんだ。

「お茶はありますよね。……あ、いけない」

　沙倉さんはトレーをテーブルに置くと、はっとして口に手を当てた。

「忘れ物しちゃいました。食べててください」

　そしてまた、出て行ってしまう。

　ぱたぱたぱた……。足音が遠ざかっていった。

「危なかったわね」

　雫が言った。

「あんな口げんかしているところを聞かれたら、ごまかすの難しかったわよ」

「会長ならなんとかしそうですけど……」

　と紅あか音ね。俺も水み琴ことも同感。

「とにかく、今は瀬せ能のう君を取り合うのはやめなさい」

「あたしのものだからですか？」

「神経太いわね。……じゃあ、自由でもいいわ。その代わり、やるべきことはやってもらうわよ。ここで戦うことになるかもしれないんだから」

　雫は言外に「気を引き締めろ」と告つげていた。そうだろうな、最悪の事態に備えろってのは、別に警察や軍隊だけの標語ってわけでもあるまい。ましてや俺たちはケンプファー。戦うための存在なのだ。

「分かった？　それと楓の前では極力いつもと同じ様にして。あの娘この性格が切り替わるまでは平静でいるの」

「俺、あんま演技とかうまくないんだけど……」

「しなさい」

　はね除のけられてしまった。ちぇ。「メイドのようなもの喫きつ茶さ」で働いた時を思い出しながらやるしかないか。

「あと一つ提案」

　と雫。

「戦いになったとき、いちいち指示出しすることになるかもしれないけど」

「会長がすればいいんじゃないでしょうか」

　紅あか音ねが言う。これは俺おれも賛成。多分水み琴ことも賛成。

　雫しずくは台詞を引き取る。

「それよ。会長とか言われたらちょっと戸惑うし、私もさん付けで呼ぶのが面倒。今後名前で呼ばせて。美み嶋しまさんは紅音。近こん堂どうさんは水琴って呼ぶ。その方が戦いもやりやすい」

　サッカーの試合みたいだな。一瞬の判断力の勝負を左右するときには、「なになにさん」なんて呼びかけていられないらしい。確かに俺たちも似たようなもんだ。

　水琴が訊きいた。

「じゃああたしたちは、会長のこと雫って呼んでいいの？」

「いいわよ。そうして。私たちは仲間なんだから」

　その言葉で、なんとなく緊張がほぐれた。

　仲間か。なるほど、このあたりの話術も雫のテクニックなんだろうな。変な争いもなんとなく矛先が収まっていく。

「だから、あなたも私のことは雫と呼ぶこと」

　彼女の目線は、まっすぐ俺を向いていた。

「分かったわね、ナツル」

　こいつに謀はかられたと、その時俺を含む全員が思っていた。
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　沙さ倉くらさんはそれからまもなく戻ってきた。にこにこしている。やはりあなたには笑顔が一番似合います。

「ケーキ、どうですか」

　と沙倉さんは訊いてきた。

「全部わたしが作ったんですよ」

「これ？」

　俺は思わず聞き返してしまった。色といい形といい味といい、店で買ってきたものとばかり思っていた。

「はい。皆さんを招待するんですから、朝から張り切っちゃいました」

　ああ、だから迎えに来られなかったのか。さすが沙倉さん。いいお嫁さんになります。同じ料理のできる女でも、雫とは大違いです。

　しかも彼女は、紅茶の茶葉を入れ替えて、また注そそいでくれた。気配りもぬかりない。

　沙倉さんも椅い子すに座る。

「こうやって皆さんと一緒にいられるなんて、夢みたいです」

「オーバーね」

　雫しずくはさきほどまでの会話のことなど、おくびにも出さない。

「あなたのマンションに泊まったじゃない」

「だってナツルさんがいなかったじゃない。大勢の方が嬉うれしい」

「あそこは臓物アニマルのグッズがたくさんあったわよね」

「ここはほとんどないの。マンションのコレクションルームに置きたいから」

　一か所にないと、なんとなく不安になる心理のようだ。沙さ倉くらさんは臓物アニマルのグッズに囲まれると、実に幸せそうになるもんなあ。俺おれはわりと散らかす方で、ものの整理ができない。教科書が一階と二階に置いてあることもあって、探し回ったあげく遅刻する一因となっている。

「そういえば、なにを取りに戻ったの？」

「あ、これこれ」

　沙倉さんがテーブルの上に出したのは、一冊のノートだった。Ａ５サイズで、あまり大きくない。

　臓物アニマルのノートではなかった。やはりコレクター心理として、使うわけにはいかないのだろうか。その代わりスイボツラッコのシールが貼はってある。これは確か、海洋生物なのに溺おぼれて死ぬという新しさからちょっぴり話題になっていた。

「ここにね、うちに来た人の名前を書いてもらうの。あとで想い出になるように」

「宿帳みたいね」

「雫ちゃん、言い方が変」

「ペンションによくあるノートと同じ。見てもいい？」

　雫が沙倉さんからノートを受け取る。ぱらぱらめくっていた。

「名前だけでいいの？」

「なにか一言あると嬉しい。あっ、ナツルさんたちも書いてくださいね」

　沙倉さんが俺を見てにこりとする。

「いいよ」

「お客さんが来て、ノートに記録を残すなんて素敵です。もっと年取ってから読み返すと、懐かしくて泣いちゃうかもしれません」

　うお。なんと女の子らしい夢だ。俺なんか証拠を残さないように、指紋をつけずに書こうとか考えていたぜ。やはり男としては協力しないと話にならんな。

　雫がボールペンを動かしていた。こいつの動きによどみはない。

「はいナツル」

　うお、沙倉さんの目の前なのに名前で呼んだ。もっとも沙倉さんは気にしていないっぽい。ああ、俺と雫が付き合っているような話になってるもんな。

　ノートは開かれたままだ。新しいページを使っている。左上に横書きで「三さん郷ごう雫しずく」とあった。あとは日付だけで、一言とやらはない。

　それにしても綺き麗れいな字だな。書道やってもいいとこいくんじゃないのか。俺おれは縦棒がまっすぐ引けないという癖くせがあるので、絶対にこんな字にならない。左右のバランスもおかしいし。

「瀬せ能のうナツル」と書いた。くそ、やっぱり歪ゆがんだ。味があるというには下手すぎる。

　紅あか音ねに回そうとしたら、雫が喋しやべった。

「楓かえで、紅茶の葉の代えはある？」

「ごめんなさい。出がらしになっちゃった？」

「かなり薄い」

「新しいの持ってくるね」

　沙さ倉くらさんはティーポットを持って出ていく。雫はそれを確認すると、いきなり俺からノートを取り上げた。

「おい、なにすんだ」

「ここ見て。みんなも」

　雫は前のページをめくった。俺たちはノートを覗のぞき込む。

　彼女の示したところには「葛くず原はらみどり」とサインがしてあった。

「可愛い名前だな」

「そうじゃなくて、これ誰だれだと思う？」

「……さあ」

「生徒会にいた娘こよ。二丁拳けん銃じゆうのケンプファー」

「え！」

　俺はついサインを見返してしまった。そういえば葛原って姓だった。名前は知らないけど、生徒会にいたんだから雫の言葉は正しいんだろう。

　沙倉さんは「うちに来た人には書いてもらっている」と言っていた。葛原も来たことがあるのだ。そこでなにがあったんだろうか。

「あの……」

　おずおずと紅音が言う。

「葛原さんって、確か気絶したあと、会長……雫さんが運んで行きましたよね」

「呼び捨てにして欲しいわね」

「すみません……そのあとどうしたんですか？」

　そういえば、雫が俺たちの知らない場所に運んだのだ。どうしたんだろう。

　葛原自身は学校では抹消された存在となっている。生徒や先生が「知ってて黙っている」のではなく、はじめから知らない存在となったのだ。元々いないんだから混乱もない。両親とかも気になるんだが、そこまでは知りようがなかった。

「たいしたことはしてないわよ」

　雫しずくがこういう言い方をすると、たいしたことあるんだよなあ。

「捨てちゃったの」

「え、どこに!?」

　俺おれは驚いた。エロ本捨てるのとは訳が違うんだぞ。昔は土手に捨てるのが流行したそうですが、俺のお薦めはさりげなくコンビニのゴミ箱です。

「学校の裏」

「裏？　いいんですかそれ」

「よくはないでしょうけど、目立たないところに放置したわよ。次の日見に行ったら消えていた。いなくなるのは知っていたの」

「なんで知っていたんですか？」

「先輩もそうだったから」

　この先輩とは、雫にケンプファーの全てを教えた人のことだ。俺は会ったことがないから姿は知らない。ただ雫が慕っていたんだろうってことだけは分かっている。

「どこかにいなくなるのよ。本当にそう。だからここに書いてある葛くず原はらのサインは、唯一の生きてた証しかもね」

　こいつが言うと重みがある。俺たちは軽口すら叩たたけずにいた。

「私たちも負けたら、多分そうなるわ」

　なりたくないなあ。

　思わずみんなして黙り込んでしまった。空気の重たさが身に染みるぜ。もっと明るい話でもないものなんだろうか。

　水み琴ことは手を伸ばし、ノートをめくっていた。

「……名前、他にもあるね」

「あるわね」

「みんなケンプファー？」

「普通の人もいるでしょう。どれくらいの率かは分からないけど」

「ケンプファーは、一度は沙さ倉くらさんの実家に来るってことかな」

「かもね」

　水琴は紅あか音ねにノートを渡した。紅音はぱらぱら見てから、自分の名前を書き入れた。

　それから水琴も書く。ちょうど終わったあたりで、沙倉さんが戻ってきた。

「紅茶、持ってきました。ケーキもまだあるんですけど、あんまり食べちゃうと夕ご飯が食べられなくなっちゃいますから」

　沙倉さんは新しいティーポットにカップも用意してくれた。テーブルに並べているので手伝う。

「あ、沙さ倉くらさん。今日泊まるのって俺おれたちだけ？」

「そうですよ」

　にこにこしながら言葉が返ってくる。

「客間がこれでいっぱいですから。一人一部屋だとこうなっちゃいます。女のナツルさんがいらっしゃるのでしたら……わたしの部屋で」

　恥ずかしがりながら言った。俺のことですよそれ。

　沙倉さんを交えて話もしたが、それは他愛のないものだった。ていうか、沙倉さんは俺の方をあまり見てくれなかった。もっとその美しい笑顔をください。雫しずくなんかいらないですから。

　夕食も近いので、俺たちは一度部屋に戻ることにした。

「すみません、どなたかご飯の準備を手伝ってください」

「じゃああたしが……」

　紅あか音ねが立候補。料理上手だしな。

　二人は下に行った。雫は自室へ。そして俺も、自室に戻ろうとした。

「あの、ナツル」

　呼び止められた。振り返る。

「ご飯の前に話があるの。いいかな」

　そう言ったのは、水み琴ことであった。
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　紅音は楓かえでに連れられて、台所へ向かった。台所は一階、食堂代わりのリビングに併設されている。

「ふわ……」

　紅音は感嘆した。

「大きいですね……」

　この家の台所は、まるでレストランの厨ちゆう房ぼうのようであった。壁かべ際ぎわに流し台とコンロがしっかりと設置され、揚あげ物もの用の専用フライヤーまである。馬ば鹿かでかいダクトは換かん気き扇せんだ。全てはステンレス製で年季が入っているものの、ピカピカに磨かれていた。

「立派でしょう」

　楓はかすかに自慢するような感情を混ぜていた。

「ペンションを買い取るときに撤去する話もあったんですけど、残してもらったんです。これならお客様がたくさん来ても、お料理作れますから」

「一人じゃたいへんですよね……」

「ですから美み嶋しまさんに手伝ってもらえて、助かります」

　さっそく用意することになった。メインは鶏肉と野菜。それとコーンスープ。あとは好みに応じてパンだったりライスだったり。

　冷蔵庫から肉と野菜を取り出す。この冷蔵庫が、また業務用で大きい。電気代もかかりそうだ。

「美嶋さん、不得意な料理とかありますか？」

　楓かえでがエプロンを渡しながら訊きいてきた。紅あか音ねは首を振る。

「ないです」

「じゃあ分担できますね。焼くのはわたしがやりますから、下ごしらえをお願いします」

「いいですよ」

　紅音は承知した。二人ともエプロンをつけて調理開始。

　どちらも手際がいいので、スムーズに進む。高校生というよりは、ちゃんとした料理人のようであった。

　厨ちゆう房ぼう内のコンロに火をつける音、水を流す音が響く。

「ナツルさんって、好き嫌いあるんですか？」

　そう訊いたのは楓だ。紅音は頭の中を探る。

「ないと思いますけど」

「美嶋さんは？」

「ない、です。ぬるぬるしたものは好きじゃありませんけど」

「よかった。近こん堂どうさんはあるんでしょうか」

「まったくないと思います。昆虫だって食べられるって言ってました」

　楓が驚いたような表情をする。

「虫、食べるんですか……」

「意外といけるって、笑ってました」

　最初聞いたときは紅音もびっくりした。水み琴ことは過酷な環境での生活が長いから、まったく気にならないらしい。ヘビや木の根もまるで問題ないとのこと。さすがに火は通したいらしいが。

「雫しずくちゃんも好き嫌いはないんですよ」

　楓はにこりとしながら言う。

「小さいころからなんでも食べてました。虫はないですけど、偏食じゃないから手がかからなかったって、御両親からうかがったことがあります」

「そういえば、食べるのも早かったです」

「雫ちゃんは欠点がないですから。少しくらいあった方が可愛いと思うんですけど」

　その点は紅あか音ねも同感だった。生徒会長は全てに渡ってできる人間で、他者の助けを必要としない。さらに美人でスタイルまでよかった。今まではそれが逆に「とっつきづらさ」となっていた。

「でもナツルさんと付き合うようになって、ちょっと丸くなりましたよね」

「そうなんですか……？」

「ええ。少しですけどね。女の子っぽくなったっていうか」

「……」

　紅音は返事をしなかった。「ナツルさんと付き合う」というところがよろしくない。吞のん気きに語っているから余計だ。「女の子っぽくなった」というのもちょっと。

　そういえば楓かえでとはウマが合わなかったことを、紅音は思い出した。このところの騒動でそんなことすら忘れていたが、楓は恋こい敵がたきとはまた別の位置にいる。

「雫しずくちゃんも高校生ですよ。わたしたちもですけど」

　その女らしさを男に向けられるのはちょっと困る。方角がナツルなのが特に。

「沙さ倉くらさん……雫さんのこと、よく知ってるんですね」

「もちろんです。雫ちゃんは目標にする人ですから」

「その人のことを……たとえば、傷つけちゃうとか、思ったりします？」

「はい？」

「ええと、こう……雫さんを傷つけたいと思うとか、そんなの……」

　楓は少し眉まゆを顰しかめた。

「美み嶋しまさん、やめてください。そういうの」

「ごめんなさい……」

「雫ちゃんにそんなことしません。お友達なんですから」

　普通はそうだろうと、紅音も考えた。だが殺意を剝むき出だしにしたときの楓は違っていた。人を傷つけることにためらいを感じていなかったはずだ。たとえ相手が雫であっても。

　とすると、やはり目の前の女性は人格を別に飼っているということか。しかしどういうきっかけで入れ替わるのだろう。

　鍋に張ったお湯が煮たった。楓は火を弱める。

「雫ちゃんは料理得意ですけど……近こん堂どうさんもできるんでしょうか」

「できます。でも近堂さ……水み琴ことさんだと、きっとカレーライスになると思います」

「カレーが好きなんですね」

「水琴さんは好きすぎて、ナツルさんが困ってるみたいです」

「わたしもカレー好きですよ。嫌いな人ってあまりいませんよね」

　そうだが、水琴のあれは常軌を逸していた。ナツルが「あいつの身体は血じゃなくてカレールーが流れている」と言っているのが、妙に信しん憑ぴよう性せいがある。

「近こん堂どうさんって、ナツルさんのために作っているんですか」

「そうみたい……です」

　あえて曖あい昧まいな言い方をしたのは、ちょっとした女心みたいなものだ。自分ならカレー以外の料理も作って食べてもらう、紅あか音ねは密かにそう思っている。

「ナツルさんと近堂さんって、幼なじみなんですよね」

「ええ。小さいころはずっと一緒だったって……」

「ナツルさん、モテますね」

「モテるんです。実は」

　おかげで苦労してるんですと、紅音は呟つぶやいた。雫しずくに水み琴ことまではやりすぎだろう。ナツルが楓かえでに憧あこがれているのが、むしろ防波堤になっていてほっとするくらいだ。もっともその楓は、ときおり豹ひよう変へんするのだが。

「近堂さんもナツルさんのことが好きなんですか……」

　楓は野菜を切りつつ、そんなことを言っている。紅音は背を向けて、肉の下ごしらえをしていた。

　スパイスを何種類も擦り込む。家庭料理で十分だと分かっていたが、こういう機会だから凝こったものを出したくなっていた。鶏肉に片かた栗くり粉こを多めに振って、手でパンパンとはたく。

「沙さ倉くらさん、このあと……」

　振り返って、きょとんとする。今まで調理していたはずの楓の姿がない。包丁や半分だけ切られた野菜をそのままに、いなくなっていた。

「……沙倉さん？」

　厨ちゆう房ぼうのどこにも、彼女はいなかった。





　　○






　俺おれと水琴は外に出た。水琴が「外がいい」と言ったからだ。そしてこの女は、それきりまた喋しやべろうとしなかった。

　玄関からではなく、裏口があったのでそこからこっそりと。そこではじめて知ったのだが、この家は裏庭が馬ば鹿かでかかった。木とかたくさん植えてあるし、プールあるよプール。泳いで平気なのかな。サメとかでない？

　もう夕方なので薄暗い。すぐに暗くなるだろう。虫の音がきっと綺き麗れいなはず。間違ってもオオカミの遠とお吠ぼえはしない。

　俺たちは立木のところまで歩いた。これももちろんこの家の所有物。

　水琴と向かい合った。

　といっても、顔を見合わせているわけではない。水み琴ことは視線を下に向けているのだ。なんか顔を上げてくれない。もっとも俺おれも、どうしたことか緊張して話しかけられないのだが。

　せっかく外に出てきたのに、二人してこんな有様である。これじゃ意味がない。せめて俺から言葉をかけるべきなんだろうか。でも水琴が誘ってきたんだぞ。そっちから言うのが筋だ。

　しかし彼女はなにも喋しやべってくれない。仕方ないか。俺から話しかけよう。正直話題はないけれど。

　息を吸う。なんでこんなことしてんだろ。まあいいや。せーの。

「あの……」「あの……」

　同じ台詞が水琴からも発せられていた。げっ、こいつも喋ろうとしていたのか。しまった。

　そしてどっちも言葉に詰まる。タイミングが悪いというかなんというか。

「あっ……いや……ご、ごめん」

　俺は声が裏返ってしまい、舌がもつれた状態になった。

「邪魔して悪かった。えと……そっちからいいよ」

「あた、あたしこそ……遮るつもりなかったから、えと、ナツルから……どうぞ」

　水琴は手まで出している。バスガイドか。

「いや俺、喋ることないけど……」

「あたしも……」

「おい。お前が誘ったんだぞ」

　やはりどんな形でも会話を続けるというのは効果があって、腹が据わってきた。

「もうすぐ夕食だぞ。早くすませようぜ」

「そ、そうね。そうだよね」

　水琴はなにやら握り拳を作っていた。それで俺を殴るんじゃないだろうな。それとも無意識のうちに気合いを入れているんだろうか。幼稚園の頃ころだったか、拳を握ってのしのし歩いていたので、男の子からも恐れられていたことを思い出す。

「……あのね」

　なんですか。

「その……あ、あたし告白したことになってるじゃない」

「したこともなにも、お前がしたんだろ」

　俺はされた方なのだ。こればかりは譲れない。

「そ、そうだよね……。あの……こ、告白の返事は、あとでいいんだけど……」

「まあな」

　これは水み琴ことだけじゃない。雫しずくも同じである。一応公平。ただ生徒会長様は平然としていらっしゃるが。

「それは分かってるんだけど、あたし、最近あまり寝られないの。ナツルに告白したことばかり考えちゃって……」

　俺おれも悩んだが、わりと寝てる方だ。こいつ、ずいぶん女の子らしいなあ。

「それでね、もう本当に寝ても覚めてもナツルのことばっかりで……そのくせまともに顔も見られないの。こうやって話しているのもすごい心臓バクバクで、顔から火が出そうだし……」

「うん……」

　こんな相あい槌づちしか打てない。下手なこと喋しやべったら一生軽けい蔑べつされそうだ。

「ナツルにね、オーケーって言われたらどうしようかってことも考えるの。二人でどこかにデートするかもって。メキシコのフストラワカ洞どう窟くつ遺跡で、一緒にコウモリ追っ払えたらいいなあって……」

「……」

　変わってるとか言っちゃいけないんだろうな。

「今日も帰るまでナツルと話すのやめようかって考えてたんだけど、会……じゃないや、雫に注意されちゃうし。なんか……紅あか音ねちゃんは余裕だし、ナツルはなに考えてんだか分かんないし」

「俺だって色々考えてるって。今日のことは」

　さすがに洞窟遺跡なんて考えたこともないが、少なくとも、沙さ倉くらさんのことで頭を回転させていた。ずっと寝ていたわけではない。

　水琴は、今度はじっと俺を見つめる。

「……それ、本当？」

「……もろちん」

　考えていたことは噓うそじゃないんだ。

「なんか沙倉さんのことっぽいけど……。それでね、あの……電車のときから、ずっと考えていたことがあるの」

「またどっかに発掘にでも行くのか。伝染病に気をつけろよ」

「茶化さないで。今しか言えないんだから」

　なんだろう。まさかこの場で俺を刺したりしないよな。誰だれかに盗とられるくらいならとか。いくらなんでもドラマの見過ぎだ。

「あのね、あのね、あの……」

　水琴はもじもじした。なかなか本題に入ろうとしない。

「なんだ」

「馬ば鹿かにしないでね……」

「しないから」

「こ、こういうのは卑ひ怯きようなのかもしれないけど、ナツルがあたしのことを振っても、ずっと友達でいて欲しい……」

　水み琴ことの台詞は消え入りそうだったが、同時にはっきりしていた。

「ナツルのことは好きだけど、友達としても大好きなの。だから……」

　水琴は頭を下げた。

「お願い……」

　この仕草がとても水琴っぽくなかった。だけど思い切っていることは俺おれにだって理解できた。

　客観的にみれば男の目の前で頭を下げている女の図なんて、借金待ってもらっているか、男の告白を断っているかしか思いつかない。しかし現実は逆であった。そして俺は、彼女を馬鹿にする気にはなれなかった。

「分かったよ、水琴」

「本当……？」

「どうしてお前は俺のことを疑うんだ」

「ナツルは噓うそつきじゃないと思うけど、頭もよくないから」












「否定しないが今は言うな。ずっと友達でいるよ」

「本当だね」

「もちろん」

　水み琴ことの顔がぱっと明るくなる。それから大げさに胸を撫なで下おろした。

「よかった……これまで断られたら、どうしようかと思ってた」

「告白の返事はまだだぞ」

「うん……でもなんでも大丈夫。あたしは受け入れるから」

　そりゃよかった。むしろ俺おれの方がほっとした。

　空を見上げる。星だ。すっかり暗くなっちまった。沙さ倉くらさんの家も電気が点いている。

「戻ろう、水琴」

「うん」

　俺は先に立って、家に戻った。ただし裏口から。やっぱりねえ、誰だれかに見られたくないじゃん。こういうのってさ。





　　○






　実はこのとき、ナツルは一人で戻っていた。

　水琴は彼のあとをついて家の中に入ろうとしていた。いつもの元気な彼女とは少し違っていたが、やはり多少の恥ずかしさが残っていた。

　そのとき、彼女の背後から声がした。

「あの……」

　声はナツルにまで届いていない。だが、水琴の耳にははっきりと聞こえていた。

　彼女は振り返る。庭にぼんやりとした影。

「あの、近こん堂どうさん」

　そこに楓かえでが立っていた。

　どこから現れたのか、裏庭の中央にいる。裏口から出てきた気配はなく、表から回ったようにも感じられない。足音もせず、いくら考えても分からなかった。

「……沙倉さん？」

「はい」

　楓の微笑みは変わらない。ただその表情は、ややもすると張りついているように感じられた。

「なんの用？」

「すみません、ナツルさんとのこと、見てました」

　少しむっとする水琴。

「趣味よくないなあ」

「近こん堂どうさん可愛らしいんですね、女の子っぽい」

「だって女だもん」

　楓かえでがゆっくりと歩いてくる。これも足音がしない。水み琴ことはどういうわけか、彼女から目が離せなかった。

「ナツルさんに告白したんですか」

「したけど」

「どうだったんですか？」

「……まだ答えもらってないよ」

「それは残念ですね」

　楓はぴたりと止まる。笑顔のままだ。確かに美少女で、癒される雰囲気がある。両手は後ろに回していた。

「でも、近堂さんはいい返事をもらえないと思います」

「なによ、それ」

　今度はあからさまに、水琴は不満を口に出した。そこまで言われる筋合いはない。いくら招待してくれた人間とはいえ。

「どうしてそんなこと分かんの」

「わたしがナツルさんに、雫しずくちゃんとくっつくように頼んだからです」

「……」

「雫ちゃんは邪魔な存在なんです。だからナツルさんにお願いしたんです。うまくいってないようですから、犯しちゃえってけしかけたんですけど」

　楓はなんでもないことのように語っていた。実際に口調も普通で、楽しそうですらある。だが内容は驚くべきこと。

「ですから、近堂さんは諦あきらめちゃってください」

「じょ……冗談じゃない！」

　水琴は叫んだ。

「なんでいきなりそんなこと言われるのよ！　あたしだってずっとナツルのことが好きだったんだから！　余計なことしないでくれる。ナツルに断られるなら諦めもつくけど、他人になんか言われたくない！」

「ナツルさんが好きなのはわたしですよ？」

「あたしに振り向いてもらう！　あんたみたいな人じゃなくて」

「あんたじゃなくて、わたしは沙さ倉くら楓です」

「沙倉さんじゃなくて、沙倉さんの身体を使った、他の誰だれかでしょう！」

　水琴は後ろに飛び跳ね、距離を取る。このあたりはジャングル内で密輸組織と戦ったときに培つちかわれた反射神経だ。

　そして自分の右腕を軽く押さえた。

「沙さ倉くらさんに似てるけど、沙倉さんじゃないあんた。よくも馬ば鹿かにしてくれたわね」

「あら。事実を言ったまでですよ」

　水み琴ことは怒りの顔、楓かえではのほほんとした顔だ。しかし互いに緊張感だけは高まっている。

　右腕にある誓約の腕輪がちかちか光りはじめた。

「いいチャンスだわ。あんたがなにものでどんな目的があるのか、ここで暴いてやる！」

　腕輪が大きく輝く。水琴の身体は発光に包まれ、ケンプファーになろうとしていた。

「それは、駄目です」

　語尾にハートマークがつきそうな口調で言うと、楓は後ろに隠していた手を前に出す。ぬいぐるみを持っていた。

　臓物アニマルシリーズのチッソクノライヌだ。これは水琴のもの。いつの間に手に入れていたのか。

　チッソクノライヌの両目が輝く。それは光ではなく、暗黒のような色、井戸の底のような色だ。

　水琴は反射的に目を閉じようとする。一瞬遅かった。チッソクノライヌの両目に、彼女の意識は飲み込まれていった。



















第四章







　俺おれが裏口から沙さ倉くらさんの家に戻ると、室内はもうあちこちに明かりが点いていた。外も暗いし、当然か。元がペンションなので電気代が大層かかりそうではある。

　食事はいつだろう。まだ時間がかかるんだろうか。とりあえず部屋まで戻ることにした。

　それにしても。俺は階段を上りながら考えた。水み琴こととサシでの話は緊張した。話している最中はそうでもなかったんだけど、今はどきどきだ。あ、手に汗もかいている。

　幼稚園の頃ころから冒険心に満ちあふれ、ビート板さえあれば太平洋を渡れると信じていた女だ。そのあと本当に海外を駆けめぐるようになったのは驚いたが、将来はボリビア産のヤギと結婚するんだろうと思っていた。人間の男じゃ、あの体力にはついていけない。

　それが俺に告白である。しかも「断っても友達でいて欲しい」なんて殊しゆ勝しようなことを言う。水琴らしくないというか、女の子みたい。あんなことされると、俺の方が必要以上に意識してしまう。

　このあとの食事、どうしよう。あいつの顔は見られるんだろうか。席を離してもらうよう頼むか。いっそ俺だけ部屋食とか。

　そんなこと考えていたら、雫しずくがやってきた。

「あら、どこにいたの」

「庭」

　正直に答える。この女に噓うそはつけない。だってすぐに見破るんだもん。各部活動を集めた予算会議で、前年度の会計をチェックするときの表情たるやとても厳しいものがあると聞いた。経理上の噓を絶対に見逃さないらしい。数値の矛む盾じゆんよりも、報告者の話し方や何気ない仕草から見抜くんだって。

「ナツルは夕ゆう闇やみを眺める趣味があったの？」

「そういうわけじゃないよ」

「じゃあ誰だれかと一緒にいたのかしら」

「……」

「図星のようね。ちょっとそのあたりのこと、聞かせてもらおうかしら」

　目つきが冷たくなってる。なんであんたは俺の全てを分かっちゃうんですか。

　彼女はすぐに眼光を和らげた。

「ま、今はいいわ。あとでじっくりと」

「俺のことより、会長はなにをして……」

「雫」

「……雫はなにをしていたんだよ」

「この家を見ていた」

　見ていたってなんだ。建物探訪なのか。なにげない柱とか壁紙とか褒ほめていたんだろうか。

「中を一通り歩いていたの。見かけよりもずっと広いわね。元ペンションって本当みたい」

「沙さ倉くらさんは噓うそをつかねえよ」

「そうでもないわ」

　おいこら、なんてことを言い出す。沙倉さんがここに俺おれを招待してくれたのに、それはないだろう。まあ雫しずくたちはオマケと言ってもいい存在だけど。

「楓かえでは一つ、確実に噓をついているわね」

「そんなことないはずだ」

「ここにあの娘この両親、いないわよ」

「……え？」

　俺は虚を突かれた。あれ、いい方の沙倉さんは、俺に両親を紹介するために招待したんじゃなかったっけ。そんであわよくば将来の結婚を見越した交流関係になる。

「この家に着いてから、楓の両親の顔を見た？」

「いいや」

「話し声はした？」

「……いいや」

「気配は？」

「いいや……って、まさかどこにもいないって言うんじゃないだろうな」

「その通りよ」

　雫が言う。

「着いてすぐじゃなくても、そろそろ顔くらい見せてくれてもいいはず。なのに話し声どころか住んでいる気配すら感じられない。いないと考えるしかないわ」

「どこかに出かけているとか……」

「部屋すら見あたらないの。鍵かぎがかかっているところがいくつかあったきり」

　だから雫は、この家を見て回っていたのか。

　しかし両親が不在ってのはなんだ。ここ実家なんじゃないのか。なのに沙倉さんしか住んでいないんだろうか。いやいや、それもおかしい。だって彼女は都内のマンションから星せい鐵てつに通っているんだから。

　まさか隠しているとか。隠してどうするんだ。俺に紹介するという重大なイベントがあるのに。でなきゃ沙倉さんが実家に呼んだりしない。

　もしや、いつもの沙倉さんじゃなくて邪悪な沙倉さんが……いや、考えるのはよそう。

　あえて俺おれは言った。

「でも、ひょっとしたら食事の席にはいるかもしれないぞ。俺たちが全員揃そろったところで紹介とか」

「欧米みたい。でも、あり得るわね」

「だろ」

「夕食がはじまれば、はっきりするわ」

　雫しずくは「遅れないでね」と言い、自室へ入っていった。

　またあの女は不安をかきたてるようなことを。せっかく楽しい楽しいお泊まり会イン沙さ倉くらさんの実家のはずだったのに、まるで心が安まらない。

　それにしても水み琴ことのやつ来ないな。あいつ、庭で倒れているんじゃないだろうか。

　いっちょ呼びに行くかと思ったら、階段を上がってくる足音がする。

　水琴であった。ちょっと俺はほっとした。

「おい水琴、なにしてたんだ」

　しかしこいつは俺の眼前を普通に横切った。

「水琴」

　そしてそのまま自室へ。なんだよ。最近は自室に閉じこもるのがはやってるのか。引きこもりどもめ。ゲームでもやんのか。

　どうでもいいが、水琴の顔つきはなんか硬かった。こわばったじゃなくて、一定の感情が貼はりついたとかそんなの。

　まあいい。俺も夕食まで部屋にいることにした。引きこもりブームに便乗するということで。きっと俺たちの中でもネットゲームが流行するぜ。つまらないことを考えながら、自室へ戻った。





　　○






　夕食はそれからすぐにはじまった。沙倉さんが各部屋を回って、「ご飯ですよー」と呼んでくれたのだ。電話でいいのになんて優しいんだと思ったが、考えてみたら足で回って呼ぶ方が手っ取り早い。

　扉を開けると、ちょうど雫と水琴が階段を下りるところだった。俺も後に続く。

　食事は下で取る。ペンションらしく、木製のテーブルに椅い子す。すでにナイフとフォークとスプーンが並べられていた。

「箸はしを使いたい人は、遠慮なく言って下さいね」

　と沙倉さん。もちろん俺は遠慮なく「箸下さい」と伝えた。スプーンを使うと、カレーを思い出してしまうのだ。とんだパブロフの犬だ。

　俺おれはさっそく座った。席順は適当。雫しずくは着席せず、なんか難しい顔をしてテーブルを眺めている。

　彼女は俺の耳元で囁ささやいた。

「私たちの分しかない」

　なに言ってるのだ、当たり前だろと言い返そうとして気づく。確かに、沙さ倉くらさんの両親の食器類がなかった。

　いやでも、遠慮して他の部屋で食事を取るのかもしれないし。まだ分からない。

　紅あか音ねが厨ちゆう房ぼうから、大皿に鶏肉を乗せてやってきた。湯気が立っておいしそう。

「お肉がたくさんあったので、いっぱい作りました」

　テーブルに置きながら言う。紅音も沙倉さんも料理は上手だから、きっとうまいだろう。

　パンとライスにスープ、温野菜などが運ばれてくる。そして全員着席。やはり沙倉さんの両親は来なかった。

　食事がはじまる。俺は鶏肉に箸はしをつけた。一口サイズに切られていた。食べてみると確かにおいしい。この味つけは紅音か沙倉さんか。

「味は、美み嶋しまさんがつけたんですよ」

　沙倉さんが説明してくれた。

「肉料理はそんなに得意じゃありませんから、助かっちゃいました」

「うちのお母さんの味なんです。ちょっと塩気が足りないかも知れませんけど」

　紅音が照れながら言う。褒ほめられたので、やはり嬉うれしそうである。

「おいしいわね」

　雫は俺と同じように鶏肉を口に運んでいた。ただしフォークを使っている。

「朝食は私が手伝うわ。紅音ばかりじゃ大変でしょう」

「助かります」

「えっと、じゃあ俺もなんかしようか」

　とりあえず言ってみた。この中で唯一の男が働かないというのもね。

　雫がちらっと視線を寄越す。

「ナツルはなにか料理ができるの？」

「カップラーメンとか」

「お湯を入れるのは料理じゃないわよ」

「カップうどん」

「寝てていいわ」

　役立たず、と言わんばかりであった。なんという容赦のなさ。お前本当に俺に「好き」って告白してるのか。

　沙倉さんはくすくす笑っていた。

「ナツルさんと雫しずくちゃんって、仲がいいんですね」

「そうかなあ」

「雫ちゃんが冗談言うなんて、滅めつ多たにないんですよ」

　なんとも返答に困る。今のは冗談じゃなくて、単に俺おれを罵ののしっただけだと思うのですが。

「生徒会長なんですから、真面目まじめなくらいがいいんですよ」

　これは紅あか音ねだ。今後冗談を言わないようにとの牽けん制せい球きゆうなんだろうか。

「あら。生徒会長だって冗談くらい言いたくなるわ」

「女同士で言うならいいです」

「男の子相手がいいわ。ナツルとか」

　こういうことをさらっと口にするから、俺とこいつが付き合ってるみたいなことになっちゃうんだよ。

　そして沙さ倉くらさんがうんうんとうなずいてしまう。

「雫ちゃん、ナツルさんの彼女だもんね」

「もちろん」

「ナツルさんって幸せ者」

「私だって幸せよ」

　わあい、天下の生徒会長を幸せにするなんて、俺は男の中の男だ。

　……なんて思うわけねえだろ。なんかこの女自信ありげだよ。まだ告白の返事をしてないのに、ためらいはないのか。そして紅音が顔を真っ青にしているのだが。

　この食事用のテーブルは円形で、俺の右隣には紅音が座っていた。左が水み琴こと。なんか中華料理店みたいだが、残念なことに回転しない。

　紅音は、ちらちらと俺を見ていた。

　なんだろうと考えていたら、彼女はフォークにカットされたジャガイモを突き刺すと、やおら俺の目の前に突き出した。

「は、はいナツルさん。あーんして、ください」

　なんだいきなり。

「あーん、です」

「なんで……」

「お弁当のとき、雫さんもやってたじゃないですか、だからあたしが……」

　いや別に今やらなくてもいいんじゃないかと。

　フォークの先はぶるぶる震えている。過度の緊張状態なんだろうか。考えてみたら紅音とはキスをしたけどこういうのってはじめてだ。だから互いにどきどきしている。

　沙倉さんは「わあ」という感じに口を開けていた。

「雫ちゃん雫ちゃん、美み嶋しまさんがあんなことしてる」

「私もよくやるわ」

「いいの？」

「別に」

「ナツルさん取られちゃうかも」

「取り返せばいいわ」

　なんだその世紀末的な発想。雫しずくに諦あきらめるって思考はないらしい。そういえば会長に就任してから、不可能に思われた案件を全部実現させていたもんな。

　俺おれはそれどころじゃない。眼前にジャガイモを突きつけられて、「さあ食え」とやられているのだ。紅あか音ねの目はとても真剣。怖い。

「ど、どうぞ。ナツルさん」

　どうしよう。

「食べなければ……ずっとこのままです」

　それは困る。俺は口を開けた。自分からフォークに食いつく。

　もぐもぐ。味はおいしい。それよりも、紅音が勝ち誇っているのがなんか気になる。弁当では雫にやられても食べなかったから、それを上回ったのが嬉うれしいんだろう。

「ほらー、雫ちゃん負けちゃったよ」

　沙さ倉くらさんが急せかしている。












「雫しずくちゃんもやれば」

「今はいいわよ。しゃくだし」

「あ。もしかしたら、雫ちゃんやきもち妬やいた？」

「違う。やきもちは食事が終わってから、たっぷり妬くわ」

　沙さ倉くらさんは「きゃー」なんて言っている。実に楽しそうだ。そりゃ、あの生徒会長がこんなこと言うなんて、思わないもんなあ。

「雫ちゃんがやきもち妬いているところ見たい！」

「見せ物じゃないわよ」

「ものとか投げる!?」

「投げない」

「じゃあ引ひっ搔かいたりしちゃう？」

「しない。短剣突きつけたりはする」

　ぴくっとしたのは俺おれと紅あか音ね。短剣ってのは当然、ケンプファーになった雫の剣シユヴエアトだ。なぜここで言い出す。

　沙倉さんからの有効な反応はゼロ。冗談と思ったか笑っている。今は邪悪じゃない普通の沙倉さんだ。

「でも雫ちゃんがやきもち妬くなんてすごい」

「すごくはないわよ」

「ナツルさん、雫ちゃんがこんな乙女みたいなことするなんて、滅めつ多たにないですよ。やっぱり彼氏ですね」

　さりげなく酷ひどいこと言ってませんか。乙女っぽくないってことなら同感だが。

　なにせコンピューター制御で動いていることが疑われている女性だ。人間みたいなことをするとやっぱり驚く。でも淡々と「やきもち妬く」なんて言われると、やはり人工知能的なものを感じるな。

「ナツルさんは、もっともっと雫ちゃんに妬いてもらって下さい」

　それ、死の危険と隣り合わせの予感がするんですけど。

　沙倉さんは本当に楽しそうだ。幼なじみの意外な一面が見られたからか。

　確かに嫉しつ妬となんて雫っぽくはない。元々感情を表に出さないタイプだと思われていて、実際俺はちょっと前まで笑ったところなんて見たことがなかった。女子部と男子部じゃ敷地が違うってこともあるんだけど、全校生徒集会で壇上に立っているときも、まったく顔の筋肉を動かしてなかったもんなあ。近ちか頃ごろはどのような理由からか、わりと表情が豊か。

　雫とは対照的に顔がくるくる変化するのが水み琴こと。こいつは大声で笑ったり騒いだりと、とにかくうるさい。大人しくするってことを知らん。そのわりにはお笑い番組を見ないってんだから、なんだかよく分からない。

　紅あか音ねはもっと控え目だ。身体をびくっとさせたり、おろおろするのが得意だ。弱気のポイントは眼鏡めがねだと思うんだけど、コンタクトにはしたくないとのこと。「目にレンズ入れるのが怖いんです」だって。

　沙さ倉くらさんは、この中で一番柔らかくてたおやかだ。多分。

「雫しずくちゃん真面目まじめだから、やきもちなんて妬やかないと思ってた」

「真面目とやきもちに相関関係はないでしょう」

「そういうところが。笑ってるところなんて、落語聞いてるときだけだったじゃない」

「志しん生しようは最高ね」

「ナツルさんたちと付き合っていてそうなったのね」

「どうかしら」

　沙倉さんは俺おれたちにぴょこんと頭を下げた。

「これからも雫ちゃんをお願いします」

　いやそんな。むしろ今の沙倉さんの方が。

　彼女は頭を上げると、

「わたし、雫ちゃんがずっと真面目だから、どうしようかって考えたことあったんです。彼氏とかできないかなあって」

「でも、ふざけてないから、会ちょ……雫さんは先生に信頼されてるんだと思います」

　これは紅音。話題をやきもちから学校のことに持っていこうとしている。

「いいことだと思いますけど……」

「そうですね。生徒会のお手伝いをしてるときも、すっごく真面目ですもん。近寄れないくらい集中してるし」

　そういや沙倉さん、生徒会の手伝いするって言ってたな。俺たちもやろうとしたけど、数回で挫ざ折せつした。

　今もやっているんだろうか。訊ききたいけど、雫が目で合図を送っている。多分、今はやめろって意味だろう。

　代わりというか、俺はなるべくさりげなさを装いつつ喋しやべる。

「この家が、沙倉さんの実家なんだよね」

「はい。一番大きいところです」

「御両親いるんじゃないの？」

　食卓の上に、軽い緊張が走る。俺は、質問がちょっと早かったかなと後悔した。紅音は「ここで訊きますか」みたいな顔をしてるし、雫は「空気読めてない」って言いたげだし。

　沙倉さんは普通の態度だ。

「いますけど、照れ屋なんです。お父様は、娘の友達の前に出たくないなんて。そんなに緊張することないって、言ったんですけど」

「家にいるの？」

「ええ。あっちにお部屋があります」

　沙さ倉くらさんが示した場所には部屋があった。隣にも扉があるけど、もしかしたら沙倉さんの部屋かな。

「お会いしたいわね」

　と雫しずく。

「友達としてご挨あい拶さつしたいわ」

「じゃ、あとで呼んでくるね。ご飯のあとならいいと思う」

　あっさりと沙倉さんは承諾した。あれれ、やっぱりいるのか。さすがの雫の勘も外れたか。

　食事は続く。わりと他愛のない会話が続いた。学校の話がメイン。共通の話題がどうしてもそっちになる。

「……で、女子部の二年四組が、文化祭でとっても人気あったんですって」

　沙倉さんは俺おれに、そんなことを説明してくれた。知っております。なにしろそこで偽メイドやってたもんで。

「ナツルさんは、二年四組の喫きつ茶さ店てんは行ったんですか？」

　俺は温野菜のアスパラガスをくわえたまま、首を横に振った。

「行けばよかったのに。楽しかったですよ」

　楽しくないし、行けないです。沙倉さんは俺が男子部の生徒だと思っているから（実際そうなんだが）面白おかしく話してくれるけど、全て経験したことでもあるのだ。

「あのクラスは、かなり売り上げを出したみたい」

　雫が言う。生徒会長という立場上、文化祭の出し物での売り上げは、全て把握しているはず。

「写真まで有料だったから。いい稼ぎになったんじゃない。会計報告の何倍かは確実にあったわね」

「そうなのか？」

　これは俺。金の流れには興味なかったけど、なにかにつけて料金を取っていたのは知っていた。

「あそこの会計さんが数字に強くてね。二重帳簿やってたわ。証拠摑つかむのが面倒だったから、直接現金押さえちゃったけど」

「そんなことしたのかよ……」

「差し押さえたけど、漏れがいくつかあるの。現金入れた袋を分散させて、それぞれ独立した経理をやってたのよ。表面上だけでもつじつま合わせるもんだから、深いところを探るのに時間がかかって」

　会計さんも雫しずくも呆あきれたもんだ。映画の「アンタッチャブル」かよ。どちらも高校生のはずなんだが。

「その点、男子部の二年四組は楽だったわね」

「なにやったんですか？」

　沙さ倉くらさんが訊きいてくれたので、俺おれは返答した。

「えーと、休きゆう憩けい室しつ。柔道部から畳借りて、教室に敷いて寝っ転がった。子供づれできたお父さんに好評」

　手抜きもいいとこだったけど、なにが幸いするか分からん。一日中寝ていた人もいた。

「利点はお金がかからなかったことね」

　雫の意見に俺も同感。東ひがし田だたちは、余計な金かね儲もうけをしようとしてたけどね。

　こんな話も、沙倉さんは楽しそうに聞いていた。やはりこの人は天使。

「メイド喫きつ茶さも、女のナツルさんがメイドさんをやってくれて、とっても素敵でした。美み嶋しまさんもいましたよね」

「ええ……」

　あのクラスは全員がメイド服を着せられたので、当然紅あか音ねも給仕に精を出していた。ただ、人気の面ではいまいちだったとかなんとか。

　ていうか沙倉さん、紅音のこと覚えていたのか。結構観察してるんだな。

「美嶋さんも可愛かったですよ」

「そんな……」

「でも、もうちょっとカッコイイっていうか、荒っぽいところがあった方が似合ったかも」

　ん？　荒っぽい？

　俺の箸はしが一瞬止まった。俺だけじゃない、紅音も雫も沙倉さんを注視していた。

　彼女は平然としている。

「美嶋さんって、意外とそういうとこありそうですもん」

「……あの、沙倉さん？」

　訊いたのは俺じゃない、紅音だった。言葉を選びつつ喋しやべっている。

「荒っぽいのが似合うんですか……？」

「あれ、わたしなにか言いました？」

　きょとんとする沙倉さん。

「文化祭のこと話してましたよね」

「ええ……」

「じゃ、そうです。メイド喫茶楽しかったです」

　え、どういうこと。

　にこにこしている。直前までの台詞なんか、忘却の彼方に行ってしまったのだろうか。

　紅あか音ねが荒っぽいときたら、一つのことしか思い出さない。猛犬モードである。あれは荒いどころか殺人鬼だ。気に入らないことがあったらすぐに発砲するんだから。そしてこのことを、沙さ倉くらさんは知らないはずだ。

　見たことはある。だってはじめて紅音と出会ったとき、俺おれと一緒にいたから。でも眼鏡めがね図書委員と同一人物だなんて思ってないはず。

　ただこれはいつもの沙倉さんの場合。邪悪な方は、知っている。

　やべ、妙に緊張してきた。いつもみたいに明るい沙倉さんだと思っているけど、もしかしたら違うのだろうか。どうしよう。

　なんかテーブルがぴりぴりしたものになっている、と思っているのは俺だけなのだろうか。そんなこととは関係なく、沙倉さんは楽しそうだ。

「前にお泊まりしたときは、みんなでゲームしましたね」

「そんなことしたわね」

　返事をしたのは雫しずく。俺と紅音は変に緊張しているので喋しやべれない。ここらへんの度胸はこいつにかなうもんじゃない。

「今日もする？」

「ううん。みんなで一緒にいるだけで楽しいから。色々起こると思うし」

　また気になることを。

　雫は態度を変えていないが、聞き流しているわけでもないだろう。俺はどうも落ち着かないし、紅音があたふたしているのは、口から飛び出そうな心臓を、元の位置に押し込めようとしているからなのだろうか。

　そこで俺はふと気がついた。肘ひじで左隣をつつく。

「おい、どした」

「え……」

　水み琴ことは、今目が覚めましたと言いたげな台詞を発した。

「なにぼんやりしてんだよ。寝てたのか」

「寝てないよ。食べてるもん」

　見ると確かに、水琴の前だけ料理がない。元より健けん啖たん家かなので、食いっぷりには驚かない。

　俺は他人に聞かれないように、声を潜ひそめた。

「また喋ってねえじゃん」

「そうだけど」

　水琴も声が小さい。おかげで雫たちに聞かれないのは助かる。

「雫に怒られたばかりじゃねえかよ」

「うるさいなあ。いいじゃんか。沙倉さんの話を聞いていたんだよ」

　こいつが人の話を黙って聞くというのも珍しい。なにかあると口出しをしたがり、話をややこしくするのが好みの女だ。平へい坦たんな土地よりジャングル大好き。

「おい、そういや」

「なによ」

「沙さ倉くらさんの話って、なんか変じゃなかったか」

「普通じゃん」

「だって紅あか音ねの変身を知ってるみたいな口ぶりだったぞ」

「知ってるんじゃないの？」

　なに言い出すんだ。今の沙倉さんはそうじゃないはずなんだぞ。

　水み琴ことは俺おれを馬ば鹿かにしたような目で見ている。

「別に知っていたっていいじゃん。ナツルは沙倉さんに恨みでもあんの？」

「なんでそうなるんだよ」

　恨みはもちろんない。邪悪のモードから救ってあげたいと考えているくらいだ。そして俺に惚ほれてくれればなおいい。

「会長が悪いんじゃないの」

「え？」

　水琴はナイフとフォークをかちゃかちゃ鳴らしていた。

「だってさっきから、沙倉さんを試すようなことばっかり言ってるじゃない。あれ、失礼だと思うけど」

「そうかあ」

「そうだよ」

　むう。確かに雫しずくは天才で美人だが、俺に言わせれば存在そのものが失礼だ。知り合いになってからというもの、平穏無事だったはずの俺の身辺に、波風が立ちっぱなしなのである。若干言いがかりのような気がしないでもないけど。

「でも雫のやることに間違いってないからなあ」

　水琴が鋭い眼光を発する。

「……ナツルは会長のことそんなに好きなの？」

「そういうわけじゃない」

「じゃあいいじゃん。あたしと一緒に、会長を追放しよう」

　追放ってなんだよ。ネットワーク対応のゲームをやっていると、同じ仲間を追放キツクできるらしいが、そういうことなのか。この家から叩たたき出すのかなあ。

「追放が駄目だったら、嫌がらせでもいいけど」

「なんでそんなにネガティブな方向に行くんだよ」

「だって会長相手じゃん」

　意味が分かるような分からないような。それにしても会長って、こいつはいつから雫しずくって呼ぶのを止めたんだ。一時間も呼んでいたか？

「なーんか、気に入らない」

「雫のことならわりと同感だ」

「だよね。嫌だよね」

　そうなんだけど、なんか違う感じもする。

　俺おれは水み琴ことの横顔を眺めた。雫への悪意がこう歪ゆがんだようなそうでないような。この女はこれまで、雫への明確な敵意を持っていただろうか。どちらかというとライバル心じゃなかったか。なんか感情の変化でもあったのだろうか。虫歯が痛くて、ついいらいらしてしまう、とか。

　よく分からないまま、食事は終わりに近づいた。沙さ倉くらさんは食後のコーヒーを入れてくれた。

「ここで飲むのは一杯だけですよ」

　彼女は汚れた皿を片付けながら言う。これは俺たちも手伝った。

「あとで談話室に行きましょう。また、ケーキをごちそうしちゃいます」

　あれは確かにおいしかった。よほどたくさん作ったんだな。

　コーヒーの後、皿は厨ちゆう房ぼうの流し台へ。食べ物のかすをざっと洗い流してから、食器洗い機の中に入れる。沙倉さんは「大勢のお客さんが来たときに便利」と語った。テクノロジーってすごいね。

　テーブルにはまだコーヒーが残っていた。飲みかけのまま、後片付けをしてしまったのだ。ちょっともったいないな。なにしろ沙倉さんが入れてくれたのだ。

　座ってしまうと、談話室に行くのがおっくうになる。俺は立ったまま飲もうとした。

「ちょっと待った」

　水琴が俺のカップを横取りする。

「なんだ、飲みたいのかよ」

「違うよ」

　彼女はカップに口をつける。ただし飲み込まない。それから手を引っ張ると、自分の手を俺の頭の後ろに回す。やおらキスをした。

「なっ……！」

　後半は声にならん。突然水琴から唇を押しつけられたのだ。目を白黒させていると、口の中にコーヒーが流し込まれた。

　さすがに吐き出せない。そのまま嚥えん下かした。

「ふふ」

　水琴が含み笑いをする。なんとなく目がとろんとしていた。

　俺おれはとりあえず、唇を離した。このままじゃなにされるか分からん。もしかしたら砂糖とミルクも口移しされるかもしれん。

「なにすんだ……！」

「えー？　見ての通り」

「驚いたじゃねえか！」

「ギャラリーもびっくりしたみたいだよ」

　ぎょっとして振り返る。そこには雫しずくに紅あか音ね、もちろん沙さ倉くらさんがいた。

　紅音は目を丸くしている。沙倉さんは口を半開きにしていたが、それでも楽しそう。雫はなに考えてんのか不明。

「い、いや、これは……」

　俺はなんとか弁明をしようとした。だが沙倉さんが聞いてくれない。

「ほら、ほら、雫ちゃん！」

　生徒会長様の服の袖そでを引っ張っている。

「やきもちのチャンス！」

　そういうのってチャンスなんだろうか。雫も同意見らしくて、ふっと息を吐いて首を左右に振った。

「ナツルに水み琴こと、そういうのは私の見ていないところでやって」












　見てないところならいいのか。

「むかむかするのが抑えられないから。見えないのなら、むかつきがなくなる」

「いやこれは事故みたいなもんで」

「事故ね。事故ならそれでもいいわよ。私が保険屋なら、びた一文払わないわね」

「……雫しずくちゃん、それ、やきもちなんでしょ？」

　沙さ倉くらさんが不安そうに訊きいていた。まったくだ。感情を発露する方角がずれているような。

「やきもちなんだけど、やきもちをどうやって出せばいいのか、いまいち知らないのよね。こんな気持ち、はじめてだから」

「ナツルさんがはじめてなの？」

「はじめてもはじめてよ」

　雫がつかつか近寄ってきた。俺おれは思わずたじろぎそうになる。

　俺の頭の後ろに回された手を摑つかむと、強引に引っぺがした。

「ナツルはずいぶん楽しそうね」

「楽しくはない……です」

「私に見せつけるのがそんなに好き？」

「いやあんまり……」

「こういうときって、どんな風に怒ればいいのかしらね」

　怒らないのがいいんじゃないかな。

　雫がどう思っているのかは知らない。ただ水み琴ことはちっとも怯おびえたように感じられなかった。

「会長、冷静すぎない？」

　水琴が不思議そうに言う。

「もっと、くわーって怒っていいと思うけど」

　いや、それなりに怒っているんだろうと思う。ただ俺たちに分からないだけで。

「激怒して得することがあるなら、怒るわ」

「あたしは彼氏がこんなことをしてたら、泣き叫んじゃうけどなあ」

　雫は泣いたりしないだろう。なんか冷静に対処するはずだ。状況を指摘して、そこから相手を追いつめていくみたいな。あ、今やっていることか。

「水琴の彼氏は、よっぽど浮気性みたいね」

「会長の彼氏は、彼氏だと思っていないみたいだよ」

　ほんのわずかだが、雫のまぶたがぴくりとした。なにか言いたそうであったが、我慢して水琴に顔を近づけてくる。

　小声で会話をはじめた。俺も近くにいるから耳に入る。

「水み琴こと、どういうことなの？」

「なにが？」

「こんなことして」

「いいじゃん」

　にま、と水琴が笑う。

「会長のやきもちを沙さ倉くらさんが見たいって言ったから」

「こんなところですることはないでしょう」

「ふうん、じゃあここじゃなきゃいいんだ。分かった」

　水琴はすっとナツルから下がった。そして手を叩たたく。

「はーい、終わり終わり。会長のやきもちは店じまいでーす」

　なんだそりゃ。はじまったと思ったら終わりかよ。わけわかんねえ。

　沙倉さんと紅あか音ねもきょとんとしている。そりゃそうだよな。ただ雫しずくだけは、あまり友好的ではない視線を水琴に向けている。

　なんかコーヒーが冷めた。まあ、ほとんど残っていなかったし。水琴に口移しされたけど。

　やばい、なんか空気がよろしくない。どうしましょう。

　意外なことに、紅音が喋しやべり出した。

「あの、談話室いきませんか……」

　たどたどしかったが、緊張を解きほぐす役には立った。

「どうせデザート食べる予定でしたから、あっちでケーキを」

「いいですね」

　真っ先に賛成したのは沙倉さん。

「まだとっておきは出していなかったんです。皆さんにうんと食べてもらいますから」

「いいね。そうしよう」

　俺おれも諸もろ手てを挙げて賛成した。水琴と雫はなにも言わなかったけど、反対ではないはず。

　そんなわけで、上で食べることになった。食器類は談話室にも置いてあるので、わざわざ持ち込む必要はない。

　早くも沙倉さんはケーキの準備をしに、厨ちゆう房ぼうへ入っていった。あのでかい冷蔵庫にいくつ入っているんだろう。

「あたし、ちょっと部屋に戻っているね」

　これは水琴。

「ケーキ食べないのかよ」

「食べる。あとで行くから」

　顔を合わせたくないんだろうか。そこまで気にすることでもないとは思うけれど。

　そして紅あか音ねは雫しずくに引っ張られていた。隅の方で、なにやらぼそぼそ会話している。

　会話と言っても、一方的に雫が喋しやべっているだけみたいだ。紅音は硬直したようになっている。ときどき首を振っているが、あれは雫相手じゃ意味のない行為だな。ほら、うなずくハメになった。

　ふらふらとこっちに歩いてきた。

「どうしたの、紅音ちゃん」

「し、雫さんに、足止めしてくれって頼まれました」

　頼まれごとっていうより、あれは命令だな。

「誰だれのこと」

「沙さ倉くらさんです。話でもゲームでもいいから、談話室から出さないで欲しいって……」

　なんだそりゃ。沙倉さんを出さないなんて、監禁の一種じゃないのか。あ、でもここは沙倉さんの家か。

「紅音ちゃん、そういうの得意だっけ」

「苦手です……腹芸なんて無理です」

　というより、高校生にそのあたりのスキルを求める方がどうかしている。会得している雫は例外中の例外だ。

　それでも紅音はふらふらと、沙倉さんについて階段を昇っていった。図書委員のせいか、責任感だけは強いよな。頑張って欲しい。

　にしても、雫はそんなことを頼んでおいて、自分はなにをするつもりなんだ。俺おれはなにやら考え中の彼女の元へ歩いた。

「おい会長」

　考え事をしながらも返事がある。

「雫でしょう」

「……雫。紅音になにを頼んだんだよ」

「たいしたことじゃない。楓かえでの足止めをお願いしたの」

「あれじゃ命令だぞ」

「それでもいいわ。動いてもらったら困るから」

　雫は俺に背を向けた。廊下の奥へ行こうとする。

「ちょうどよかった。ナツルも呼ぼうとしていたから」

「ケーキ食べるんだろ」

「いつでも食べられるわ」

「なにすんだ」

「来て」

　外に出たりはしなかった。雫は木製の扉の前で立ち止まる。

「おい、ここって……」

「楓かえでの両親の部屋、だったわね」

　素っ気ないブラウンカラーの扉である。銀色のノブが、妙に光っている。

　雫しずくはノブを回して開けようとする。

「お、おい。やめろよ」

　無視された。が、扉はガチャガチャいうだけで開かなかった。

「鍵かぎがかけてあるわ」

「やめろって。ご両親いるんだろ」

「ナツルは信じているの？」

　いきなり聞き返されて、俺おれは戸惑った。

「そりゃ沙さ倉くらさんがそう言うんだから……」

「鵜う吞のみにしない方がいいわよ」

　じゃあこいつはまったく信じていないんだろうか。ありうる。親友だろうとなんだろうと、目的のためには切り離して考える女だ。

　彼女はしゃがみこんだ。シャツがめくれて白い肌がちらりと顔を見せたが、あいにく俺には楽しんでいる余裕がない。

「部屋になにかあんのか」

「さあ」

「なんで知らないんだよ」

「知らないから開けるのよ。楓がどう思ってるにせよ、噓うそなんだから秘密があるはず」

「黙って開けていいのか」

「よくはないわね。でも、楓が気づいてなければ開けていないのと同じだから」

「そんなこと……あ」

　今の沙倉さんは、紅あか音ねに引き留められているんだった。この女は食事中にそこまで計画して、手配したのか。

　彼女は鍵穴とドアノブをじっと眺めていた。

「……駄目ね、これ」

「なにが？」

「開けられないわ」

「会長は……」

「雫」

「……雫はピッキングできただろ」

「簡単なものならね。ナツルの家なんか泥棒に入ってくれって言ってるようなものよ。これは見かけより凝こってる。ただのシリンダー錠じゃないわ」

　雫しずくは少しだけ考え、鍵かぎから目を離さずに告つげた。

「水み琴ことを呼んできてもらえる？」

「ああ……？」

「あの娘こなら開けられるわ」

　確かに。水琴はこの手の作業が異常なまでに得意だ。銀行の金庫室だって簡単だって豪語していたもんなあ。生きるために習得したって言ってたけど、普通は必要ない。

「でもさっき、なんか喧けん嘩かしてなかったか」

「してないわよ。あなたのことで揉もめていただけで」

「……呼んでくるよ」

「急いでね」

　使いっ走りになってしまった。手が空いてるのが俺おれだけなんだから、これは仕方がないか。

　ええと、談話室か寝室か。部屋に戻るとか言ってたな。よし、寝室。

　水琴の部屋の前でノック。「いいよ」との返事があったので開ける。

「水琴……あれ」

　寝てるのかと思ったらそうでもなかった。ベッドに腰かけている。両手にチッソクノライヌを持って、なんか見つめていたのが変わっていると言えば変わっている。

「ナツル、どしたの」

「雫が呼んでるから。手伝って欲しいことがあるって」

「ふーん、いいけど」

　水琴はぬいぐるみを持ったまま、俺の方を向いた。

「ナツルは会長とあたし、どっちが好き？」

「え……」

「どっち？」

　ぬいぐるみの向こう側から顔を出していた。なんかアイドルＣＤのジャケットみたいだな。ちょっと前にはよくあったぞ。

　そんなことはどうでもよろしい。いきなりなんてことを聞く。

「どっちとかじゃなくてさ、返事はこれが終わってからってことになってるだろ」

「そうだっけ？」

「そうだよ。お前とは友達だけど……」

「ああそっか」

　納得している。なんかピントがずれているというか、今までの約束はなんだったんだという気になるが、まあいいや。頼まれごとを片付けないと。

「なにしてんの。会長が呼んでるんでしょ」

　何故か俺おれが急せかされた。二人して水み琴ことの寝室から下へ行く。

　雫しずくはまだしゃがんだまま、鍵かぎの具合を見ていた。

「連れてきたよ」

　俺は声をかける。

「ありがとう。水琴」

　雫はここで立ち上がった。

「これ、開けてくれる？」

　普段の水琴なら「いいよ」と即答だったろう。合法非合法問わず、この手のスリリングな作業が大好きなのだ。アフリカで所持金が尽きたとき、地雷と不発弾の解体を格安で請け負っていたらしい。「感謝されて金まで儲もうかって、あんなにいいバイトないよ」なんて言ってたけど、俺がやったら身体が四散する。

　しかし彼女は笑うだけで動かなかった。

「えーとね、やだ」

「冗談聞いている暇ひまはないの」

「会長のために働くのはやだなあ」

　雫が視線を飛ばす。夕食の時よりよっぽど鋭い。

「……理由を聞かせてもらおうかしら」

「特にないよ。でも恋こい敵がたきの有利になることはちょっとねえ。あたし執念深いし。嫌いな人のために指一本動かしたくないから」

　なんかおかしい。水琴ってこういうやつだったっけ。明るくてからっとした性格なんだが。どうも呼びに行ったときもそうだったけど、元の性格に半透明の膜が張られているみたいだ。向こう側が見えるけど、ぼやけている。

　雫もそれは感じたようだ。

「なにか欲しいものがある……わけじゃなさそうね」

「欲しいものならあるよ」

　水琴はいきなり俺を引き寄せた。

「ナツル」

　雫の眉まゆがぴくっとする。

「もらっちゃおう」

「あなた……」

　雫が詰め寄ろうとした。と、その時。

　かたりと音がする。なにか落ちたのか。いや、これは足音だ。スリッパじゃねえや。室内で土足かよ。俺の背中側から誰だれかやってくる。

「えいやっ！」

　爆竹のはぜるような音がする。連射音だ。多分サブマシンガン。それが俺おれと水み琴ことの横を通過して雫しずくに向かっていった。

　しかし雫はもうそこにはいなかった。足音が聞こえた瞬間から、警戒していたんだろう。廊下の壁にぴったり張りついてかわしていた。

　そして彼女の右腕が光る。瞬時に身体に変化が現われ、両手には短剣を所持していた。

「きゃ、さすがは会長」

　背後から現われたのは山やま川かわ涼りよう花かであった。俺と同じ星せい鐵てつ学がく院いん二年生なんだが、雫とは違った意味で大人っぽい娘こである。ぱっと見で年齢を推測するのは難しい。そして白のケンプファーだ。

　背後からだったが、涼花だってことは知っていた。声でなんとなく。

「わたしのことを予想していたんですか」

「……別に。最悪の事態に備えていただけよ」

　雫は面白くなさそうに言う。そりゃ最悪の事態に備えていて最悪の事態が発生したらそうだろうな。

「駅であなたたちを見たわ。だから警戒していた。どこに行ったのかまでは分からなかったけど」

「わたしたちは姿を隠したかったんですけど、理り香かちゃんがどうしても瀬せ能のうさんたちを見たいって言うから」

　理香ってのは中学生のケンプファーだ。小さい女の子で殺人癖へきの持ち主。やはり白。

「あの小さいの、やっぱりそうだったのね」

　雫は涼花から目を離さない。特に銃口からは。

「それで、ここで姿を現わしてどうするつもりなの」

「こんなに出番は早くなかったんですけど、会長がそこを開けようとするから」

　今までいじっていた扉だ。鍵かぎがかかっている。

「仕方なく出て来たんです」

「ふうん。聞きたいんだけど、この中はなにがあるの」

「それはわたしも知りません。ほんとです」

　噓うそなんだろうか。いや、当人も言ってる通り本当だろう。こんな状況ではったりを利かせられるのは、それこそ雫だけだ。

「さあ、そこから離れてもらいます」

　涼花はサブマシンガンの銃口をかすかに動かした。雫はまだなにもしない。

「嫌だと言ったら？」

「ここで戦うことになるでしょうね」

「じゃあそうしましょう」

　雫しずくの手から短剣が伸びた。

　二本の刃が鎖付きで涼りよう花かへと突き進む。一本は喉のど元もと、もう一本は足下。

　涼花が発砲。喉元を狙ねらう一本が叩たたき落とされた。だがそれも雫の計算のうちだ。わざわざ俺おれと水み琴ことを回避させるために足下を狙ったのだ。

　じゃらっと音がして、短剣が涼花の足首に絡みついた。

「きゃっ」

　涼花が転倒。そこへ雫がのしかかろうとする。

「しばらく邪魔ができないようになってもらうわよ」

「怖いですね。でも、残念でした」

「会長、動いちゃだーめ」

　そう告つげたのは水琴だった。

「ナツルが痛い思いをするよ？」

　いつの間にか変身していた水琴は、武器の日本刀を握っている。しかも切っ先は、俺の右腕に食い込もうとしていた。

　俺が解説するばかりでまったく動けなかったのが、これで分かると思う。つまり、人質に取られていたのだった。













　　○






「ええと、お茶の用意をした方がいいですよね」

「あっ、あたしがやります！」

　紅あか音ねは叫ぶと、楓かえでから紅茶のポットを奪い取った。なるべく手の震えを見られないようにしながら、茶葉をゆっくりゆっくりすくって入れる。

　談話室には紅音と楓の二人だった。他には誰だれもいない。

　水み琴ことは自室に行ってしまったし、ナツルの姿もなかった。雫しずくに至っては「楓を引き留めておいて」などと頼んできた。

　この頼み事が最悪だった。紅音は感情の変化がすぐ顔に出るタイプである。ババ抜きをしていてもジョーカーがくるとすぐにバレてしまい、いつも負けるのだ。なのに楓の足止めをせねばならず、しかも二人きり。緊張するというものであった。

　いざこうなると話題が思いつかない。盛り上げて場を楽しませるタイプではないからだ。自分にバトンを渡されるとあたふたしてしまう。そしてこのあたふたを見せてはならない。

　なのでなるべく作業に没頭しようとしていた。電気ポットのお湯をチェックする。温度も確認してから、ティーポットに注そそぐその間も、どきどきしっぱなしだ。

「皆さん遅いですね」

「は、はいっ!?」

　紅音は危うくポットをひっくり返しそうになった。

　楓が首を傾げる。

「どうしたんですか？」

「い、いきなり言うものだからびっくりして……」

「皆さんが遅いって言っただけですけど……」

「そ、そうでした」

　実際、どんな話をされても驚いただろう。それだけ過敏になっていた。

「せっかく、ケーキを持ってきたのに……」

　楓が頰ほおを膨らます。彼女は、昼に食べたのとはまた違ったケーキを用意していた。不ふ揃ぞろいなところを見ると、これも手製なのであろう。

　紅音は平静なふりをし、楓のカップに紅茶を注いだ。

「どうぞ……」

「ありがとうございます」

　楓はレモンを入れようとして、思いとどまった。

「呼んできますね」

　彼女は立ち上がり、扉の方に行こうとした。慌てた紅音がダッシュ。

「いいいいいです！」

　通せんぼ。扉の前に立たち塞ふさがった。

「待っていれば来ます。きっと来ると思うんです。あたしたちはここにいましょう！」

「はあ……」

「大人しくしていれば、いいことがあると思うんです」

　無茶な理屈だったが、紅あか音ねはもっとましな言い訳を思いつかなかった。自分でも「あたし、なにを言っているんだろう」と思っているが、どうにもならない。

　沙さ倉くらさんは浮かせはじめた腰を下ろした。

「じゃあ、二人で先にお茶してましょうか」

「ええ……」

　ほっとした紅音も椅い子すに座る。差し向かいでのデザートタイムとなった。

　楓かえで手製のケーキは、フルーツがたくさん乗ったタルトであった。それほど甘くなく、食べやすい。

　紅音は手持ちぶさたにならないよう、ゆっくりゆっくり口に運んだ。

「お、おいしいですね」

　実は緊張して味が分からない。

「遠慮しないで、もっと食べてください」

「いいいいいえ。あまり食べちゃうと、ナツルさんたちの分がなくなっちゃいますから」

「まだありますから、持ってきます」

　また立ち上がろうとする。紅音は泡を食った。

「いいです、まだいいですから。あたし、残します！」

　いざとなったら吐き出さんばかりの勢いである。さすがに楓も呆あきれた。

「もう……なんでそんなに……」

「あたし沙倉さんと二人でケーキが食べたいんです。邪魔者はいりません！」

　力強く訴えた。

　楓はしばらくきょとんとしていたが、徐々に顔が曇っていった。

「あの……わたし美み嶋しまさんとそういう関係になるのはちょっと……」

「え……」

「女のナツルさんだったら大歓迎なんですけど、他の女の子には興味ないんです。ごめんなさい」

「あ、いえ、そういうことでは……ないん……です」

　それでも楓は、なんとなく納得はしてくれたようであった。

「そういえば、美嶋さんはナツルさんとどういうことで知り合ったんですか」

　話題が変わった。紅音は心の中でほっとする。

「ええと、男のナツルさんですよね」

「はい。男子部の人とお知り合いになる機会って、滅めつ多たにないじゃないですか」

　そういえばそうだ。今までごく普通に行動を共にしていたが、第三者から見たら謎なぞなのかもしれない。

「それはですね……その……」

　なんと言ったものやら。まさか道を歩いていたらぶつかったなんて、一昔前の少女マンガみたいなことを言うわけにはいかないだろう。かなり真実に近いのだが。

「あ、あたしが図書委員だから、それで……ナツルさんが本を借りに来たんです」

「ナツルさん本を読んだかしら。中学のときはテレビがとても好きだったような……」

「こっ、高校二年生になってから本を読み出したんです。本人も言ってました。冷蔵庫に頭をぶつけたら本が読みたくなったって」

　噓うそにもほどがあった。ナツルが聞いたら立腹するだろう。しかし紅あか音ねのでっち上げ能力ではこのあたりが限界である。

「美み嶋しまさんは本が好きですよね」

「もちろんです」

「でもナツルさんはそんなに好きじゃないはずですよ」

「そう……かも」

「本当は、ケンプファー同士だから知り合ったんですよね」

「!?」

　紅音は危うくフォークをケーキごとかじるところだった。楓かえでは薄く笑っている。

「どうしたんですか？」

　ためらっている暇ひまはない。右腕に力を込める。光が生まれ、全身が包み込まれる。

　ケンプファーになった、と感じた瞬間、銃ゲヴエアーを発生させる。一連の動作で楓の頭をポイント。

　すでに感情は沸騰していた。

「なめんじゃねえ！」

　引き金を引いて発砲。だがそのころには、楓は元の場所にいなかった。

「あら。相変わらず気が短い」

　真横から声。そちらに銃口を向ける。その時、楓の右腕には剣シユヴエアトが出現していた。紅音の喉のど元もとめがけて伸びる。

　紅音は撃つことと回避を天てん秤びんにかけた。瞬時に避けることを選択。床を蹴けって転がる。

　その勢いで距離も取った。

「いやん、外れちゃった」

　楓は身体をくねらせる。「かわされた」ではなく「外れた」と表現したところが、また紅あか音ねの神経を刺激する。

「このクソアマ！」

「青ケンプファーのお犬様は口が悪くていけないわ。もっと大人しくなるように、調整してもらうんだった」

「なに言ってやがる！」

「モデレーターって、意外と抜けているのよねえ」

　楓かえでは扉の近くに移動していた。紅音はすでに立ち上がり、オートマチック拳けん銃じゆうをしっかりと構えている。

　目線も楓から外さない。先ほどまでのにこにことした、柔らかい雰囲気はなくなり、暗いオーラが漂っていた。

「ずっと前から気に入らなかったんだ。殺してやる」

「あん。そんなこと言わないで」

「その喋しやべり方も偽善者くせえ物腰も気にいらねえ。第一存在そのものが邪魔だ。覚悟しろ」

「そんなに美み嶋しまさんの邪魔をしたつもりはありませんけど」

「してるんだよ。変身前のあたしの邪魔はかなりした。ナツルに手ぇ出しやがって」

　紅音の脳のう裏りには、土手での出来事が浮かび上がっていた。変身前だったら気絶するような出来事で、変身後だったら発砲したくなる出来事だ。実際にした。

「……ああ、あの草むらのことですか」

「思い出したか。じゃあ死ね」

「嫌です」

　楓はふわっと浮かび上がる。ジャンプしたのだと認識する前に、紅音は撃っていた。

　今までいたところに一発。続いて空中に一発。射撃が早かったので、銃声は一度に聞こえる。空中に向かった銃弾は、まっすぐ楓の腹を目指していた。

「あん」

　楓はなんと、剣の腹で叩たたき落とした。そして自分も着地。

「危ないですよ。前みたいにお腹に当たっちゃいます」

「そういやおめえ、あんときもぶち込んだのに、なんで生きてんだ」

「ふふっ。なんででしょうね」

　再び対たい峙じする。どちらも隙すきは見せられない。間違いなく攻撃のチャンスになるからだ。それでもじりじりと移動し、少しずつ円を描いていた。

　紅音は窓を、楓は扉を背にする形になった。

　視線が動く。楓の手には剣しかなかった。いつもは逆の手に銃ゲヴエアーを出現させているはずだ。なのに一つだけ。

　楓がくすっとする。

「今はこれだけで十分だと思いましたから」

　紅あか音ねの目め尻じりが吊つり上あがる。彼女はこうやって馬ば鹿かにされることをなによりも嫌っていた。口の端を引きつらせる。

「そりゃどうも。あたしは遠慮しねえぜ。蜂はちの巣にしてやる」

「蜂はち蜜みつは好きですけど、蜂の巣は嫌いです」

「今にナツルも雫しずくも水み琴こともやってくる。だけどその前にあたしが殺してやるから、安心しやがれ」

「あら、ナツルさんたちが来るなんて思っているんですか？」

　楓かえではケーキを食べているときのような表情をした。

「来ませんよ」

「……なんだと」

「なにがあっても、来ることはありませんから」

　少女の言葉は、自信満々であった。もちろん言いぐさからなにから、紅音の神経を逆なでする。

「だったらこっちからナツルのとこに行ってやるよ」

　紅音は両手で銃を構えた。照準を安定させるのだ。

　彼女は両手撃ちを滅めつ多たにやらない。普通の拳けん銃じゆうと違い、ケンプファーの武器は反動が少なく弾も無限だ。なので片手でも十分なのだ。それでも両手で構えたのは、確実性を期すため。

「次は外さねえ」

「そうかしら」

「ほざけ！」

　怒声と銃声が同時だった。銃口から放たれた弾丸が、一直線に楓へ突き進んでいく。

　紅音の狙ねらいは正確だった。そして弾も確かに命中した。しかし弾丸を受けたはずの楓は平然としている。

　さきほどのように剣で落としたのではない。楓の真後ろから鎖くさり鎌がまが伸びていて、この刃が盾となったのである。

　これは白のケンプファーの武器だった。

「理り香かちゃん参上！」

　鎖鎌は扉に穴を穿うがっていた。その穴が大きくなって扉は倒壊。小柄な少女、植うえ田だ理香が飛び込んできた。

「悪いお犬さんはこうしちゃうんだから！」

　鎖鎌が飛ぶ。紅音は余裕をもってかわした。

「ロリ野郎、またてめえか」

「人を幼稚園児みたいに言わないで」

「似たようなもんだ！」

　今度は連続して発砲。理り香かの動きを予想し、空中に多くばら撒まく。

　敵の少女はそれを察知していた。限界まで身をかがめるとロケットみたいに突っ込んできた。

「えいやっ！」

「うおっ！」

　理香は体当たりしてきた。紅あか音ねは足をもつれさせる。いくら小柄とはいえ、これだけのスピードで突っ込まれては支えきれなかった。

「なにしやがる！　前も見えねえのか！」

「戦いは不意を突くことが肝心なんだもん」

「軍師のつもりかよ！」

　後ろに傾いた。窓ガラスに身体が当たる。そとにバルコニーはない。そしてここは二階だ。

「えいっ」

　理香はもう一度体当たりをした。

「どあああっ!?」

　窓ガラスが割れる。紅音の身体は逆さになって転落していった。





　　○






　水み琴ことの日本刀は切れ味が良さそうで、さっきから俺おれの手首がちくちく痛かった。誓約の腕輪のあたりを狙ねらっていて、いざとなったら手首ごと切り落とすつもりらしい。おかげで変身もできやしねえ。

「なんか幼なじみを人質に取るって、妙な気分だなあ」

　吞のん気きなこと言いやがって。

「じゃあ離せよ」

　俺は告つげた。

「どこの世界に日本刀で脅す女子高生がいるんだ」

「あたしは刃物になじみ深いんだよ。アフリカ行けば子供が鉄パイプ振り回しているけど」

　ここは日本なんだよ。ついでに言えば家の中だ。

「……水琴」

「なに、会長」

「どうしたらナツルを離してくれる？」

「離すつもりはないんだけど」

　薄情なことを言った。それでも幼なじみか。

「でも会長は短剣を引っ込めて」

「こういうのって、取り引きするものじゃない？」

「ううん。会長には拒否権ないから」

　そう言われてはなにもできない。雫しずくは無言で、涼りよう花かの足首に絡まっている短剣を解いた。

　軽い音がして、短剣は雫の手の中に収まった。

「これでいいかしら」

「結構ですね」

　こう言ったのは涼花だ。

「では、皆さん。ここから出てもらいます」

　涼花がうながす。俺おれたちは扉の前から離れた。

　そのまま歩かされた。俺の背後には水み琴ことがぴったり張りついている。日本刀は手首とこんにちはしたまま。おかげで変身もできやしない。

　雫は無言だ。腹を立ててるのかなんだか。頭は働かせているとは思うけど。

　そうなると、ここでぼさっとしているのは俺だけってことになる。

「なあ水琴、お前いつの間に寝返ったんだ」

「んー？　寝返ってないよ」

「馬ば鹿か。こりゃどう見たって敵になってんだろうが」

　俺は水琴を罵ののしった。このアホは自分の立場ってものを分かってないんだろうか。

「なんとなくかな」

　しかもどうしようもないことを言い出す。

「なんとなくで敵になんなよ！」

「いやー、あたしの立場では、敵とか味方とか、わりとどうでもいいんだよね。それにさあ。会長の言うことばかり聞くなんて、やだし」

「どうして」

「そんなことしてたら、ナツル取られちゃうじゃん」

　本気なのかどうなのか。

　水琴はいつもふざけ半分の口調だから真意が分かりづらい。今はそれに拍はく車しやがかかっていた。俺に告白したときとか、裏庭のときはもっと真面目まじめだったんだがなあ。雫の言うこと聞くのは嫌だってのは、分かるような気もする。

　涼花は、その裏庭へ歩けと指示した。彼女は一番後ろになって、俺たちの背中を突っつく。

「サンダルも靴も履いちゃ駄目。靴下のままで」

　雫しずくが感心したように、

「へたに逃げられないようにするってこと？　用心深いのね」

「服を脱がせて裸にしてもいいんですよ。男の子の前だから、それだけは許してあげますけど」

「ナツルは喜ぶわよ」

「じゃあなおのこと脱がせたくありませんね」

　雫の裸かあ。見た……いだろうか。それより俺おれまで脱がされるのは御免だ。そりゃ残ざん暑しよ厳しいから風邪も引かないとは思うけど。

　また裏庭だ。縁があるな。もう真っ暗なので、水み琴ことと話をしたときとは雰囲気が違う。目の前にはプールがあり、星明かりで水面が輝いていた。

「そっちへどうぞ」

　涼りよう花かが指示する。素直に従う俺たちはいい子。

　プールの際に立たされる。足下付近には、鉄製の蓋ふたがあった。中は消火栓だろうか。目の前に水があるのに、そんなわけないか。

　俺は水琴に脅されたまま。プールサイドに足がかかった。

「で、私たちをどうするつもり？」

　雫は慌てた様子がない。

「このまま溺おぼれさせるの？」

「溺れるんですか。会長は校内の水泳大会で優勝したでしょう」

　そういや泳ぎも得意だったな。女子の中じゃ圧倒的で、染色体検査が必要だって話が、真剣にかわされていたらしい。

「手足を縛られたら、私だって泳げないわ」

「縄抜けされそうだからしません。それに、殺しちゃったらあの人に怒られますから」

「楓かえで？」

「ノーコメントです。でも想像はつきますよね」

　涼花はサブマシンガンの銃口を、俺と雫の二人に向けていた。交互に振っている。その隙すきをつけないかと考えたが多分無理。俺は水琴に見張られているし。

「じゃあ近こん堂どうさんは飛び込んでください」

「は？　あたし!?」

　水琴が驚いていた。そりゃそうだろうな。俺だってたまげたもん。

「なんで!?」

「もう用はありませんから。知ってますよね、わたしたちは会長とナツルさんが邪魔なんです。こっち側に引っ張らないと」

「あたしは」

「今はもういいんです。だから飛び込んでいただければ」

「死んじゃうわよ！」

「泳げないんですか？」

「泳げるけど……」

「どっちでもいいんですけどね。飛び込んでもらうのには、ちゃんと理由があるんですって」

　彼女は俺おれの前に、ロープを放り投げた。こんなの持ってたのか。

「まず近こん堂どうさんは、それで瀬せ能のうさんを縛ってください。会長にはなにもしなくていいです。無駄だから」

「縛ってどうすんの」

「そうすればわたし一人でも対処できます。それから飛び込んでもらえれば」

「嫌よ！」

「逆らえます？」

　涼りよう花かはなにやら不敵な笑みを浮かべている。確かに、水み琴ことの口調は普通なんだけど、涼花の意に反することはしていなかった。

「う……」

「まだ瀬能さんを脅していてください」

　涼花は鉄製の蓋ふたを跳ね上げた。やはり消火栓なんてなかった。ただコックがある。

　彼女はコックを捻ひねった。どこかで空気の漏れるような音がした。

　やがてそれは、ごぼごぼという音に変化した。俺は首をねじ曲げて背後を見る。そこから聞こえてきたのだ。

「げ……」

　プールの表面に変化が現れていた。中央がへこんだようになり、徐々に渦が現れていたのだ。

「早く縛ってくださいね。水がなくなったプールに飛び込むのは痛いでしょう」

「他ひ人と事ごとみたいに！」

「それは自分のことではありませんので」

　いい性格してるよ、まったく。

　水琴はやはり逆らえない。俺は動けないし、雫しずくもそう。どうしよう。なんともならないのか。

　ロープを取ろうとする水琴。その瞬間だった。

「どあああ！」

　なにか割れる音。叫び声。それらが頭上から降ってきた。

　注意を向ける間もなかった。叫び声を発した人間は、プールに落っこちたのだ。派手な水しぶきが上がる。このとき、確かに涼りよう花かの注意が逸そがれた。

　冷たいと感じたのと同時に雫しずくが動く。

「ナツル！」

　ぐいっと引っ張られる。俺おれは日本刀を突きつけている水み琴ことと共に、プールに落っこちた。一拍置いて雫も飛び込む。

　プールサイドで涼花が叫んでいる。よく聞こえないが多分そうだ。ぷしゅぷしゅ音がして、サブマシンガンの弾丸が撃ち込まれていた。いくら水中で威力が減衰するとしても、当たったら危ない。

　水中は暗くてよく見えない。ただ、渦うず巻まきはプールの底に吸い込まれているのが分かった。

　プールは深かった。そして底に穴が開いているのだ。あ、今誰だれか吸い込まれた。さっき落っこちてきた人間だろう。

　また引っ張られた。雫だ。両手で俺と水琴を摑つかんでいる。俺は水面に出ようとしたが、彼女がそうさせてくれなかった。

　雫は目線だけで「あそこに行く」と指示している。あそことは、プールの中央に開いている穴。

（ええ!?　なんか落とし穴みたいじゃないか！）












（水面に出られないんだから、入るしかないでしょう）

（やだよ！　下水に流されるかもしれないだろ！）

（だったらましじゃない。ぼやぼやしてると、白い連中がもっと来るかもしれないわ。逃げ込む）

（一人で行ってくれ！）

（男らしくないわよ）

（俺おれは変身したら女になるんだよ！）

　もちろんそんなことを聞いてくれる性格じゃない。こうと決めたら実行するのが雫しずくなのだ。

　生徒会長様はケンプファーの力で俺と水み琴ことを引っ張り続けた。すぐに渦に巻き込まれる。気分は洗濯機内のＴシャツだ。

（流れが速い！）

（あら、意外といい感じじゃない？）

（目が回るよ！）

　俺たちは回転したまま、プールの穴へと吸い込まれていった。





あとがき
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　このような現実との時間のずれも、書いているときには気にならないのがまたよくある話で、それよりもいかに盛り上げて話を収束させるかに集中してしまいます。小説を読む時間は一瞬でも、キャラクターたちは本に出ていないところで精一杯生きているわけで、このあたりはハレとケの関係でもあります。小説として表出しているところはハレであり、短い時間にすぎない。だからこそわずか半日程度のことが一冊分の内容としてパッケージ化される。その裏には膨ぼう大だいなケの時間があり、ナツルだろうと紅あか音ねだろうと雫しずくだろうと、普通に生活しているわけです。つまり彼らも普通の人とさして変わるところはありませんよ、ということ。

　いつかハレは終わりますが、ケは続きます。そしてナツルたちの戦いもいずれ終わります。彼らがどのような形で日常に回かい帰きするのか。このあたりもきちんと書きたいと思っていますので、ご期待下さいませ。





二〇〇九年　六月




築つき地じ俊とし彦ひこ


















　著者

　築地俊彦（つきじ・としひこ）
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